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第一章　作られた嘘




（１）壊れ始める予兆






（ああ、まただわ）

　広間の中央で王と話している二人を見ながら、リーゼは小さな溜め息をついた。

　今日も自分の婚約者は、別な女性といる。

　中央にいる二人の頭上には、豪華なシャンデリアがきらめき、広間はまるで真昼のような明るさだ。珍しい黄水晶を贅沢に切り抜いて作られた明かりは、王家ならではの逸品だろう。

　その数百の蝋燭が照らす下で、リーゼの婚約者であるはずのイザークは、まさに今別の女性に笑いかけられながら、腕を搦めとられているではないか。

　側で紅いドレスを身に纏い、巻いたストロベリーブロンドを、シャンデリアの光に自信ありげに輝かせているのは、大公家の息女カトリーレだ。十七になったお祝いの言葉を、祖父でもある王からかけられている姿は、貴族たちから未来の女王と言われているだけあって、少しも臆した様子はない。

「カトリーレもいよいよ十七か。そろそろ婚約者を決めなければな」

「嫌ですわ、陛下。私は自分で選びますわよ」

「陛下などとよそよそしい。いつもどおりおじい様と呼んでおくれ」

　顔に皺を刻んで王が微笑むと、次いで隣に立つ黒髪のイザークを見つめた。

「しかし、イザークも立派な若者になった。お前は昔からカトリーレのお気に入りだったからな」

　会釈をするイザークへ向けるカトリーレの眼差しに、どくんと胸が脈を打つ。なんて柔らかな眼差しなのだろう。隣からイザークの藍色の瞳を見上げているその姿は、祖父からの言葉に、ひどく嬉しげに微笑んでいるではないか。

　その様子に、リーゼの前で二人の姿を眺めていた侯爵令嬢が、感嘆したように頬へと手をあてた。

「本当に、カトリーレ様とイザーク様はお似合いよねえ」

　そのまま、うっとりと見つめる。

「カトリーレ様は、将来は子供のいない王太子夫妻の跡を継いで、女王になられると言われている方。堂々とした聡明な美女で、まさに絵画で見る歴代の女王陛下そのものですわ」

「それに、隣に立つイザーク様もステキで！　美しくてかっこよくて。同年代の殿方では並ぶ者がないほど、宮廷の女性たちに人気の高い方ですもの。悔しいですけれど、お二人ならばお似合いですわ」

　側で同じように頬を赤らめて返すのは、美しく着飾った伯爵令嬢だ。少しふっくらとした頬を押さえながら、夢見るような瞳で頷いている。

「わかりますわ。本当にカトリーレ様なら、イザーク様にもふさわしくて──」

　言いかけて、突然、侯爵令嬢の眼差しが鋭く振り返った。

「ええ！　少なくとも、どこかの貧乏子爵令嬢よりかは！」

「まったく。どこかの田舎令嬢よりかは！」

　向けられてくる二人の侮蔑をともなった視線に、広間の端に立っていたリーゼは、持っていた扇を思わずぎゅっと握りしめてしまった。耐えようとしたが、振り返った二人の眼差しは、リーゼを見下したまま、ますます鋭さを増していく。

「どうしてあんな田舎娘が、イザーク様の婚約者なのでしょう？　社交界にも疎くて、令嬢たちから少しも誘われない。少しは身のほどをわきまえられたらよろしいのに」

「仕方がありませんわ。所詮は親同士が決めた婚約者。イザーク様だって、内心では別れたいのに、親の手前切り出せないというのが本当のところなのでしょう」

「なっ……！」

　投げかけられるあまりの侮辱に、横から飛び出そうとした従弟の腕を急いで押さえた。

「やめて、アンドリック！」

「だけど、リーゼ！　いくら地方出身だからとはいっても、あそこまで貶められる謂われはないはずだ！」

「いいのよ。私が社交界に疎いのは本当のことだし。それにここで騒ぎを起こせば、お父様に迷惑をかけるわ」

　そうだ。ここは王宮。しかもカトリーレの父は、今の王太子殿下の弟だ。もしなにかあれば、無礼などという言葉ではすまされない。

「私はいいのよ。ほら、イザークはカトリーレ様とは親戚筋にあたる公爵家の子息だし。だから、まだ婚約者が決まっていないカトリーレ様のパートナーを頼まれただけだと思うわ」

「頼まれたって！　最近、ずっとじゃないか！」

　赤毛を振り乱しながら叫ぶアンドリックに、リーゼはきゅっと唇を噛みしめる。

「噂では、近頃カトリーレ様やほかの令嬢たちのサロンにも、頻繁に出入りしていると言うし！　それなのに、婚約者であるリーゼの許には挨拶にも訪れない！」

　確かに──。前はそんなことはなかったのに、最近イザークの足は、リーゼを避けるかのように子爵邸から遠のいている。ほかの令嬢たちのように、都の流行や気の利いた話題を知らないからと言われればそれまでなのだが。

「いいの」

　しかし、リーゼは気丈にクリーム色の髪に包まれた顔を持ち上げた。後ろに少しだけ編み込んだ柔らかな髪は、リーゼの顔の側で、緩やかに波打っている。白い面の中央に浮かぶ湖のような二つの空色の瞳は、見つめるアンドリックの目と同じくらいの高さだ。

「私はなにも気にしてはいないわ。イザークだって、大公様から頼まれたら嫌とは言えないでしょうし。貴族社会の理もあると思うの」

「リーゼは人がよすぎる！　婚約者なんだから、もっとイザークにがつんと言ってやったらいいんだ！　このままじゃあ、リーゼの立場があまりにも──」

「いいのよ。お付き合いも名家の大切なお仕事なのでしょうし。代わりにアンドリックが、今度は私を慰めるために、一緒に街に出かけてくれるんでしょう？」

「リーゼ……」

　怒る従弟を宥めるために、わざとおどけて手を合わせてみせる。

「この間、街で珍しい染め物を見つけたの。これなら、領地の特産品にできるかもしれないから、直接工房を見てみたいのだけれど……。下町だから一人で出かけるのは──とお父様に言われていて。だから、ね？　お願い」

　そのまま片目を瞑つむってねだってみせる。本当はこういう用事で街に出かけるときも、少し前まではいつもイザークが付き添ってくれていた。だけど、今は子爵邸には滅多に来てくれないから、事情をよく知る一つ下の従弟に、甘えるようにお願いをしてみる。

　少し上目遣いで見つめると、アンドリックの頬が赤くなって、わずかにたじろいだ。

「俺で……いいのなら」

「もちろんよ！　アンドリックは、その年で、領地の騎士たちにも剣を認められるほどの腕前だし！　一緒に行ってくれるのなら、これ以上心強いことはないわ！」

「リーゼ……」

　はしゃぐ従姉の姿に、やっとアンドリックもくすっと笑った。そのときだった。

「リーゼ」

　冷たい声に、びくっとして横を見る。つい肩が揺れてしまうぐらい冷えた声音で、離れたところから近づいてくるのは、今しがたまで二人の話題に出ていたイザークだ。

　すらりとした長身は、広間でイザークに群がる人混みをかきわけて歩いてくる間でも、ひどく目を引く。身につけているのは、瞳と同じ藍色に近い上下とシャンデリアに輝く金の房飾り。

　女性たちが騒ぐのもわかるほど整った容姿なのに、こちらを見つめている眼差しに浮かぶのは、普段とは違うひどく冷たい色だ。見慣れない表情に、横を向いたリーゼの体が思わず強張ってしまった。

「なにをしている」

「あ……」

　怒っている。なににかはわからないが、リーゼを見る瞳に湛えているのは、明らかな怒りだ。

　うろたえながらも、つとめて笑顔で、従弟へと手を伸ばした。

「あの、アンドリックに今度街への付き添いをお願いしていて」

「アンドリック？」

　腕で示せば、側にいる従弟を不機嫌そうにじろりと見下ろす。そして、そのまま手を伸ばし、すぐにリーゼの腕を掴んだ。

「来い」

「あっ」

　たくさんの人目があるが気にしない。行き交うたくさんの貴族たちの間を強引に大股で歩くと、イザークは端まで行き、そのままリーゼを広間から繋がったバルコニーへと連れ出していく。

　冬の夜風が冷たいせいか、バルコニーに出ている人は誰もいない。ただ、雪をのせた白い手すりが、大理石の床に支えられながら、黒い闇の中へと延びているだけだ。

（どうしよう。さっきのアンドリックの言葉に怒っているのかしら？）

　普段から少し冷めた言動の多いイザークが、こんなふうに怒りを露わにすることは珍しい。

　連れていかれたバルコニーの端で、困惑しながら胸の前で左手を握っていると、ようやくイザークが掴んでいたリーゼの右腕を離した。

「どういうつもりだ」

　イザークの声はまだ苛立っている。リーゼが思わず息を呑んだ先で、振り向きざまのイザークの目は恐ろしいほどに吊り上がっているではないか。

「俺に恥を掻かすのが目的か？」





（２）不幸の始まり






　とっさに、うまく返事ができない。

　耳に響くのは、開け放たれた窓から流れてくる広間の音楽と、広い王宮の庭を渡っていく風の音ぐらいだが、今のリーゼの心には、どちらも届いてはこなかった。

　ただ、夜風に流れたクリーム色の髪が、闇の中にざわりと揺れる。

　息を忘れて見つめる前で、イザークは苛立ったように腕を組んだまま、リーゼから視線を逸らしもしない。

「どういうつもりだ」

　以前は明るく話したはずの声が、暗闇に再び重たく響く。

　夜の中で藍色の瞳が冷たく光るのを見て、リーゼはぎゅっと手のひらを握りしめた。

「な……なに、が」

（怒っている────どうして？）

　なぜ怒っているのかもわからない。

　戸惑ったが、リーゼの前でイザークは両腕を組み、ただ自分の肘をとんとんと人差し指で叩き続けている。

「婚約者のいる身で、こんなところへ、ほかの男を同伴で来たりして。俺に恥を掻かせるつもりなのか」

「それは────！」

（令嬢たちのしていた噂で、イザークが、カトリーレ様のパートナーを頼まれたと聞いたから……！）

　焦って一歩前に出たのに、そのリーゼからイザークは、ふいと顔を背けていく。

「それに婚約者だというのに、俺が訪ねなくなった途端、公爵邸にも顔を出さない」

「だって、イザークは、もうじき宮中に出仕することになって、今は忙しいと伝えてきたから……！」

　だから、遠慮して公爵邸にも行かなかったのだ。

　慌てて説明したが、イザークがリーゼのところには忙しさを理由に遠のいた足で、カトリーレのサロンには頻繁に出入りしていたのを知っている。カトリーレだけではない。公爵家の跡取りであるイザークを狙っている令嬢たちの、いろいろなサロンにも顔を出していたことも。

　思い出して目を伏せたが、ふんとイザークは、つまらないように鼻を鳴らした。

「それならば、手紙ぐらい出せばいいだろう。それが、手紙はよこさない、訪ねても来ない。あまつさえ、前は俺を誘っていた街への外出に、代わりにあの従弟殿を誘うのでは、君が本心では、俺との婚約を嫌がっているのではないかと疑うよ」

「そんな！」

　驚いて、思わず声が飛び跳ねた。

「あるはずが……ないわ……」

（もしも、この婚約を嫌がっているとしたら、あなたのほうよ……。だって、私には夢みたいに幸せな話だったけれど、あなたにしたら、親に決められた話なのだし……）

　少し自信を失ってしまった語尾が小さくなっていく。俯くと、イザークは呆れたように大げさな溜め息をついた。

「どうだか。現にこの間だって、俺がキスをしようとしたら逃げたじゃないか」

「あ、あれは！　突然だったから、びっくりして────」

　まさか振り返った瞬間に、抱きしめて顔を近づけられるとは思わなかったのだ。あまりにも驚きすぎたせいで、ついとっさにイザークの体を突き飛ばして逃げてしまったが、今でもあのときのことを思い出すと、顔に火がつきそうになってくる。

（あんな近くにあなたの顔があって……。って、なにを思い出しているの！　私！）

　甦った記憶に、つい真っ赤になって俯いてしまった。そのリーゼの様子に、今まで冷たかったイザークの瞳が、少し和らいでいく。

「ふうん」

　二度瞬き、今度は顔を林檎のようにしているリーゼへと向き直る。

「じゃあ、今なら俺がキスをしても逃げないと？」

「そ、それが、私が婚約を嫌がっていないという証になるのなら────」

　両手を握って叫んだが、もう顔は爆発しそうだ。なんで今、イザークが突然こんな話題を出してきたのか。

（だけど、これで機嫌を直してくれるのなら──）

　決死の覚悟で彼に向かって瞼を閉じると、緊張した顎が、くいっと親指で持ち上げられた。

「リーゼ……」

　ゆっくりと、柔らかな温もりがリーゼの唇に触れてくる。最初は軽く重なるだけ。長い間、飲み物も取らずに話し続けていたせいなのか、イザークの唇は、上のほうは少し乾いてかさついているが、内側はしっとりと柔らかく濡れている。それが一度軽く触れて、そしてもう一度しっかりと重ね合わされた。

　初めてのキスだ。

　子供同士が怯えながら、人目を忍んで交わすようなたどたどしいキス。

（──だけど、なんて優しい）

　まさかさっきまで怒っていたイザークが、自分にこんなにも愛おしそうなキスをしてくるとは思わなかった。触れているだけなのに、離れていくのがひどく寂しい。

「あ……」

　遠ざかっていく温もりを追うように目を開くと、見上げた先では、イザークが幸せそうに微笑んでいるではないか。これ以上ないほど幸福そうな笑みで────。

（え……）

　広い手のひらが、ぽんと優しくリーゼの頭に置かれた。

「もうだいぶ夜も遅くなってきたから、先にお帰り。手紙さえくれたら、街には一緒に行くから──」

「あ……はい」

（もしかして）

　久しぶりに見た彼の笑みに、だんだんと顔に血が上ってくる。

（最近冷たかったのは、この間私がキスを拒んだから？）

　だから、拗ねていたのだろうか。

（まさか──そんな子供っぽい理由なんて）

　あるはずがないと思うのに、火照ってくる頬を止めることができない。思わず両手で顔を押さえたのは、止められないのが熱だけではなく、こぼれてくる笑みもあるからだ。

（イザーク！）

　こんなに間近で触れ合ったのは、初めてかもしれない。しかも、恋人だけにする行為を自分にしてくれた。

（私、やっぱりイザークが好き！）

　リーゼに少し手を挙げて歩き去っていく背中に、想いが溢れてくる。

　小さい頃、父の友人の息子ということで出会ったときから気になっていた、かっこよくて、誰よりも美しい男の子。たまに意地悪で、態度もつれないことがいっぱいあるのに。リーゼが貴族らしくなく一人で街へ出かけると言うと、いつも心配してついてきてくれた。田舎娘なんて馬鹿にしたりはせず。

　なにか少しでも領地の発展になるものはないかと探すリーゼに、どこで調べたのか、いろいろな知識を集めてきては、いつも最後まで付き合ってくれていた男の子。

　口ではからかったり、冷たかったりするのに、どんなときも心配して側にいてくれた。

（うん！　私もつまらない悪口なんかに負けたりせず、イザークにふさわしい奥さんにならないと！）

　正直に言えば、社交界は苦手で、必要以上にかかわりたくはない。それでもイザークのためになら頑張れる。

　重ねられた唇を思い出して、バルコニーに出たときとは正反対の浮かれるような気分で、窓から広間へ戻ろうとした。だが、窓を潜り音楽が奏でられる室内に入るや否や、なぜか、見事なストロベリーブロンドが、かつかつとこちらへ近づいてくるではないか。

「あなた」

　すっと金細工で作られた扇を持ち上げるのは、今日の主役のカトリーレだ。扇の端でまっすぐに自分を指され、普段は話さない相手からの思わぬ行動に、慌ててリーゼは身を屈めてお辞儀の姿勢をとった。

「私……ですか？」

「そう。少しお話があるの」

　丁寧な口調とは裏腹に、礼をしているリーゼを見つめる緑色の瞳は、傲慢なまでに見下している。いや、どこか怒りを押し殺しているようにさえ感じられるではないか。

「よろしくて？」

　言葉とともに、全身から発してくるカトリーレの不穏な貫禄に、リーゼは身を屈めたまま、ただ頷くことしかできなかった。





（３）事件






　カトリーレに連れられてリーゼが向かったのは、王宮の奥にある王族たちの住まいになっている一角だった。幾何学模様に彩られた大理石の床を歩くと、こつこつという足音が、人の少ない廊下に反響していく。さすがは王宮だ。白い壁には細やかな彫り物が施され、歴代の王の肖像画がいくつも飾られている。

　現国王の孫とはいえ、臣下に下った息子の子供である以上、本来カトリーレは大公家の屋敷で両親や妹と一緒に暮らしているはずだ。だが、王太子夫妻に子供がないことで、数少ない王孫として特別に王宮の一室を与えられたのだろう。

　軋む音すらなく開けられた扉の中は、緋色の絨毯が隅まで敷き詰められて、歩く音さえ吸い込んでいく。部屋のすべての家具が孔雀石で作られ、緑と紅のコントラストが鮮やかだ。部屋全体の醸す雰囲気が、得も言われぬ豪華さに包まれている。

　その鮮やかな色彩にも臆することなくカトリーレは室内に歩を進めると、半ばまで入ったところで、くるりとリーゼを振り返った。

　まだ入ったばかりの場所で礼をしていたリーゼの背後で、金色の扉が重たい音を立てて閉められていく。

「さて」

　華やかなストロベリーブロンドを輝かせながら、奥に立っているカトリーレの笑顔が恐ろしい。笑っているはずなのに、リーゼを見る目が、怒りを含んだように鋭いからだ。

「はっきりと申しますわ。イザークとの婚約を破棄してほしいんですの」

「なっ！」

　突然の申し出に言葉が続かなかった。王族の前だということも忘れて、思わず礼の姿勢から顔を上げたが、カトリーレの緑の瞳はいまだにリーゼを嘲るように見下している。そして、閉じた扇の先を口元にあてながら酷薄に笑った。

「イザークだって困っておりますのよ？　いつまでたっても都に疎くて、社交界にも馴染めないあなたに。それで未来の公爵夫人が務まるとお思い？」

「それは……」

　確かに重荷だろう。でもと、一瞬伏せた瞼を持ち上げる。

「でも、イザークは私らしくいればいいと言ってくれました！」

「それは親同士が親友だから決めた婚約者への思いやりですよ。考えてもみなさい。公爵になれば、あらゆる公式行事への出席を求められます。そこに、人から笑いものにされているような妻を同席させなければならないのが、どれだけ情けないことか」

　かっとリーゼの頬に朱が点った。ドレスを握った指が、震えてきそうになってしまう。

「────それは。……これから、一生懸命勉強をします。決して、イザークの足手まといにはならないように……」

「すでになっていると言っているんですよ？　殿方から切り出されたのでは、あなたの不名誉になると思って婚約破棄を言い出せないイザークの優しさがわかりませんか？」

（それは……そうかもしれない）

　でも、と固く瞼を閉じる。

　確かに都に来たばかりの頃、貴族のお茶会に呼ばれても、同年代の子が話す都で流行しているデザインの話題などがさっぱりわからなくて、会話についていくことができなかった。田舎育ちを嘲る視線に耐えられなくて、庭へと逃げ出したとき、抜け出してきたイザークがこっそりと連れていってくれた博覧会。

　会場には珍しい最新鋭の農機具がいっぱい展示されていて。目を輝かせながら、故郷の農地でも使えないかと説明を聞いていたら、後ろにいるイザークが、突然笑ったのを思い出す。

『さっきとは別人みたいだな』

『え？』

　まだ婚約する前だったから、初めて見たイザークの素の笑顔に慌てて振り返った。

『借りてきた猫みたいにおとなしくて。逆にどこの深窓の令嬢かと思ったのに』

『だって！　さっきはすごく緊張して』

　思わず顔を真っ赤にして焦ったが、そのリーゼの様子に、イザークは今度こそたまらないというように噴き出している。

『あはは。そっちのほうがいい。リーゼ、君はどんなところでも、君らしくしているほうがずっといいよ』

　笑いながら言われた言葉に、心臓がとくんと鳴った。

（あれが──今から思えば、私の初恋）

　そして、今でも自分は初恋の夢の中にいる。ならば。

　空色の瞳を、きっと、強く持ち上げていく。顔を上げるのと同時に礼の姿勢を改め、背筋を凜と伸ばした。

「私はイザークを信じます。そして、イザークとともに生きられるように最善を尽くします」

　まっすぐに見つめると、カトリーレは大仰に溜め息をつく。

「これほど言っても────」

　ふっと笑った。なんて禍々しい笑みなのだろう。まるで、蛇が襲うべき獲物を定めたかのような眼差しでリーゼを見ると、口元にあてていた扇をすっと下ろしていく。

「わかりました。では、仕方がありませんわね」

　カトリーレの言葉に一瞬ほっとした。これで、やっと解放してもらえるのだろうか。

　安心したが、リーゼの前でカトリーレは背を向けると、おもむろに奥の棚まで行き、引き出しの中から突然銀色のナイフを取り出したではないか。

「なっ──！」

（殺される!?）

　とっさに目を見開く。その前でカトリーレは、美しい薔薇が彫られた鞘から刀身を引き抜くと、そのまま紅いドレスを翻してリーゼを見つめた。端でほのかな闇が宿る室内で浮かべている表情は、魔物さながらの美しい笑みだ。

「では、こうするしかありませんわね」

　素早くカトリーレの手が、繊細なナイフを持ち上げる。細身だから、剣ほど大きな傷にはならないだろうが、心臓にあたれば十分に致命傷になる。ずれても、内臓に取り返しのつかないような損傷を与えることはできるだろう。だから、すぐに逃げようとしたのだが、リーゼが長いドレスの裾を翻すのよりも早く、カトリーレの刃が向かったのは白い腕にだった。

　ざくりと音がして、リーゼを刺すかと思われた刃が、カトリーレの白い腕を切り裂いていく。

　切り開かれた白真珠の肌からこぼれていく鮮血は、紅いドレスをより紅く染め上げて、どす黒く変色させていくではないか。

「えっ？　カトリーレ様!?」

（一体なにを）

　突然の事態に慌ててリーゼが駆け寄るのと、カトリーレの手からナイフが床に落ちるのとは同時だった。ことんという音が、落ちた絨毯の毛に吸い込まれて消える。

　そして、リーゼの手がまさにカトリーレに触れるという寸前。絹を裂くような悲鳴が上がったのだ。

「カトリーレ様!?」

「なにごとです!?」

　ばんと扉を破る勢いで、廊下にいた衛兵たちが急いで駆け込んでくる。踏み込んだ二人は、中をぱっと見て、血まみれになっているカトリーレの惨状に息を呑んだ。

　だが、次に色を失ったのはリーゼだ。

「早く捕まえて！　この者が、突然私を殺そうとナイフで襲ってきて……！」

「なっ！」

　寝耳に水とはまさにこのことだ。一体、いつ自分がカトリーレを殺そうとしたというのか────。

　慌てるが、武具を響かせて部屋に駆け込んできた衛兵たちは、リーゼの手を後ろに回して、そのまま逃げられないようにねじり上げていく。

「おとなしくしろ！」

「王宮でカトリーレ様を狙うだなどと！　なんて不届きな奴だ！」

「違います！　私はカトリーレ様を殺そうとなんてしていません！」

　必死に叫んだが、衛兵はリーゼの言葉に耳を貸してはくれない。後ろ手に縛られそうな腕で抵抗していると、衛兵の一人が、忌ま忌ましげに怒鳴った。

「だったら、その落ちているナイフはなんだ！　立派な暗殺の証拠だ！」

「違うったら！」

　そう訴えてもリーゼの言葉は届かない。縄を巻かれた体はそのまま強引に引っ張られて、血が溢れた腕を押さえながらほくそ笑んでいるカトリーレの前から引き離されていく。

　まるで罪人だ。部屋から乱暴に引き立てられ、宮中の人々の視線が集まる中で、無理矢理引きずられるようにして、灰色の石がむき出しになった地下へと連れていかれる。必死に逃げようとしても、

「入れ！」

　どんと背中を押され、明かりさえろくにない牢の中へと、そのまま放りこまれた。今日の夜会用にと選んだ白いドレスは、むき出しになった土の床に倒れたせいで、裾と袖とが黒く薄汚れていく。なにが自分の身に起きているのかさえわからない。ただリーゼが振り返った先で、牢の扉は、外からの明かりすら断つかのように、がしゃんと無情に閉められたのだ。





（４）拷問部屋






　頭を、ざばっと冷たい水に沈められる。

　古びた桶に溜められた水は、きっと外の雪で作ったものなのだろう。まだ細かな氷の粒を残すその水は、つけられたリーゼの顔に刺すような痛みを伝えてくる。

（苦しい！）

　桶の奥には、まだ大きな雪の塊も残っているようだ。その中に首から上を押し込まれたリーゼは鼻からも口からも息ができず、このまま窒息してしまいそうになる。

（もうだめ！）

　そう思った瞬間、リーゼのクリーム色の髪が、後ろからぐいっと持ち上げられた。桶に押さえつけられていた顔が、空気の中に引き上げられたからだろう。命拾いをした肺が、必死で酸素を吸い込もうとしている。

　あれからどれくらいの時間が過ぎたのか。暗い地下牢では、時間の動きがよくわからないが、少なくとも一日近くは経過しているはずだ。

　長いクリーム色の髪の先からは、ぽたぽたと冷えた水が灰色の床にしたたっていく。

「吐け！　誰の命令でカトリーレ様の命を狙った!?」

　地下牢の取り調べを司る拷問係が、耳元に口を寄せ、金切り声で叫ぶ。だが、元々命を狙ってなんかいないのだ。何度拷問を繰り返されても、自白などできるわけがない。

「私は……して、いません……」

　だから、リーゼはもう何度目になるのかわからない言葉を、肺から取り込んだ空気を吐き出すのに合わせて告げた。

　必死に弁明しても、拷問部屋の係官たちが、それで納得してくれるはずもない。

「嘘をつけ！　あのとき部屋にいたのは、カトリーレ様以外はお前だけだ！　お前以外に誰がやれる!?」

　叫ぶのと同時に、怒りに任せてどかっと足を踏まれた。

「うっ……」

　足の裏に激痛が走る。

「本当……です。あれは、カトリーレ様が……ご自身で」

「嘘をつくのなら、もう少しましなものにしろ！　あんなことをして、カトリーレ様になんの得があると言うんだ！」

　得？　そんなことを言われても、自分にはわかるはずもない。

　なぜカトリーレがこんなことをしたのか。

　思わず黙ってしまったが、その様子に、拷問係の怒りが収まるはずもなかった。

　さらに、ぎりっと砕くかのように、足を床へ踏みにじられる。

「ああっ！」

　骨が潰れるような痛みに耐えきれなくて、思わず叫んでしまった。悲痛な声だったからだろう。後ろにいた男が心配そうに、拷問係に手を伸ばしていく。

「お、おい。体にはあまり傷をつけるなと言われているんだろう？」

「見えなければいいんだろうが」

　仲間が命令に逆らうことを危惧して声をかけたようだったが、リーゼを苛んでいる男は、鼻でふんと笑っただけだ。

　実際、どういう理由があってなのかは知らないが、カトリーレから傷つけるなという命令が出されていなければ、もっと苛烈な拷問を加えられていたのだろう。その証拠に、見回した部屋の壁には、囚人を天井から逆さにして吊すという鎖や鞭がかけられている。それが、部屋の中央に焚かれた赤い炎に照らされて、壁で黒々と光っている様には、背筋がぞっとしてくる。

　だから、あれよりはましと、再び脛をどかっと蹴られる痛みに、歯を食いしばって必死に耐えた。

　痛い。今の膝立ちを強要されている姿勢からは見えないが、きっと脛にはすでに黒くなりそうなほど内出血が浮かんでいるのだろう。

　唇を噛んで必死に悲鳴を耐えた。そのリーゼの姿に、拷問係は忌ま忌ましそうにクリーム色の髪をねじり上げていく。

「うっ……」

　頭皮のすべてを引っ張られるような感覚に耐えきれなくて、つい小さな呻きがこぼれてしまった。

　その声を聞きつけたのか。さらにねじると、苦痛に歪む顔へ諭すように、拷問係が臭い息を吹きかけてくる。

「さあ、吐け。今回の暗殺計画。お前が実行犯として、計画は誰が立てた？　まさかたった十六になったばかりのお前が、すべてを一人で計画したわけではあるまい？　父親も仲間か？」

　言いながら、さらにぐりっと足で、脛の後ろを踏みつけてくる。

（痛い。でもここで私が嘘を言えば、父や弟にも迷惑がかかる）

　必死で加えられる痛みに耐えたが、より力をこめられ、脛はもうすぐ骨まで砕けてしまいそうだ。

（だけど────）

　前髪からしたたる銀色の粒を見ながら、脳裏に浮かんだ面影に救いを求める。

（きっと……。きっとイザークなら、今頃父親のブルーメルタール公爵に頼んで、私の疑いを晴らそうとしてくれているはず……）

　だからもう少しだけの辛抱よと、水で冷え切った青い唇を震わせながら自分に言い聞かせた。思い出した面影を信じて、今言われた脅しにもただ必死で首を振り続ける。

「私は、なにも……して、いません……」

「強情な！」

　また、拷問係がねじ上げた髪を前に引っ張っていくのと同時に、無理矢理後ろから頭を掴み、リーゼの顔を氷水の中へと沈める。皺くれた手で頭を水中に押し込んだところまではさっきと同じなのに、今度はいつまでたっても引き上げてはもらえない。

「さっさと共犯者の名前を言って、自分がやったと認めないと、本当にこのまま死ぬことになるぞ？」

　苦しい！　口から息が小さな泡となってこぼれていく。だが、頭はまだ水の中から上げることを許してはもらえない。

（お父様！　お母様！　エディリス！）

　夜会に行く前に挨拶をしたきりの懐かしい家族の顔を思い出す。笑って出かける挨拶をしたのは、つい昨日のことだったというのに。家で過ごした日々は、今ではなんて遠い昔のようなのだろう。

（だめよ。私が嘘の自白をすれば、家族にだって迷惑がかかるわ！）

　だけど、たまらなく苦しい。最後の息が喉の奥から、ごぼっとこぼれてきた。

　薄くなっていく意識が途切れる寸前、夜会で初めてのキスをしたイザークの面影が、脳裏を横切っていく。

（助けて！　イザーク！）

　ここからでは決して届かない声を、記憶の中の姿に向かって叫ぶ。

（私はなにもしてはいないの！）





（５）面会人






「おい」

　一体どれくらいの間、気を失っていたのだろう。かけられた声にふと目を開けると、横の炉の中では炎が赤く燃え盛っていた。

　まだどこかうつろな目で周囲を見回せば、自分の側では拷問係の男が困ったように、茶色の髪を掻き上げている。

「まったく……まだ死なれるわけにはいかんと言うのに……、なんて強情な」

　気がつけば、先ほど自分が拷問を受けていた位置よりは、随分と火の側に寄せて寝かされていた。ぼんやりと視線を動かすと、奥のほうでは、まだ水浸しになったままの灰色の床が見える。火の側に移されたのは、きっと冬場に髪も上半身も氷水で濡れたままにしておいて、肺炎でも起こして死なれては、不手際になってしまうと恐れたからだろう。

　ふらりと視線を動かすと、四角く区切られた炉の中では、入れられた鉄のこてが真っ赤に焼かれているのが見えた。黒枠の炉の側では、ほかの罪人の指を切り落としたのだろう。まだ刀身に赤い血のついたサーベルが、燃え上がる炎に照らされながら置かれたままになっているではないか。

（次は、あれで指を切り落とされるのかしら……）

　ごくりと息を呑んだ。

　いや、なぜかは知らないが、拷問係は、体にはあまり傷をつけないように命じられたと言っていた。だとすれば、次は、炉で熱されたあのこてで、すべての爪を焼かれていくのかもしれない。

　一本一本。すべての爪がないのは、拷問を受けた罪人の証だと聞いたことがある。手の爪、そして足の爪を焼き、それでも自白をしなければ、次には目玉をくり抜かれるのだという。

「あ……」

　自分で思い浮かべた未来に、ぞっと背筋が粟立った。逃げ出したいのに、少し体を起こして見た足には重たい鎖がつけられていて、身動くことさえ自由にはできない。

「おい」

　きつく唇を噛みしめて考え込んでいると、すっかり乱れた髪を、後ろからぐいっと乱暴に引き寄せられた。

「起きろ、お前に面会だ」

「面会……？」

（こんなところにまで、一体誰が……）

　冤罪で捕らえられたと聞いた家族だろうか？　父や母、それに幼い弟。一緒に夜会に来ていたアンドリックの面影が、瞬時に脳裏へと甦る。

「じゃなきゃあ、起こすかよ。えらく高貴な方だとさ」

「高貴って……まさか……！」

（ひょっとして、私が捕まったことを聞きつけたイザークが、助けに来てくれたの!?）

　まさかとは思う。だけど、心の中では、絶対にそうだとも頷いてしまう。

（今までも私が困ったときには、いつも助けに来てくれたもの……！　ちょっと喧嘩していたとは言っても、やっぱり来てくれたんだわ）

　嬉しい。こんなところに捕まっても、まだ心配して訪ねてきてくれるイザークの気持ちが。

　だから、少しでも元気な姿を見せようと、痛む足を我慢して立ち上がったのに。

　開かれた扉からゆっくりと入ってきたのは、目映いまでに華やかなストロベリーブロンドではないか。牢の暗がりでも明るく輝く髪に、さっとリーゼの顔色が変わった。

　こつこつと、紅いハイヒールの踵を冷たい石の床に響かせながら歩いてくるのは、昨日まさに事件を起こしたカトリーレだ。淡いストロベリーピンクの髪が、今は炉からの明かりを受けて、まるで燃え上がる炎のようにすら見える。身に纏っているのは、髪と同じピンクに金を混ぜた色のドレス。その姿でうっすらと微笑むと、包帯を巻いた左手を庇うようにしながら、右手で扇をゆっくりと持ち上げていく。

「ごきげんよう────と言うには、おかしいかしら？」

「カトリーレ様……」

　一瞬呆然としたが、すぐにこちらを指すように持ち上げられた金色の扇を睨み返す。その様子に、慌てた拷問係が、側からご機嫌を取るように笑顔を作った。

「カトリーレ様。もう歩かれましても？」

「ええ。幸い衛兵がすぐに止めに入ってくれたので。かすり傷だけですみましたわ」

「よくも……そんなことを……」

　絞り出す声が震えてくる。

「その傷は、カトリーレ様が自分でつけたものじゃない！　それなのに、よくもそんな嘘を！」

　きっと睨みつけたが、くすっと笑いながらカトリーレは金色の扇を広げていく。

「あら？　助かりたいからってなにを言い出したのかしら？　あなたが私の部屋で、私をナイフで刺そうとした。これは入ってきた衛兵たちも見ている事実だわ」

「嘘よ！　あのとき、カトリーレ様は自分で自分の腕を傷つけて！」

　側で戸惑っている拷問係の様子にもかまわずに、カトリーレはくすくすと扇の向こうで笑い続けている。

「ふん。まだ諦めてはいないようね？　あなたのせいで、実家のシュトラオルスト子爵家がどうなってしまうのか────考えもしないで」

　緑の瞳が、側の炎に照らされて黄金色に輝く。

　挑発的な眼差しに呑みこまれないように、リーゼは震える両手をぎゅっと握りしめた。

「……すぐに、わかるわ。私は、本当に、なにもしていないもの！」

　そうだ。自分は天に誓って、神にも法にも背くようなことは一切していない。だから。

「お父様やお母様だって、きっと私を助けようと必死で動いてくれているわ。それに、イザークだって！　きっと今頃は、私を助けるために行動してくれているはずよ！」

（────そうだわ。いつだってイザークは、私が困っているときに見捨てたりなどしなかった。あとで、少しの皮肉を言ったりはしても、最後にはいつも、こんなときは俺を頼れと言っているだろうと頭を撫でてくれたもの！）

　だから、今度もきっと自分を助ける手立てを探して、あちこち動いてくれているはず────。

　祈るように手を合わせた。しかし、そのリーゼの仕草の前で、カトリーレは今も面白そうに笑っている。

「ああ。そのことだけど。そうね、まだ知らなかったのね」

　ぱちっという音とともに、ストロベリーブロンドが燃え上がる炎を受けて、鮮やかな火の色に染まっていく。

　そして、心の底から愉快でたまらないというように、華やかな顔で笑った。

「じゃあ、教えてあげるわ。イザークはあなたとの婚約を破棄したわよ」

「えっ!?」

　突然言われた言葉が信じられなくて、リーゼの空色の瞳が思わず大きく開いた。





（６）婚約破棄






　婚約破棄────。

　炉にくべられた薪が、大きな音を上げて爆ぜる。暗い牢の中に、鮮やかな赤い火の粉が飛んだ。

　バチッと音がする横で立つリーゼの白いドレスは、黒い砂埃と水の染みで、今では見る影もないほど汚れてしまっている。けれども、今でも澄んだ空色の瞳は、聞いたばかりの言葉が信じられないというように大きく見開かれて、胸の前で組み合わせた手と一緒に細かく震えているではないか。

「婚約破棄って……、どうして、イザークが……」

　唇からこぼれる声さえ、自分のものではないかのようだ。動揺したリーゼの様子に、立っていたカトリーレが、くすっと笑みをこぼした。

「どうして？　当たり前でしょう。王家にも繋がる公爵家の妻に、犯罪者を迎えられると思っていたの？」

「……そんな……」

（私はなにもしていないのに。まさか、イザークも私を疑っているの？）

　リーゼがカトリーレを刺したのに違いないと────。

　瞼を閉じて、手を一度ぐっと握りしめた。

「……嘘よ」

　しかし、口からは止めようもなく言葉がこぼれ落ちていく。思わず出た呟きにも、カトリーレは鮮やかに笑っているではないか。

「あら？　なにが？」

「嘘よ！　イザークが、私を見捨てるはずがないわ！」

　そうだ。都に来て、初めて会った頃から、ずっと側にいた。よく子爵家の庭で木登りをしたり、芝生を一緒に走り回って遊んだり。

　ずっと好きだったから、親同士が婚約を決めたと聞いたときも、あまりにも夢みたいな話で、嬉しすぎて。すぐには信じられなくて。

『イザークは私でいいの？』

　ただ、自信がなかったから、少しもじもじとして尋ねる自分に。

『リーゼだから頷いたんだ』

　少しはにかんだように笑いながら、そう言ってくれたではないか！

　その気持ちを乗せて、全力で叫ぶ。

「全部あなたの嘘よ！　イザークは、私を捨てたりはしないわ！」

　ましてや、こんなときに！

　ありえないと思うのに、目の前に立つカトリーレは艶麗に笑い続けている。

「あら？　では、確かめてみる？」

「え？」

　意味がわからなくて、眉を寄せた。すると、カトリーレは、ふふっと内緒ごとを披露するかのように、金色の扇で隠していた口元をゆっくりと現していくではないか。

「今、ちょうどイザークが私の部屋に来ているの。信じられないのだったら、自分の目で確かめてみるといいわ」

「イザークが、カトリーレ様の部屋に……？」

（────どうして、私が捕まっている今……）

　まさか、本当に自分に見切りをつけたのだろうか？　だからカトリーレと？

　つい浮かんだ考えを、首を急いで振って否定した。

（いいえ、違うわ。嘘をついて、私を陥れた人の言葉だもの。信じるなんてとてもできない）

　だから、自分でしっかりと真偽を確かめなくては────。

　必死で自分に言い聞かせる。疑いをこめた眼差しで見つめたが、その前で、扇をぱんと手で閉じたカトリーレは楽しそうだ。

「ただし、時間は三分。罪人を牢から特別に出してあげるのですもの。当然よね？」

　たったの三分──。

　愕然としながらも頷くしかない。こくりと硬い表情で首を縦に振ったリーゼに満足すると、カトリーレは、側にいた拷問係に命じて、リーゼの足から鎖のついた重い鉄球を外させていく。じゃらりという音とともに、足は軽くなったが、心は同じようには軽くはならない。足についたのが鎖だけになるとそのまま、左右をカトリーレの護衛の兵たちに囲まれながら、地下の拷問部屋から王宮へと向かい歩き始めた。

（こんな構造だったのか……）

　無理矢理連れてこられて、明かりもろくにないまま放り込まれたから、牢からこの拷問部屋に来るまで以外の道はよくわかってはいなかった。

　おそらく政治犯を収容しているのだろう。左右に並んだ古い木の扉からは、時折苦痛に呻くような声が響いてくる。先ほどの拷問部屋で責め苦を受けるせいか。中で生きているはずなのに、時折膿んで腐ったような匂いが鼻をついてくる。

　それらの声も、カトリーレはさらりとストロベリーブロンドの巻き毛を翻しながら聞き流すと、迷うこともなく灰色の石段を上っていった。

　すっかり汚れた石段なのに、外からの光のせいでひどく白く見える。

　何時間ぶりの太陽だろう。もうすぐ山の端に隠れようとしているところを見ると、やはり捕まったあのときから一日近くがたっていたようだ。

（あれからなにがあったのかしら……）

　どうして、イザークが今になって急に婚約破棄を言い出したのか。

（いいえ。きっとなにかの間違いよ）

　信じてはだめと首を振る。

　だが、それならば、なぜカトリーレは今自分をわざわざ牢から出して、イザークに会わせようとしているのか。

　この疑問の一つは、すぐにわかった。

　薄汚れたドレスで、足に鎖をつけながら王宮の廊下を歩くリーゼの姿を見て、貴族たちのひそひそと囁く声が聞こえてきたからだ。

「あれはシュトラオルスト子爵家の──」

「では、やはり、リーゼ嬢がカトリーレ様を襲ったという噂は本当だったのですね」

　遠くから響く声に、屈辱で頬がかっと赤くなっていく。

（だめよ。我慢しなければ……）

　ここで怒りに任せて、また牢に連れ戻されるわけにはいかない。だけど、カトリーレはどこまで自分を貶めれば気がすむというのか──。

　浴びせられるたくさんの嘲笑と冷たい眼差しを、首を一つ振って意識の外に追いやると、前を行くカトリーレを見つめた。

「アンドリックは無事なの？」

　ぴんと伸ばした背中に、ずっと気になっていた、夜会に一緒に来ていた従弟の安否を尋ねる。捕まったときに、アンドリックは側にはいなかったが、イザークの代わりに自分のパートナーとしてここへ来ていたのだ。

　自分より一つ年下なのに。ひどい目に遭わされていなければいいけれどと、汗で湿っている手を、不安でさらにぎゅっと握りしめてしまう。

「アンドリック？」

　カトリーレが、わずかにだけ振り返った。

「ああ。あなたの従弟の──。そりゃあ、あなたと一緒に来ていたのですもの。事情は訊いているけれど、心配する必要はないのではなくて？」

　くすっと笑みをこぼされる。

（詭弁よ！　そう、本来ならば心配する必要はない──。私やアンドリックが無実なのは、誰よりもカトリーレ様がわかっているはずなのだから！　それなのに……！）

　なぜ、自分はカトリーレの話を断っただけで、罪人として両脇を兵に囲まれ、まるで晒し者のように宮中を歩かされているのか。

　悩む間にも、痛みに耐えながら歩いていたリーゼの足は、カトリーレの部屋へと辿り着いた。

「開けなさい」

　カトリーレの声とともに、重い金の扉がゆっくりと開かれていく。

　すると、中に敷かれた緋色の絨毯の上にはイザークが立っていた。昨夜会ったときと同じだ。少し青みがかった黒髪。すらりとした手足は均整が取れて伸び、その上にある貴族中の女子を憧れさせた凜々しい顔は、今は、動いた扉に急いでこちらを振り返っている。

「リーゼ……」

　入ってきたリーゼの姿を捉えると、藍色の目が大きく見開かれた。

「イザーク……」

　たまらずに名前が口からこぼれでた瞬間、駆け寄ってきた広い胸に体を抱きしめられた。

　そして腕の中に包み、いつもしてくれていたように、リーゼのぼさぼさになったクリーム色の髪を、指で整えながら撫でてくれるではないか。

「よかった……！　ひどいことはされていなかったんだな」

　──ひどいこと。

　それは、汚れたドレスに隠されている、拷問係に踏みにじられた痕のついた足のことだろうか？

（ひょっとして、イザークは、私が拷問を受けていたことを知らない？）

　でも、捕まっていたのを心配していたのなら、どうして幼い頃に交わした婚約を破棄したのか──。

　なにが本当なのかわからなくて、リーゼは抱きしめてくるイザークの腕をそっと手で押し返すと、広い胸から顔を上げた。

　おずおずと視線を合わせて、見つめてくる藍色の瞳に切り出す。

「イザーク。私との婚約を破棄したと聞いたのだけれど……それは本当？」

　嘘だと言ってほしい。

　信じたくはないのに。リーゼが言葉を発した瞬間、今までほっとしていたようなイザークの表情が、明らかに変わっていくではないか。顔色が白くなり、指の先は微かに震えている。だが、その指を握り込むと、後ろめたいように、ゆっくりとリーゼから顔を逸らした。

「……本当だ。君との婚約は、今日限りで破棄した……」

「どうして!?」

（なぜ私との婚約を破棄するの!?　あなたも私を疑っているの!?）

「一分」

　けれど、後ろでくすっと笑うカトリーレの声が、二人の間に大きく響いていく。

「それよりも！」

　疑問には答えずに、イザークの広い両手が、がしっとリーゼの肩を掴んだ。骨が砕けかねないほどの力で、両肩を握りしめたまま近づいてくるのは、鬼気迫るような表情だ。

「カトリーレに謝罪をするんだ！」

「えっ!?」

　言われた意味がわからない。

（どうして私が？　なぜ、謝罪をするの？）

　信じられない発言なのに、接近したイザークの気迫は、リーゼが言葉を挟むことすら許さない。

「このままでは君がどうなるか！　王族の殺害を企てたなんて思われたら、死刑になるかもしれないんだぞ!?」

「死刑──」

　聞いた言葉に、ごくりと唾を飲み込む。同時に、心の中では言い様のない悲しみが広がってきた。

（──そうなんだ。では、やはりイザークも、私を信じてはくれなかったんだわ……）

　リーゼが罪を犯した。カトリーレを刺し殺そうとしたと信じているからこその言葉に、心が抉られていく。

「今謝れば罪も減じられる！　だから！」

「二分」

　見ていたカトリーレが、孔雀石の暖炉の上で動いた時計の針を、くすっとほくそ笑みながら数えている。

「ははっ……」

　乾いた笑い声が、口の中からこぼれた。目から溢れてくるのは、涙だろうか。とめどなく幾粒も幾粒もこぼれ、拭うことさえ思いつかない。

「リーゼ……」

　呆然とイザークが声を上げた瞬間、腕を思い切り振り払った。そして、空色の瞳できっと見つめる。

「私はカトリーレ様を刺してなんかいないわ！　どうしてイザークまで私を信じてくれないの!?」

「リーゼ……！」

　勢いよく振り払った仕草に、明らかにイザークの表情が慌てたものに変わっていく。

「君を信じていないわけじゃない！　だが謝罪するんだ！　そうすれば君の罪も軽くなる！」

「罪？」

（──信じていないじゃない）

　罪が軽くなる？　なんの？　犯してもいない罪の、なにが軽くなると言うのだろうか？

「私を信じているのなら、どうして婚約を破棄したの!?」

　また伸びてくるイザークの手を払いながら叫ぶ。

「私が邪魔になったから!?　だから別れたいの!?」

　犯罪者に仕立て上げられ、実家の力では、助かるあてもない貧乏な子爵家の娘。そんな娘が側にいては邪魔になるから？　イザークの輝かしい未来にはふさわしくはないから？

　ただ答えを望んで叫んだのに、聞いたイザークは一瞬ぐっと押し黙った。

　ほんのわずか。一秒にも満たない底なしに冷たい沈黙が訪れる。

　カチッと時計の針が動いた。

　絶望のような静寂を破って、さえずるように響いたのは、楽しげなカトリーレの声だ。

「三分。衛兵たち、リーゼを牢に連れていきなさい」

　扇を持ち上げて微笑むのと同時に、リーゼの両腕は、また後ろにいた衛兵たちによって拘束されてしまう。ここに来たときと同じように。

　だが、両腕を衛兵に取られたリーゼの姿を見た瞬間、イザークの顔色が変わった。同時に、必死でこちらへと手を伸ばしてくる。

「待ってくれ！　リーゼ、とにかく謝罪を！　頼む、カトリーレに謝ってくれ！」

　だけど、聞きたくはない。

「これ以上言わないで！　……イザークだけは、信じてくれると思っていたのに……」

　涙を流しながら言えたのは、たったこれだけだ。

「リーゼ！」

　衛兵に引き立てられるようにして歩き出したリーゼの後ろで、カトリーレのくすくすという笑い声が、豪奢な部屋の中に響いていく。

　そして、扉はリーゼの後ろで、二人の声を遮るようにばたんと重たく閉められたのだった。





（７）祈り






「入れ」

　どんと牢の中に、放り込まれる。押してくる腕は容赦がなくて、さすがに足だけでは転ぶのを止めることができなかった。よろけながら黒い土に、思い切り手と膝をついたが、心はもう痛いとすら感じることができない。牢の土は、何人もの囚人たちによって踏み固められてきたせいで、今では土間のように黒光りをしている。それでも、床に手をつけば、どこからか入ってきた小石が落ちていたのだろう。

　痛みが滲んでいく違和感に手のひらを見れば、小石が皮膚にわずかにだけ食い込んで、赤い血を流させていた。

「どうして……」

　じんじんとした痺れのようなものが、手のひらから心に伝わっていく。それが、リーゼにぽつりと言葉をこぼさせた。

「どうして、こんなことになってしまったのかしら……」

　呟いても、薄暗い独房では、答えてくれる者は誰もいない。ただ、石で作られた簡素な寝床が、灰色の壁で囲まれた室内にぽつんと一つ置かれているだけだ。後ろでは、鉄で作られた扉にまた鍵をかけられているのだろう。錠前を閉めるがちゃがちゃという音が暗闇の中から響いてくるが、それが終わると、完全な静寂に戻った。この牢の中にまでは、拷問での叫びやほかの囚人たちがこぼす苦悶の呻きも聞こえてはこない。ただ、わずかな明かりが、扉に作られた小さな様子見用の窓から入ってくるだけだ。

　ほとんど暗闇に包まれた中で、リーゼは、持ち上げていた上半身を、そのまま側の石の壁にことんと倒した。灰色の石は、励ます温もりも伝えず、ただ冬の寒い空気に冷え切っている。それでも──なにかに寄りかかりたかった。

「イザーク……」

　ぽつりと言葉がもれる。

「どうして、私を信じてくれないの……？」

　口にすれば、ぽろっと涙がこぼれた。そのまま、歯止めを失ったかのように、大粒の涙がいくつも続けて、ぽろぽろと頬に流れ落ちてくる。

「好きだったのに……」

　汚れて土のついた手で、ぐいっと涙を拭う。

「好きだったから──いつでも、私は信じていたわ……」

　そうだ。周りの人が、どれだけリーゼを馬鹿にして、公爵家に嫁ぐのにはふさわしくないと囁いても、いつかは皆に認めてもらえるようにと、母の知り合いに頼んで、宮廷の作法やしきたりを学び続けていた。

　最近のイザークの冷たい素振りやほかの令嬢のサロンに出入りしているという話を聞いても、きっとわけがあるのだろうとずっと信じていたのに。

「どうして……、婚約破棄なんか……」

　ぽろぽろと涙は止めようもなく溢れてくる。

　確かに、カトリーレの言ったとおり、王族への暗殺を疑われた娘が、公爵家の妻になるのはふさわしくないのかもしれない。

（──でも、私はあの日から、ずっとイザークのことが好きだったのに……！）

　服の袖で拭っても拭っても、こぼれてくる涙は収まらない。ただ閉じた瞼の裏では、初めてイザークと出会った公爵家のお茶会だけが思い浮かんだ。

　あれは、緑の木々に柔らかな初夏の風が吹き始めた十歳の頃。

『久しぶりだなあ、親友よ。子供ができてからというもの、領地に引きこもってばかりじゃないか』

　訪ねてきた懐かしい旧友に、イザークの父・ブルーメルタール公爵が、玄関で嬉しそうに手を伸ばしてくる。

『ああ、すまん。リーゼもまだ幼いし、弟も小さいから、できるだけ田舎でのびのびと育てたかったんだよ』

『そうか。シュトラオルスト領は小さいが、よい土地だからな』

　話によると、父とブルーメルタール公爵は、幼い頃同じ先生に弓を習っていたらしい。勝ったり負けたりのその中で、すっかり親しくなり、今でも父が宮廷の用事で都に来るときには、頻繁に会っていると聞いた。

『ゆっくりしていってくれ。ああ。令嬢はまだ幼いな。それなら、子供たちだけで楽しめるように、お菓子とおもちゃを集めた部屋に令嬢たちがやってきて、お茶会もしているから。イザーク、お前が連れていってやりなさい』

『はい』

　それが、イザークとの出会いだった。青みがかった黒髪。知的できりっと流れる藍色の眼差しは、これまでに見たこともなくて。都には、こんなにも美しい男の子がいるのかと驚いたものだ。だから、公爵が息子に身を屈めてした耳打ちには、心臓が飛び上がるかと思った。

『いいな。リーゼは、こういうところは初めてで慣れてはいないんだ。だから、お前がちゃんとエスコートをしてあげなさい』

『えっ？』

『ははっ。女の子をエスコートできなければ、男は半人前だよ』

（そんなことを言われたって……。イザーク様だって、初めて会った女の子なのに）

　無茶だわと思ったが、目の前には、すっと白い手が差し出されてくる。

『どうぞ』

『え……』

『父に逆らうとあとがうるさいんだ。だから』

　おどけながら言われたが、本心は自分に気を遣わせないためだったのだろう。伸ばされた手に、そっと小さかった手のひらを重ねると、微笑みながら歩き出した。

　そのまま案内してくれたが、都が初めてで、社交儀礼に詳しいわけでもなく、ましてやイザークに手を引かれて入ってきた初対面の女の子に、子供部屋にいた令嬢たちの目が優しいはずもなかった。

　挨拶をすると、すぐにくすくすと、口元を手で隠しながら笑い始める。

『見てみなさいよ、あのドレス。今の都の流行も知らないのかしら』

『髪飾りも野暮ったいわよねえ。どこの田舎の細工かしら』

　初めて投げかけられる人の悪意。向けられてくる眼差しに、お茶の入ったかわいいティーカップを持つ手が、震え出すのをどうしても止めることができない。

『それに、あんなに震えて。ちゃんとテーブルマナーをご存知なのかしら』

『まさか。明らかに慣れていませんって様子だもの』

　向けられてくる嘲笑と視線に、びくっと肩が揺れてしまう。

『あっ……』

　思わず指の先まで走った震えのせいで、カップにかけていた指が外れて、うっかり机の上に赤いお茶をこぼしてしまった。

『ごめんなさい、私……！』

『あらあら。お茶一つ満足にいただけないなんて。田舎育ちは社交界のマナーすら教育されていないのね』

　くすくすと浴びせられる笑い声がたまらない。だから、机の上を拭いてくれたメイドに頭を下げると、そのまま部屋を飛び出してしまったのだ。

　きちんとできない自分が情けなくて。自分のせいで、一緒に貶められる父や母にも申し訳なくて。走って出てきた庭の端に植えられている樫かしの木の陰に蹲うずくまると、そのままわんわんと泣いた。

『なに、お茶一つこぼしたぐらいで、メソメソとしているんだよ』

　しばらく泣いていたせいか。突然頭上から降ってきた声に、飛び上がるほど驚いたのは仕方がないと思う。

『イ、イザーク様……』

　指で涙を拭いながら振り返ると、彼はぽんぽんとリーゼの頭を撫でてくれる。そして、にっと笑った。

『たかがお茶一つだろう？　それとも、生まれてから死ぬまでに、お茶を一回もこぼさない人間なんているのか？』

　きっとリーゼを励ますために言ってくれているのだろう。それでも、そのときの木陰で輝いた笑顔。木漏れ日を受けながら、いたずらを企むように笑う彼の顔は、なによりも綺麗で──。

『よし行こう！』

『え!?』

『お茶会なんて退屈だろう？　それより、せっかく都に来たのなら博覧会のほうが面白いからさ』

　そのまま、強引に手を引きながら笑っているイザークの瞳はきらきらとしていて。思わず目が吸い寄せられた。

（今から思えば、私はあのときイザークに恋をしたのだわ……）

「それなのに、どうしてこうなってしまったのかしら──」

　涙さえも涸れ果てたように目からは出てこない。

「神様……」

　誰も縋れる者のいない状況で、牢屋の壁に一人凭れながら、ただ呆然とリーゼは幼い頃からよく聞いた神の名前を呟いた。

「女神ラッヘクローネ……。あなたが戦いと復讐の女神なら、どうか私の無実をお示しください……」

　本当なら、公正な裁きを司る神に祈るべきなのかもしれない。だが、無実の罪を着せられて、信じていた婚約者にまで裏切られたことがあまりにも無念で。ついぽろりと名前を唱えてしまった。

　わかっている。神は姿を現さない。たとえ現れても、それは王族の願いを神官が唱えたときだけだ。それでも────リーゼは、涙さえ尽き果ててしまったような悔しさに、冷え切った石に寄りかかりながら、神の名前を繰り返し呟いて、ただ目を閉じた。





（８）希望






　どれくらいの間、眠っていたのだろう。初めて受けた拷問のショックで、体と心が疲れ切っていたせいか。気がつけば、暗い壁の横で蹲るようにして寝ていた。

「おい、出ろ」

　ぎいっと重い鉄の扉を開けた昨日とは違う看守の声で、土の床に伏せていた顔を持ち上げる。冬に掛け布さえせずに眠ってしまったせいで、体は強張るほど冷え切っていたが、夜会用に着ていたドレスの生地が分厚かったおかげで、どうにか凍死は免れたらしい。それでも、動いた途端走った震えに、思わず体を抱きしめてしまった。

　開けられた扉から冷たい空気とともに入ってきた光で室内を見渡せば、食事用の小窓には、いつのまにか朝食が運ばれてきている。

　牢屋の基準なんて知らないから断言はできないが、昨日よりは豪華に見える。固いパンに、野菜のスープ。昨日はこれだけだったのに、今日はハムを薄切りにしたものと、小さな赤い林檎まで一緒に添えて置かれているではないか。

「食べないのか？」

「いらないわ……」

　強がりではない。本当に食欲がないのだ。俯いてしまったが、看守も無理に食べさせるつもりはないらしい。

「立て」

　くいっと顎でしゃくると、のろのろと立ち上がったリーゼの腕を、再び後ろで縛り上げていく。

（今日はなにをされるのだろう……）

　もう逆らう気力すら、体の中には残っていない。黙ったまま、看守が腕を縛り上げるのに任せていると、ようやく終わったのか。くいっと、また顎で外を指し示す。

「来い」

　言葉に従い、看守の背中について歩き始めた。廊下では松明が角ごとに灯されているせいか、牢内よりはいくらか明るい。心なしか空気も、あの暗い牢の中よりは暖かいようだ。

　だけど、昨日足を何回も踏みつけられたせいだろう。腫れてしまっているのか。足を持ち上げるたびに、じくじくとした痛みが襲ってきて、ひどく歩きにくい。

　足を石の床に引きずりながらたどたどしくついていくと、前を進んでいた看守が振り返って、ちらりとこちらを眺めた。しかし、そのまま昨日とは違う小部屋へと向かっていく。

　扉を開け、牢と同じような石の部屋にいた白髪の老人に目を合わせると、「任せる」と頷いている。

「どうしますかな？」

「本来なら切るのだが、できるだけ外見を変えないように見せしめろとの話だ。括ってくれ」

「はいよ」

　なんの話だろう。二人の間で交わされる会話に、怪訝げに眉をひそめたときだった。

　絡まっていたクリーム色の髪に無理矢理櫛を入れられて、頭皮が引っ張られていく感覚に、息がつまりそうになる。

「いっ……」

「もったいないなあ。本来なら綺麗な髪じゃから、切れたら鬘かつらにしたいほどなのに」

　言いながら老人は、櫛で梳かしたリーゼの髪を、肩から前側に垂らしてきつく編み上げていく。

（今からなにがあるのだろう……）

　ほどけないように固く編まれていくクリーム色の髪を見つめながら、そっと心で呟いてしまう。

（髪が邪魔ということは、昨日見た焼きごてで背中を焼かれるのかもしれない。それとも、鞭で自白するまで叩かれるのか────）

　そんなことをしても、どこにも真実はないというのに。

　自嘲のようにリーゼが笑みを浮かべる前で、老人は長いクリーム色の髪を編み上げると、きゅっと赤い紐で小さな蝶々結びを作ってくれた。

「これがわしにできる精一杯のはなむけだ」

　静かに見つめて、ぽんと優しく肩に手を置く。

「神様に祈りなさい」

（なにを？　昨日祈ったのに、まだ助けてもくれない神様に？）

「出ろ」

　しかし、看守の指示に、リーゼの言葉は口から出る前に消えた。

　再び看守について、長い廊下を歩いていく。足を引きずりながらついていくが、どうやら行き先は昨日の拷問部屋ではないらしい。

　地下牢は薄暗く、幾度も折れ曲がる通路だから自信はないが、昨日とは明らかに逆の方向へと向かっている。

（この道は──昨日、外に出るときに通った……）

　どうして──と思った途端、はっとした。

（ひょっとしたら裁判が始まるのかもしれない）

　だから、拷問をしたことを取り繕うために、最低限の身だしなみを整えさせようと髪を編んだのではないか。それに貴族たちに裁判で前と同じリーゼの姿が罪に問われるのを見せつけたかったから、カトリーレは拷問でも、リーゼの外見が変わることを嫌がったのかもしれない。これならば、先ほどまでの看守の言葉ともぴたりと合う。

（神様は、まだ私を見捨ててはいなかった……！）

　そう思うと、自然と前を行く看守についていく足も軽くなってしまう。

　きっとこの時間ももうすぐ終わる。裁判で無実が明かされるはず。

　そう信じたのに、途中で看守は、昨日向かった出口とは違う方向に折れ曲がると、壁の灰色の石が黄色の煉瓦に変わっただけの道をまっすぐに歩き始めた。

（どこに向かっているのかしら）

　辺りをくるりと見回す。少しかび臭い匂いがするところを見ると、どうやら頻繁に使われている通路ではないらしい。

（だけど、法廷は確か王宮の北西にあると聞いたから……）

　少し離れた建物へ行く間、囚人が脱走したりしないように、専用の通路で案内しているのかもしれない。

（でも、法廷で調べてもらえれば、私がなにもしていないことは、すぐにわかるはず……！）

　ナイフが買われた店や作った鍛冶屋に尋ねて、カトリーレを切ったあの凶器が誰に購入されたものなのかがわかれば、無実を証明する手がかりにもなるはずだ。

（そうすれば、きっとこの嘘のような悪夢も終わる……！）

　終わっても──もう、元通りにはなれないのかもしれない。思い出した昨日のイザークの顔に、一度ぎゅっと唇を噛みしめる。だけど、少なくとも実家の子爵家の名誉を回復することはできるはずだ。

　それだけをよすがに、足早に歩く看守に急いでついていった。遅れないようにと慌てたのに、その前で、看守は不意に足を止める。

「ここだ」

　立ち止まった扉は、銅で作られているのか。古びた金属の扉は見上げるほど大きいが、ところどころに錆びたような緑色の粉がついている。

「ここ……？」

　重たくて、人を見下ろすように威圧する金属の扉は、とても裁判所に繋がっている気配はない。

　まるで、二度と出られない奈落に監禁されていくかのような──。

　あまりの重苦しさに、リーゼが思わず立ち止まって眉を寄せたときだった。

「開けろ」

　看守の一声で、緑色の粉を纏った金属の扉は、ぎぎぎと重たく軋みながら外へと開かれていく。

　冷たい冬の空気と同時に、流れ込んでくる外の人々のざわめき。ぐるりと周りを観客席に取り囲まれた中にあるのは、円形の小さな灰色の舞台だ。そして、その中央には、両側が少しくぼんだ台と長い柄のついた斧を持った人物の姿があるではないか。

「ここは、まさか……」

　────処刑場！

（私は今から殺される！）

　扉が開いた先に待ち構えていた予想もしなかった現実に、リーゼは思わず息を呑んだ。





（９）処刑






　鈍色にびいろの空は今にも雪を降らせそうなほどで、風がひどく冷たい。冬の寒さが支配しているはずなのに、空に向かって切り開かれた円形の客席に囲まれた処刑場の中は、息苦しいほどのざわめきに満ちていた。

　いつから予告されていたのか。

　それとも、朝一に告示された報せを見て、物見高く集まってきたのか。わからないが、灰色の石で造られた観覧席には、きらびやかなドレスを身に纏った令嬢や紳士たちが並んで、今出てきたリーゼの姿に、一斉に好奇の視線を投げかけている。

　ひそひそと囁く声がまるで波のようだ。扇や帽子の陰から浴びせられる軽蔑にも似た眼差しを感じて、リーゼは血が滲むほど強く唇を噛みしめた。

「これのためだったの……？」

（私の外見をあまり変えないようにしたのも、体を傷つける拷問を止めたのも）

　すべては、最期の瞬間に、普段のままの自分を、罪人と印象づけるため！

　悔しくて悲しくてたまらないが、舞台の中央に置かれた首切り台を見れば、怖くて体が震え出す。

（今から、私はあの上に屈まされて首を落とされる────！）

　断頭台とも呼ばれる、首を切り落とすための処刑道具だ。四角い木の塊の両側にはくぼみがつけられ、屈んだ頭と体を固定して、首だけを斧の下に晒すことができるという──。

　首切り台の側に立つ、刃先が普通よりも広く作られた斧を持つ壮年の男は、きっと死刑執行人なのだろう。曇天に鈍い銀色の輝きを放つ斧を持った男の隣には、罪人の体を押さえつける役目をするという助手が二人並んで立っている。その光景に、リーゼは瞳を開いたまま固まってしまった。

（これから、あの斧で私は殺される……！）

「い、嫌……」

　後ずさり、必死で逃げようとするが、ここまで道案内をしてきた看守が、戻ろうとするのを許さない。引き返そうとした肩を握られ、無理矢理、処刑が行われる舞台へと引きずられていく。

　膝を突っ張って逆らおうとしても、足の裏は無情にも石の通路に散らばっている砂を掻いて、滑っていくのを止めることができない。きっと砂は、このためにまかれているのだろう。

「やめて！　私は、なにもしていないわ！　なにも……！　これは、全部カトリーレ様が仕組ん……」

　必死に叫ぼうとした言葉は、舞台からやってきた死刑執行人の助手たちによって、太い縄を歯の間にかけられ、口から出るのを遮られてしまう。

「う……、ぐっ……」

　強引に唇の間に荒縄を割り込まされ、出そうとしていた言葉は、くぐもった呻きにしかならない。

　抵抗しようにも、体は二人の執行人助手の手によって左右から引きずられるようにしながら、舞台の中央へと連れていかれる。

（嫌！　どうして？　私はなにもしていないのに！）

　無理矢理引き上げられる階段を前に精一杯もがいて、死刑台に近づくのを拒もうとする。それなのに、三人の男たちは、リーゼの体に巻かれていた縄を引っぱり上げると、体を浮かせて、強引に三つの石段を上らせていく。

　力ずくで引きずり上げられた目の前にあったのは、さっき扉から見た断頭のための、首切り台だった。

　長い柄の首切り斧が、冷たい色で冬の空にぎろりと輝く。

　一瞬目を奪われたが、すぐに執行人助手たちの手によって、ぐいっと頭を押さえつけられ、強制的に台の前に座らされた。

「あ……」

　痛い。だが、声には出せない。口からこぼれたのは、くぐもった音だけだったが、それでもリーゼが座ったことで役人たちは満足したようだ。

　すぐに舞台を見下ろす客席の手前に一人の貴族の男が立つと、手に持った紙を広げて、空へと読み上げていく。

「罪人！　リーゼロッテ・エルーシア・シュトラオルスト！　オルヒデーシュヴァン大公息女カトリーレ様の暗殺を企てた罪により、ガルダリア国、国王陛下の御名において、斬首を命じる！」

　斬首──！

　舞台を見たときからわかってはいたが、改めて聞かされた衝撃の比ではない。

「うっ」

　少しでも無実を訴えようとしても、罪状を告げる声が終わるのと同時に、後ろにいた執行人助手たちが、二人がかりでリーゼの両肩を押さえて、首切り台に頭を乗せさせようとする。

（嫌！）

「やぇふぃ！」

　やめてと叫びたいのにそれさえできない。ただ、首切り台に頭を置かせるために、もう少し前へと体を引きずっていこうとする。

（やめて！　嫌、絶対に嫌よ！）

　必死に拒もうとしたのに、無情にも膝を引きずったまま、体は首切り台へと近づけられていく。

（助けて！　誰か！　お父様、お母様……！）

　救いを求めるように刑場を捜したが、どこにも家族の姿を見つけることはできない。

　ただ、誰もがこれから起こる残虐な見世物を、恐ろしそうに、そして興味本位で見つめているだけだ。家族にさえ、最期の別れをさせないつもりなのか。

（嫌……）

　首を振って見回している間にも、断頭台は、一歩また一歩とリーゼの首へと近づいてくる。冬の寒風の中に浮かび上がる使い込まれた台には、いくつもの傷がついていて、ところどころにはめり込んだ斧の跡もついている。そして、染み込むように残った黒い色がなんなのか──。

　考えずともわかってしまった答えに、ひたすらリーゼは首を振った。

「ううっ！」

（嫌よ……！　助けて、誰か！　アンドリック！　──イザーク！）

　無意識に心の中で叫んだ。けれど、必死に助けを求めた瞬間、視界に飛び込んできた光景に思わず目を疑ってしまう。

（どうして……あなたが、そこにいるの？）

　目を開ければ、死刑を行う首切り台のちょうど正面には、まるで特等席だというように席が設えられている。ほかと仕切られた石の室内には、豪華な緋色の布がかけられて、金細工の椅子が恭しく置かれていた。その明らかに特別に誂えたとわかる椅子に座っているのは、ストロベリーブロンドを冬の風に禍々しく光らせているカトリーレだ。そして、酷薄な表情を浮かべて座っている椅子の側では、まるで、今の今までカトリーレと話していたかのように、イザークが寄り添って立っているではないか。

　信じられない光景に、空色の目をこれ以上ないほど大きく開いて、イザークの姿を見つめた。

（なぜ……今、私が殺されようとしているのに、あなたはカトリーレ様と一緒にそこにいるの……？）

　わからない。ただ、見たくはなかった今の姿に、心が大きく揺さぶられてしまう。

（まさか……私は、ずっとあなたのお荷物だったの？）

　信じられなくて呆然と見上げたリーゼの頭は、次の瞬間、だん、と死刑台に押さえつけられてしまった。

「私に逆らった罰よ。死になさい、リーゼロッテ」

　カトリーレの無慈悲な言葉が、紅い口から響くのと同時に、罪状を読み上げた役人の手が空中に掲げられていく。

「執行！」

（嘘よ！　あなたが私を裏切っていたなんて！）

　そんなことはない！　決してあるはずがないのに！

　それなのに、脳裏には、これまでの親しそうだったイザークとカトリーレの様子が駆け巡っていく。対して、いつも公爵家の妻にはふさわしくないと周囲から囁かれ続けていた自分。まさかという恐ろしい疑念が、心の奥から鎌首をもたげてくる。

（まさか──私の存在が邪魔になったから……!?）

　だから、二人で共謀して自分を殺すと言うのだろうか。殺人犯に仕立て上げまでして。

（そんなはずはない！）

　もう一度確かめたいと、懸命に抗って首を中空に上げようとする。

　しかし、斧はぎらりと冬の空に持ち上げられた。

（お願いよ！　これはなにかの間違いだと言って！）

　必死に首を持ち上げて、真実を確かめようとするのに。

（あなたが、私を裏切るなんて──！）

　しかし、最期に視線で縋る間もなく、斧はどんとリーゼに向かって振り下ろされてくる。一目だけでも確かめたいと思って上げかけた首を襲う凄まじい痛みと、骨と肉の間に入ってくる鉄の感覚。吐きそうな鉄の匂いとともに、赤い血が喉の奥からせり上がってくる。

　あまりの衝撃に、叫びたかった声さえも口からは出てこない。

「きゃーっ!!」

　執行を見世物としていたはずなのに、悲鳴を上げる夫人たちの声に混じって、リーゼはどこかで自分の名前を呼ぶ声が聞こえたような気がした。

　だが、台から床に落ちた視界では、もうなにも見ることができなくなっていく。急速に暗くなる視界の中で、リーゼは最期に、自分の束ねた髪が掴まれ掲げられていくのを感じていた。

　空へ持ち上げられても、視界はもうなにも映すことができない。この先にいるはずのイザークの姿も、側で座っているはずのカトリーレの姿でさえもが、すべてがだんだんと濃くなる闇の中へと埋もれていく。

（お願いよ……。どうか、なにかの間違いだと言って……）

　頬が急速に寒くなった。そして、イザークを捜していた視界が真っ暗になるのと同時に、ふっとリーゼの意識は消えていった。








第二章　一年後の現実




（１）突然の甦り






　暗い闇の中で、ずっと自分の名前を呼ぶ声を聞いていたような気がする。

（誰？）

　問いかけようとしても、真っ暗でなにもわからない。ただ、黒い闇の中で、誰かが自分の手を握ってくれているのだけを感じる。

（この手は誰のなのだろう……）

　姿は見えない。それなのに、手から伝わってくる温もりは、漆黒の中で冷え切っていたリーゼの体を、少しずつだが、ゆっくりと温めていってくれる。

（あなたは誰なの……？）

　尋ねたいのに、暗闇の中では声すらうまく出てこない。せめてと、繋がっている手の先を目で追ったが、闇に溶け込んでなにも見ることができない。だが、リーゼを握っている手のひらは、漆黒の中に沈んだままゆっくりと歩いて、明るいほうへと連れていってくれるではないか。暗い視界の奥に目映い光が見えたと思った瞬間、するりと手を離される感覚がした。突然のことに慌てて周囲を見回しても、気配はただ闇の中に遠ざかっていくだけだ。

（待って！　行かないで！）

　どうしてかはわからないが、この手を離してはいけないような気がした。

（待って！　──あなたは誰なの!?）

　どんどんと強くなっていく光に視界を奪われて、闇の中に消えていく手の持ち主を見ることはできない。焦る気持ちに押されながら手を伸ばした瞬間、突然違う感触に、がしっと指を握られた。

　はっと目を開ければ、視界には温かな光が満ちている。そこには見慣れた紅葉の木で作られた赤茶色の天井。窓からは柔らかな光が差し込み、白詰草を描いた若草色のカーテンを白く照らし出しているではないか。ぱちぱちと上がる音は、暖炉で燃えている薪の音だろうか。自分の体がひどく温かいのに気がついて、リーゼは呆然としながら、握られている手の先を見つめた。

「エディリス……？」

　伸ばした手の先にいたのは、リーゼと同じクリーム色の髪を短く切った少年だ。自分や父と同じ空色の瞳。見慣れた弟の姿のはずなのに、なぜだろう。今日はいつもと少し違うような気がする。

「お前がどうして、ここに……？」

「姉さん？　やっぱりリーゼ姉さんなんだね？」

　だが、エディリスは、ひどく切羽詰まったような顔で尋ねてくる。

「え、ええ。でも、どうして……」

　気迫に押されるようにして答えれば、エディリスはすぐにがたんと立ち上がった。勢いよく扉を開けて、廊下を走りながら階下へと叫び出す。

「姉さんだ！　やっぱりリーゼ姉さんだった！」

　どういう意味なのかさっぱりわからない。

　ぱちぱちと目を瞬く。やっと落ち着いて辺りを見回せば、今いるのは夜会の日の夕方に出た懐かしいリーゼの部屋だった。白い暖炉も床に敷き詰められた白詰草の絨毯も、すべてが記憶の中と同じで、自分の部屋に間違いない。

「どうして、私はここに……」

　確かにあのとき、自分は首を落とされたはずなのに──。

　思い出した骨と肉を断つ生々しい鉄の感触。ぞっとして首を押さえたが、触れた指の先では自分の首は繋がり、縫い合わせたような跡すらも感じられないではないか。

「なにが、あったの……？」

　声が震えてくる。どうして、処刑されたはずの自分が、今自宅の部屋に戻り寝ているのか──。

　考えようとしたが、疑問は、すぐに部屋になだれ入ってきた人々によって中断された。

「リーゼ！」

「お父様、お母様……！」

　処刑の瞬間、二度と会えないと覚悟した人たちが今、目の前にいる。答えた途端、二人は手を伸ばしてベッドの上に座るリーゼへと駆け寄ってきた。

「やっぱりリーゼ……！　死んだなんて、嘘だったのね」

「お母様……」

　黒い喪服を纏った母は、心なしか以前よりも老けたような気がする。最後に会ってから、まだ数日しかたってはいないはずなのに──。

　そのまま自分の体を抱きしめて、ぽろぽろと泣いている母の側で、父がリーゼに近づくと、嬉しくて仕方がないというように、クリーム色の髪をくしゃくしゃっとかき回してくる。

「まさかお前が生きていたとは……。今朝、家の前に倒れているのを見つけたときには、どんな神様が私たちに情けをかけてくださったのかと本当に驚いたが──」

「倒れていた？」

「ああ。まるでやっと帰り着いて、疲れて眠ってしまったかのように、扉に凭れて。朝早くに玄関の呼び鈴がひどく鳴るから、なにごとかと思ってメイドが見に行ったら、呼び鈴に糸で大きな紙がくくりつけられた下に、お前が座るようにして倒れていたんだ」

「あのときは本当にびっくりしたわ……。でも、お前が生きていてくれて本当によかった……」

　そっと母が優しく頬を撫でてくれる。けれど、なんのことなのかさっぱり意味がわからない。

「待って、お願い。私はあのとき夜会で──」

「リーゼ」

　混乱する頭を押さえながら言いかけたとき、母の隣に立つ赤毛の青年に気がついた。

　誰だろう？

　どこかで見たような面差しだが、こんなきりっとした顔に、鬣たてがみのような赤毛を持った青年は知らない。しかし、彼は琥珀色の瞳を優しく細めると、嬉しくてたまらないというかのように、両目に涙を溜めているではないか。

「あの……？」

「ああ、ごめん。てっきりあの夜に捕まった君は、処刑されたと思っていたから。パートナーとして一緒に行ったのに、君が疑われて殺されるのを止めることができなかった。それが悲しくて、悔しかったから……」

「パートナー？」

　聞いた言葉に考え込む。自分はあの夜、こんな青年と話しただろうか。

　首を捻りながらじっと見つめていると、どこかで見た面差しに似ているような気がした。赤い燃えるようなくせっ毛に、赤みがかった琥珀色の瞳。──ふと、幼い頃から一緒に育ってきた一つ下の従弟の容貌と重なる。

「アンドリック……？」

　まさか。そんなはずはない。アンドリックは、自分と同じくらいの背で、骨格だってこんなに逞しい青年のものではなかったはずだ。ためらいながらだったのに、リーゼが名前を口にした途端、相手は嬉しそうに微笑んでいく。

「そうだ、君の従弟のアンドリックだよ。覚えていてくれたんだね」

「アンドリック!?」

　さすがに目をぱちぱちとさせてしまう。

「まさか!?　だって、アンドリックは私と同じくらいな身長のはずよ!?　並んで、いつもまだ抜けないわねとよく背比べをしていたのに！」

　それなのに、数日の間に自分より頭一つ分以上高く伸びたというのか。どんな薬を使ったって、そんなことができるとは思えないのに。

　思わず首を横に振ってしまったが、リーゼの前に立つアンドリックは、少し困ったように琥珀色の瞳で微笑んでいる。

「そりゃあ、成長期なんだから。一年もあれば伸びるさ」

「一年!?」

　驚いて聞き返した。周りを見ても、どうやらアンドリックの言い間違いではないらしい。リーゼの示した反応に、父と母が互いに不安そうに見交わすと、ぎゅっと手を握ってくる。

「そうだよ。お前が処刑されたと突然聞かされた日から一年がたっているんだ。その間お前はどこにいたんだい？」

「ま、待って。私が処刑された日から一年がたっているって──」

　よく見れば父の横に立っている弟のエディリスも、以前より五センチほど背が高くなっている。リーゼより四つ下だから、アンドリックほどの違和感はなかったが、ふっくらとしていたはずの頬まで、いつのまにか少しシャープになりかけているではないか。

　混乱した頭を思わず抱えると、リーゼの前で、母はそっとハンカチで目頭を拭った。

「あの日……お前を助けようと、いろんな方へ嘆願に回ろうとしていた矢先に、お前が処刑されたと聞いて……。袋に入れて返されたお前の焼け焦げた体を見たときには、どれだけ悲しくて辛かったか」

　話しながら、涙がまたぽろりと眦からこぼれてくる。

「だけど、あれはお前が生きているのを隠すためだったのね。よかったわ……。本当に、生きていてくれて……」

「お母様……」

　思わず言葉を失うが、そんなはずはない。あの日、確かに自分は、冬の処刑場で首を切られたのだ。

（──なにがあったというの？)

　自分の知らない間に。

　ぎゅっと、ベッドの上にかけられていた温かな綿入りの布団を握りしめてしまう。

「……違うわ……。私は、確かに殺されたの──」

　記憶を辿ったが、思い出した情景に声が震えてくる。あの寒い冬の空。並びながら、自分の処刑が行われるのを物見高く見物に来ていた人たち。すべてがすべて、つい昨日のことのように思い出せるというのに、なぜか自分は今ここにいて昔と同じように生きている。

（なぜ!?）

「私は、あのとき殺されたはずなのに──」

　絞り出す声が震えた。きっと、今の自分の顔は、父からも母からも蒼白に見えていることだろう。先ほどまでは手放しで喜んでいた顔が、布団を握りしめて震えているリーゼの様子に、困惑したように見つめ交わしている。

「リーゼ……」

「鏡！」

　しかし、はっとクリーム色の頭を持ち上げた。

（繋がってはいるけれど、よく見れば私の首には、なにか傷痕が残っているかもしれない！）

　それを確かめてどうなるものでもない。だが、確認せずにはいられなかった。あの日の記憶が、自分の見た悪い夢なのか、それとも本当にあったことなのか。

　エディリスが慌てて鏡台から持ってきてくれた白い手鏡を受け取ると、急いで覗き込む。見れば、首には確かに赤い筋が一本。糸で描かれたようにして残っているではないか。

「どういうこと……」

　わからない。あの処刑のあと、一体なにがあったというのか。

　最期の記憶は、執行人たちに無理矢理断頭台へ頭を押さえつけられて、首を落とされたということだけだ。そのときに、少しでも頭を上げて、必死に前を見ようとしていた。

　嘘だと言ってほしくて──。叶うのなら、せめて手を伸ばしたくて。瞳だけでも持ち上げて見つめようとしていた相手。

「そうよ……、イザーク……」

　思い出した記憶の中の姿に、ぽつりと言葉がもれてくる。

（そうだ。あのとき、彼がいたわ）

　甦ってきた記憶に、クリーム色の髪を前のめりに振って、急いで家族に伝える。

「イザークがあの場にいたわ！　彼なら、あのあと私になにが起こったのか、知っているかも！」

　身を乗り出して叫んだが、両親はひどくうろたえたような瞳で互いに見交わした。そして、言いにくそうに口を開いていく。

「実は、リーゼ。イザークなんだが……」

　なぜだろう。両親の様子に嫌な予感がする。婚約も破棄された。これ以上悪いことなど、なにも起きるはずがないのに──。

　しかし、父は辛そうな顔で言葉を綴る。

「イザークは、半年ほど前にカトリーレ様と婚約した。もうすぐ結婚式だ」

　告げられた事実に、リーゼの空色の目は大きく開いた。





（２）夜会事件の裏とあと






　手足を動かしてみたが、どうやら体は普通に動くようだ。二、三度指を握って異常がないのを確かめると、とりあえず服を着替えて、一階に下りてみることにした。

　どこで着替えていたのか。寝ているリーゼが身につけていたのは、牢で汚れた白いドレスではなく、フリルがいくつもついた体をしめつけない柔らかなデザインのものだった。

（──こんなドレス、見たことがないわ）

　絹ではないが、滑らかで手触りのよい明らかに高級品だ。コルセットなしでも身につけられる作りに、どこか特注品のような印象を受ける。

　腑に落ちないものを感じたが、使い慣れた衣装棚に近づくと、そこから首の隠れるデザインのドレスを選んだ。リーゼが好きだった柔らかなアイボリーのドレスだ。一年も着ていなかったはずなのに、いつでも着られるように手入れをして、棚の中にしまわれていた。

（お母様……）

　犯罪者だと言われて処刑されたのに、今でも娘として忘れずにいてくれたのだ。一年の間、ずっとリーゼが帰ってくるかもしれないと願い続けてくれていた母の気持ちを感じて、心が温かくなってくる。

　着替えてメイドのマナーネが作ってくれた遅い朝食を食べると、居間にいる家族の許へと歩き出した。

　南向きに作られた日当たりのよい居間は、リーゼが暮らしていた頃と同じ淡い緑の壁紙に包まれている。少し灰色がかってはいるが、派手すぎない穏やかなモスグリーンで、昔からリーゼの好きだった色だ。

（昔のまま、変わらない）

　この部屋も。机を囲むようにして置かれた長椅子に座った家族の姿も。

「リーゼ、こちらにおいで」

　暖炉を背にする形で長椅子に座っていた父が、入ってきたリーゼに、そっと手を差し出してくれた。

　近づいて座れば、横からクリーム色の髪を優しく撫でてくれる。

「食事は食べられたかい？」

「ええ。マナーネが作ってくれた味は、前と変わらずにおいしかったわ」

　マナーネは、リーゼの乳母も務めてくれたメイドだ。おかげでリーゼの好みをよく知り尽くしている味は優しくて、小さい頃から、苦手なものは細かく切るなどの配慮も行き届いていた。

「そうか。確かにさっきよりも少し顔色がよくなって、ほっとしたよ」

　髪を優しく撫でながら話す父の顔は、言葉のとおり、本当に心から安堵しているようだ。

　いつのまにか、母は先ほどまで着ていた喪服を脱いでいた。リーゼも覚えている母が好きだった薄紫に小花をあしらったデザインのドレスだ。大好きな服を身に纏い、表情も明るくなったせいか、先ほどまでよりも若返ったように見える。

　明るくなった表情で、それでもまだどこか心配そうにリーゼを見つめながら、淹れたお茶をことんと目の前に置いてくれた。

「どこか痛いところはない？　朝は、リーゼがどこかから逃げ出してきたのかと思って、お医者様を呼ばなかったのだけれど。もしどこか苦しいところがあるのなら、すぐにでも内緒で──」

　心配する顔に、リーゼはお茶を受け取りながら、首を柔らかく横に振る。

「いいえ。本当にどこも苦しくはないわ」

　答えて、母の淹れてくれたお茶を一口飲んだ。温かい。お茶が通っていく喉の奥から、そして白磁のカップを持つ指の先から、じんわりと温もりが全身に広がっていくかのようだ。

　だから、勇気が出た。

「それよりも教えてほしいの。私が捕まってから、一体なにがあったの？」

　なぜ、自分は無実の罪で殺されなければならなかったのか。そして、今どうして突然生き返ってここにいるのか。なにもかもがわからないことだらけだ。

　前を見つめるリーゼのきっとした瞳に、決意が伝わったのだろう。父が隣の長椅子に座った母を見つめて頷くと、母の隣に座っていた弟、そして左側に座るアンドリックと見回して、もう一度頷いた。

　決心したように両手の指を組みながら、ゆっくりとリーゼに視線を戻していく。

「一年前のお前が夜会に行った日──。突然、お前とアンドリックが、カトリーレ様暗殺の疑いで捕まったという報せが入ってきたんだ」

「え……、アンドリックも……」

　驚いて振り返った左側では、アンドリックがこくりと頷いている。

「ああ。一緒に行っていたお前が、カトリーレ様を切りつけたと言われて。無理矢理宮殿の一室に監禁されたんだ」

「そんな──カトリーレ様は、アンドリックには事情を訊いているだけだって……」

　だから心配する必要はないと言っていたのに。あれも嘘だったのか。

　愕然としたリーゼの隣で、父は当時のことを思い出したのか、瞳に暗い色を宿している。

「もちろん、私たちはお前がそんなことをするとは思えなかった。だからブルーメルタール公爵家や、知り合いのシャガー伯に頼んで、なんとかお前を牢から出せないかと相談していたんだ」

「お父様────」

（やはり、私のために、必死になって助けようとしてくれていた……）

　つんと目頭が熱くなってくるリーゼを、いつもおっとりとした母も、真剣な眼差しで見つめている。

「ええ。だから私もベルフェツ夫人やポーテンジイア侯爵夫人、ほかにも知り合いの社交界の夫人たちにお手紙を書いて、とにかくお前を助けてほしいとお願いをしたの。昔からお前のことを知っている方たちは皆さん、お前はそんな恐ろしい事件を起こす子ではない。きっとなにか誤解があるはずだと、陛下に再調査を嘆願すると仰ってくださっていたわ」

「私を信じてくれた人たちもいたのね……」

　誰からも信じてもらえず、人を殺そうとしたと思われて生涯を終えたと思っていただけに、寄せられていた信頼がすごく嬉しい。

　だが、と父は寄せていた眉をさらに強くひそめると、苦しそうに大きな溜め息をついた。

「貴族たちから再調査を嘆願する手紙をいただいて、王宮へ向かう馬車に乗り込もうとしたとき──お前が、処刑されたという報せが届いたんだ」

　父は一息で言い切ったが、当時の苦しい気持ちを思い出したのだろう。横にいる母の手が、細かく震え出している。

「あのときは、本当に目の前が真っ暗になったわ。────真相を知るために、王宮へ行っても、お前が処刑されたときの話ばかりで……」

「母さん」

　側に座っていた弟のエディリスが、喉をつまらせた母を慰めるように、そっと肩に手を置く。

「まさか──と思ったわ。でも信じられない気持ちで家に帰ると、首を切り落とされたうえに、黒く焼け焦げたお前の遺体が届けられて……」

　残酷な記憶に耐えきれなくなったのか、肩までわなわなと震え出している。

「ディジーレ……」

　啜り泣く母に、同じ思いを抱いたのだろう。名前を呼んだ父も、空色の目を沈鬱に伏せると黙り込んでしまった。

　広がる無言の悲痛さを紛らわそうとしたのか。ぽつりと、側でアンドリックが口を開く。

「あのときは──俺もショックだったんだ」

　瞳はリーゼを見つめていても、声はひどく重たい。なんと言えばいいのかわからない空気の中で、リーゼは慌てて、アンドリックのほうに振り返った。

「あ、アンドリックは!?　捕まったと聞いたけれど、なにかひどいことはされなかった!?　拷問とか」

　そう叫んだが、アンドリックがこちらへ向けている視線は複雑だ。むしろ、なにか申し訳なくてたまらないと言うかのように、琥珀色の瞳が小さく揺れている。

「いや……俺は、お前が罪を認めて、全部一人でやったと自白したということで釈放されたから……。だから、これはきっとお前が俺を守るために、嘘の自白をしたんだと、ずっと思っていたんだが……」

「私が嘘の自白？」

「違うのか？」

　首を傾げる姿に、大きく頭を横に振る。

「違うわ。私は、絶対に罪を認めなかったし──それに、アンドリックが、ずっと監禁されていたこと自体知らなかったんですもの！」

　なのに、アンドリックがこの一年、リーゼへの罪の意識に苦しんでいたなんて。

　許せない。

「どうして……私が、やってもいない暗殺の自白なんて──」

（では、皆も私がやったと思っていると言うの？　だから、あんなふうに死刑の瞬間を見に来て──）

　だとすれば、どうしてカトリーレは、ここまでリーゼを追い詰めようとするのか。

　思わず手でドレスを握りこんでしまったリーゼの意識を戻すように、弟のエディリスが前から声をかけてきた。

「姉さん……。一体、夜会でなにがあったの？」

　エディリスの言葉に、皆の視線が一斉にリーゼに降り注ぐ。一瞬悩んだが、言ってもいいのかもしれない。

（私を信頼してくれている家族になら──）

　リーゼは心を決めると家族の姿を見回した。





（３）カトリーレの狙い






　エディリスの発言を皮切りに、家族の瞳は、一斉にリーゼへと向けられていく。

「そうだ、話してくれ。どうしてあんなことになったのか──」

　エディリスの言葉に促されるように、父の空色の瞳が側に座るリーゼを捉える。

「そうよ、話して。一体なにがあったの？」

　見つめてくる母の茶色の瞳は、心から娘のことを案じて揺れている。

　だから、リーゼは一度大きく息を吸うと、波立った心を静めるために息を整えた。

（そうよね。あの夜なにがあったのか──きっと一番知りたいのは、私の家族だと思うわ）

　リーゼの好きだったドレス。幼い頃から好きだった味を覚えていて、一年たっても温かく迎えてくれた父や母たちならば、きっと自分の言葉を信じてくれるのに違いない。だから、吸った息を静かに吐き出すと、クリーム色の睫をすっと持ち上げた。

「あの夜」

　上げた目で、家族を見つめる。居間にいる者は、誰もがリーゼの発する言葉を、一言も聞き漏らすまいとするかのように、視線と耳のすべてをこちらに向けている。その様子に心を決めると、口を開いた。

「私は──カトリーレ様に話があると言われて、お部屋に呼び出されたの。イザークとの婚約を破棄するようにと……」

「イザークとの!?」

　誰もが驚いたように叫ぶ。息を呑んだ母の顔に頷き、そしてリーゼは続きを話した。

「でも、断ったの。そうしたら突然棚からナイフを取り出して、自らご自分の腕を切られたわ。そして、ナイフを落とし叫んで、衛兵に私を──」

　思い出すだけで声が震えてくる。だが、今の話で父はすべてを察したらしい。

「──では、すべてはカトリーレ様が仕組んだということか？」

「どうして!?」

　がたんとエディリスが長椅子を立つ。

「カトリーレ様は次々代の女王で、知性も誇りも高い方じゃないか！　それなのに、どうして姉さんを──!!」

「イザークか」

　ぽつりと呟いたアンドリックの言葉に、周りが息を呑んだように静かになった。

「俺は夜会で少し見ただけだが、あのときのカトリーレ様は、まるでイザークの恋人のように振る舞っていた……」

（そうよ、今ならわかるわ）

　怒りに震える手で、リーゼはアイボリーのドレスを握りしめていく。

（カトリーレ様は、イザークを好きだったのよ……。だから、私に婚約を破棄するようにと言い、断ると私を陥れた）

　イザークを手に入れるために。

　当時は、突然自分の身にかぶせられた罪に動転していたうえに、カトリーレを王の聡明な孫と思って言葉をそのまま受け取っていたから気がつかなかったのだ。だがアンドリックの一言で、カトリーレの行動と夜会で見せたイザークへのあの仕草が、これ以上ないほどぴたりと当てはまってくる。

（ならば、イザークは？）

　本当にあのとき、イザークは、リーゼに飽きて、カトリーレに心変わりをしていたのだろうか。

（──わからないわ）

　今となっては、あのときのイザークがなにを考えていたのか、すべてが謎だ。

　なぜ、突然婚約を破棄したのか。どうして、リーゼの処刑をカトリーレの側で見守っていたのか。

（私との婚約を破棄したのは、本当に私のことが嫌いになったからなの？）

　わからない。だけど。

「私────イザークに会いに行くわ」

「リーゼ!?」

　突然の言葉に、家族の誰もが驚いたようにリーゼの顔を見つめてくる。慌てた父が、急いでリーゼの肩を引き寄せた。

「危険だ！　今のイザークはカトリーレ様の婚約者だ！　イザークに会いに行けば、お前が生きていることをカトリーレ様に知られてしまうかもしれない！」

「わかっているわ……。それでも！」

　ぎゅっと膝の上で手を握りしめる。

「私は知りたいの！　なぜ、私が今生きているのか。あのとき、確かに処刑されたはずなのに！」

「リーゼ……」

「そうでなければ、私はまだカトリーレ様の罠から抜け出せていないような気がするの！　不安なのよ、なにが自分に起きているのか！」

　どうして自分は今生きているのか。一年もの間なにをしていたのか。

　そして──。

「それに……知りたいの」

　見上げたリーゼの目に光る銀色の雫に、父が息を呑んだのがわかった。ずっと我慢していたはずなのに、処刑のときにさえ流さなかった涙が、今になって、はらはらと頬へとこぼれ落ちてくる。

「どうして、私の最期のとき……イザークがカトリーレ様と一緒にいたのか……」

　ずっと信じていた。だけど、それさえもが間違っていたというのか──。

　普段ひどい陰口を言われても我慢強いリーゼが見せた涙に、側にいる父が動揺したのが伝わってくる。

「リーゼ……」

「よっし！　ならば、俺が一緒に行く！」

　ばっと挙げたアンドリックの手に、誰もが驚いた。

「アンドリック!?」

　皆の視線が集中しても、当の本人はけろっとした顔だ。

「俺もシュトラオルスト領に戻って、この一年間、盗賊の荒くれ者相手に鍛え直していたんだ。だから、今度こそお前をほかの奴の勝手にさせたりはしない！」

「アンドリック……いいの？」

（危ないかもしれないのに──）

　瞳を揺らしながら見つめれば、アンドリックはにかっと笑って、曲げた腕に力こぶを作っているではないか。

「あのとき、お前を守れなかったのが、ずっと心に残っていたんだ。だから、今度は絶対に俺が守ってやるから」

　わざとおどけた言い方をして立ち上がる様に、くすっと笑ってしまう。

「ありがとう──」

（この間まで私と同じくらいの背丈だったのに……。一年で、こんなに逞しくなっているなんて）

　戸惑うが、なんだか嬉しい変化だ。イザークのところへ向かうのに、そのまま長椅子を立ち上がろうとしたが、座っていた隣から、父の苦渋に満ちた声が追いかけてくる。

「わかった──」

　きっと心の中では、かなりの葛藤があるのだろう。しかし、リーゼが先ほど見せた涙に諦めたのか。

「だが、これだけは約束してくれ。イザーク以外には、決してお前がリーゼだと名乗らないことを──」

「わかったわ。帽子とスカーフで顔を隠していくから」

　それでも許してくれたのは、親友の息子であるイザークを、父が幼い頃から我が子同然にかわいがってきたせいもあるのだろう。本当は、父もイザークのことを、心のどこかではまだ信頼しているのかもしれない。

「あと、もう一つ言っておく。今のカトリーレ様との婚約は、イザークが望んだものらしい」

　悲痛に満ちた顔で告げられた内容に、心臓が一度どくんと大きく脈を打った。

（それは……あのときの真実がどうであれ、もうイザークの気持ちは私にはないということ……）

　経緯はどうであっても、今のイザークとカトリーレは、本当に想い合っているのかもしれない。

「私は、幼い頃からイザークを知っているから、お前との婚約を認めた。しかし、今の話を聞いたあとでは、お前をイザークに会わせるのも心配なんだ！」

「大丈夫よ。ただ訊くだけで、決してほかの人にはばれないようにするから──」

　父が心配するのもわかる。本当は泣きたいような気持ちでも、リーゼは、その瞳にただ強がって笑うことしかできなかった。





（４）イザークとの再会






　馬車に乗り、進む王都キスティエレツの街並みは、一年前に見たものと変わりがなかった。青い空の下には、白い壁に赤茶色の屋根をのせた家々が並び、舗装された道の両側を彩っている。ところどころで見かける、家の白い壁に彫られたカサリエンタの花は、このガルダリア王国で最も信奉されている女神ラッヘクローネの象徴だ。多神教で豊穣の神フルフトバルト、愛情と家庭生活を司るツナイリーベなどいろいろな神がいるが、その中で、戦いと復讐、そして敗者への慈悲をも司るラッヘクローネは、ガルダリア王国が周辺国を呑みこみ、版図を広げるに従って国民から深い信仰を捧げられることになった。

　伝説のみならず実際に王国を支えているらしく、王族と神官の前には時折供物と引き換えに姿を現すという。だが、リーゼはまだ実物を見たことはない。

　ただ女神の絵が飾られている神殿の昔と変わらない白い尖塔を遠くに眺めているうちに、ふと家を出るときのことを思い出して、溜め息がこぼれた。

「お父様……、とても心配そうだったわ……」

　馬車が出る瞬間まで、できれば引き留めたいといった顔をしていた家族を思い出す。

　その様子に、隣に座るアンドリックは、当たり前だというように肩を竦めた。

「そりゃあな。死んだと思っていた娘が、生き返ったばかりなんだ。子爵様にしたら、本当はお前についていきたくて、たまらないところなんだろうさ。謹慎さえ命じられていなければ」

「謹慎……？」

　先ほどの父の話では出てこなかった単語に、眉を寄せる。すると、まだ話していなかったのに気がついたのだろう。少し、アンドリックが困ったような顔をした。

「なにがあったの!?」

　その顔に、急いで隣に座るアンドリックに向き直る。

「お願い！　あのあとあったことはなんでも知っておきたいの！」

　一瞬アンドリックは悩んだらしい。斜め上を見て考え込んだが、すぐにリーゼの真剣な表情に、諦めたように溜め息をついた。

「……あのあと、お前のことで、子爵家は領地での幽閉を命じられたんだ」

「え!?」

「期間は長くはなかった。三か月ほどだ。王族の暗殺なんて大逆を企んだ一族にしては軽すぎると世間からは言われたほどだった。だが、今でも都での活動は制限されていて、参内のために都に来ても、王宮に行くとき以外は事実上の謹慎だ」

　アンドリックが淡々と告げる言葉に、胸が痛くなってくる。

「……お父様たちが、そんなことになっていたなんて……」

　震えてくる唇を指で押さえたが、はっと別な事実にも気がつく。

「アンドリックは!?　私と一緒に捕まったと言っていたわよね!?　ひょっとして、ほかにもなにかひどいこととか──」

「いや──俺は、捕まりはしたんだが」

　がばっと身を起こしたリーゼの様子に目を開いて驚いている。一瞬間を置いて、少しだけ言いにくそうに言葉を続けた。

「……未成年ということで、領地への退去だけですんだんだ。しばらくは監視の目もついていたが、まだ子供なうえに、事件についてなにも知らなかったから、長く見張る必要もないと思われたんだろう。いつのまにか解放されていた」

「──そう」

　思わずほっとしてしまう。

（よかった……。アンドリックは、私みたいに拷問や刑罰は、科されていなかったのね）

　あの日、急遽代わりのパートナーを頼んだだけで、一緒に捕まえられて申し訳ないのに、もし彼までなにかをされていたら。巻き込んでしまったことを、どれだけ謝っても足りなかっただろう。

（でも──知れば知るほど、あのとき起きた事件のひどさがわかる……）

　カトリーレがイザークに片想いをしていたから、こんなひどいことをした？　自分の家族までも巻き込んで。

（だけど、それだけでは、なぜ私が今生きているのかの説明がつかないわ）

　だから、どうしてもそれを知らなければ。心で呟き、ぎゅっと両手を膝の上で握りしめる。

「リーゼ」

　青ざめたリーゼの顔に気がついたのだろう。思いつめた気持ちを逸らすように、アンドリックが馬車の外の光景を見上げた。

「あ、着いたぜ。ブルーメルタール公爵家だ。顔を隠しておけよ」

「ええ」

　頷いて、言われたとおりに、持ってきたスカーフで顔の下半分を隠す。くるりと巻けば、目から下はほとんど見えなくなり、さらに白椿のついた帽子をかぶり直した。

　これだけ隠せば、まず自分がリーゼだとはわからないはず──。

　緊張しながら、よく知っているブルーメルタール公爵邸で降りたが、目の前にある屋敷は昔の記憶のまま変わってはいなかった。

　広い前庭には、緑の芝生の中に大きな泉が作られ、中央の女性像の壺から出る水が、青空を映した水面に柔らかな波紋を描いている。視線を上に向ければ、青空の下に浮かぶ藍色の屋根も昔のままだ。白い壁に、藍色の屋根──小さい頃は、藍色の瞳を持つイザークになんて似合いの屋敷だろうと、こっそりと感嘆したのを思い出す。

　王族に連なる公爵家なだけあり、壮麗な三階建ての建物は、左右にいくつもの棟を連ね、リーゼの屋敷とは比べものにならない規模で広がっている。

　大きな屋敷だが、小さい頃から何度もリーゼと一緒に来ていたアンドリックは、物怖じした様子もなく慣れた感じで近づくと、玄関を守っている兵士に声をかけた。

　すぐにベルで呼ばれたメイドが、急いで屋敷の扉を開けて出てくる。ぱっと開けて、訪ねてきたのがアンドリックだとわかると、すぐに身を翻して執事のギンフェルンに代わった。灰色の髪と瞳を持つ男だが、年齢はまだ三十代後半ぐらいだろう。

　よく見知ったアンドリックに、いつもと変わらず胸に右手をあてた姿勢で、慇懃にお辞儀をしてくる。

「お久しぶりです、アンドリック様。今日はどういったご用件でしょうか？」

　赤毛の姿に頭を下げながら、ちらりと後ろにいるリーゼを見つめた。顔は、つば広の帽子と淡い黄色のスカーフで隠しているが、記憶力のよいギンフェルンは、昔リーゼが身につけていたこれらの品々を覚えていたのかもしれない。一瞬じろりと不審そうに帽子をかぶった姿を見上げて、口を開いたアンドリックの声で視線を戻した。

「ああ。ちょっとイザークに話したいことがあるんだ。リーゼのことで──」

　はっきりとリーゼの名前を出したことで、ギンフェルンの眼差しが一瞬で変わった。アンドリックを見つめたまま目を開き、息を呑んだような表情をしている。その顔にアンドリックはわざとしたかのように、にっと笑った。

「──少々お待ちください」

　さすがに、元婚約者。ましてや、処刑されたとはいえ主の幼馴染みの名前を、その従弟の口から聞かされては知らないふりもできない。一瞬、追い返そうかと悩んだ顔が、くるりと背を向けると、こつこつと大理石の上を歩き出す。

「坊ちゃまには、まもなくご予定がございます。会えるか訊いてみますが、無理でしたら改めてお約束をお取りください」

「ああ。絶対に会ってよかったと思える話だからよ」

　明るく言うと、アンドリックは、いつもイザークの部屋に案内されるときと同じように、ギンフェルンのあとについて歩き出す。

（懐かしい公爵邸……）

　小さい頃から何度も来た。二階まで吹き抜けになったホールには、いくつもの大きな窓があり、そこから差し込む光が、黒と白のタイルで幾何学模様に彩られた床を美しく照らし出している。

　正面には二階に続く広い大階段。紺色の絨毯が敷かれたそこで、親と使用人の目を盗んでイザークとじゃんけん遊びをしたのはいつのことだっただろうか。

　天井いっぱいに描かれた創世の神話も、柱に彫られた細やかな百合の模様もそのままなのに。

（ここは変わってしまった）

　ギンフェルンのあとをついて歩くアンドリックとリーゼの今の姿を見て、使用人たちが、遠巻きにひそひそと囁き声を交わしているのが聞こえてくる。シュトラオルストという言葉が聞こえてくるから、処刑されたリーゼの関係者だと思い、なにかを耳打ちしているようだ。

（いつかは、私がここの奥様になるのだと思っていたのに……）

　だから、出迎えてくれる使用人たちも、皆あの頃はリーゼやアンドリックに優しかったのだろう。いつかは、皆の期待に応えたい。立派な奥様になりたいと思ってブルーメルタール家の行事を学び、皆に馴染むように努力をしていたはずなのに。今では二人を取り巻く公爵邸の空気は、鋼のように冷たい。

（いいえ、我慢よ。イザークに会うためには）

　首を横に振って自分に言い聞かせた。いつものようにイザークの部屋へ行くのかと思っていたが、ギンフェルンは途中で向きを変えると、中庭へ続く通路へと進んでいく。そして、アーチ型になった庭への出入り口の前で止まり、二人へと向き直った。

「こちらでお待ちください」

　きっとイザークの予定を訊いてくるのだろう。前は、いつも直接側まで連れていってくれたが、やはり昔どおりとはいかないらしい。こくんと二人が頷くのを確かめてから、ギンフェルンは、冬薔薇の生け垣の向こうにいるイザークへと近づいていった。

　こちらには背を向けて、香木の樒しきみを見ているイザークの前で足を止め、上半身をまっすぐに折り曲げていく。

「イザーク様、お客様がお見えです」

「客？　もう来たのか？　まだ約束の時間には少し早いが」

「いえ。来られたのは、シュトラオルスト家のアンドリック様です。リーゼロッテ様のことで、お話があると仰っておられますが」

　深緑の枝へ伸ばされていたイザークの指先が、ぴくりと止まった。

「どうされますか？」

　ここからでは背を向けたイザークの顔は、よく見えない。だが、一瞬悩んだような間が空いたあと、答えが返された。

「わかった。──会おう」

「では」

　振り返って、ギンフェルンがこちらへと頷く。無言でアンドリックとリーゼを促すのと同時に、手でイザークに二人の場所を指し示していく。

「あちらにお見えでございます」

　用事をすませた執事は、行き違うようにして二人に礼をしながら去っていくが、リーゼはこちらへと向けられてきたイザークの顔に、喉の奥から迸るような想いがこみ上げてくる。

（イザーク……！）

　前よりもさらに背が伸びたようだ。青い空に揺れるぬばたま色の黒い髪、こちらを見つめてくる藍色の瞳。肌の色が前よりも少し白いような気もするが、きっと雲で日差しが隠れたせいなのだろう。

（会いたかった……！）

　会いたくて会いたくて、たまらなかった。何度、牢の中でイザークの名前を呼んだことか。たとえ婚約破棄なんて、ひどいことをされても、それでも諦めきれなかった想いが、眦から涙となってこぼれ落ちてくる。

「リーゼ……」

　しかし、こちらを見つめたイザークの目は、道の先に立つリーゼの姿に驚いたように開いている。藍色の瞳が自分を映しているのに気づくなり、リーゼの足はイザークを求めて駆け出していた。

「会いたかったわ……！」

　会いたくて。──どれほど牢の中で、イザークの名前を呼んだのかすらわからない。

　走った勢いで、顔からスカーフがほどけるのもかまわずに、イザークの側へと駆け寄っていく。

　隠していた顔がさらけ出されて、涙が頬を伝っていくのに、目の前に立つイザークの体は固まったままだ。だが、胸の中へリーゼの体が飛び込めば、思わず両手が伸ばされた。そのまま縋りついたイザークの胸は、昔と変わらずに広くて、どこか夜のような匂いがする。

　そのまま、いつものように抱きしめられるのかと思ったのに、伸ばされたイザークの腕は途中で止まった。そして、どんと突き放される。

「触るな！」

「イザーク……？」

　なにが起きたのかわからない。ただ弾かれた手に、驚いて見上げた先では、イザークの怒ったような顔があった。





（５）再会のはずなのに






「イザーク……？」

　どうして怒っているのだろう？　確かに、以前つい抱きついてしまったときには、慌てることもあった。しかし、ここまで厳しい表情を見せはしなかったのに。

　今、目の前で、眉を寄せて見下ろす藍色の瞳は、まるでリーゼを睨みつけているようではないか。閉じた唇は堅く引き結ばれて、とても昔の婚約者に出会ったという顔ではない。

　冷たく見つめてくる瞳に、リーゼはごくりと大きな音を立てながら、一度唾を飲みこんだ。

「……イザーク……、わからないの？　私よ、リーゼよ……」

　声に力を入れても、震えを隠すことができない。見上げた顎もきっと小さく震えていたのだろう。

　しかし、リーゼの言葉に、イザークの瞳が緩む気配はなく、むしろ見たくないものに出会ってしまったと言うかのように、ますます唇を強く噛みしめていく。

（──どうして？　なぜ、そんな顔をするの？）

　必死に見つめても、イザークはまだ睨んだままだ。

「──リーゼは、死んだ。一年も前にだ」

　気圧されそうな雰囲気に呑まれるが、ようやく、イザークが自分の名前を言ってくれたことで、ほっと笑みを取り戻した。

「あ……私、生き返ったのよ……！　もちろん、唐突で信じられない話だとは思うけれど」

　本当になぜ生き返ったのかはわからない。不思議でも、意識のない間に、確かに一年の歳月は流れていたのだろう。少しだが背が伸びたイザークの言葉に目を輝かせると、前よりも顎の角度を上げて見つめた。空色の瞳で正面から見つめても、イザークの表情は変わらないままだ。

「──いくらそっくりでも、君がリーゼのはずがない。リーゼは一年前に処刑されて死んだんだ」

　それだけを言うと、もう話すことはないというように背を向けていく。そのまま歩き去ろうとする姿に、後ろからアンドリックが慌てて叫んだ。

「おい、ちょっと待てよ！」

　急いで呼びかけても、イザークは振り返らずに、奥へ去っていこうとしている。

「お願い！　待って！」

　叫びながら、リーゼが後ろから伸ばした腕に、やっとイザークの足が止まった。

　そして、袖を掴んでいるリーゼの手を冷たい視線で見下ろす。

「待って……」

　凍えるような藍色の視線に怖じけそうになりながらも、ようやく掴んだ袖をもう一度握りしめる。

「お願いよ……、イザーク。私、あのときのことが知りたいの。どうしてあなたが、私との婚約を突然破棄したのか──」

「──知って、どうする？　今さら」

（今さら──）

　終わったことだと告げるような言葉に、思わず息を呑む。

　また涙がこぼれてきそうな瞳をこらえて、震える指で紺色の袖を握りしめ続けた。

「だったら……！　どうして私の処刑のときにカトリーレ様のところにいたの!?　私をはめて殺したのは、カトリーレ様なのに！」

「それが気になって、わざわざここまで来たのか？」

「私は知りたいのよ！」

　泣きたくなる目を、イザークの紺色の袖を持つことで必死に耐えていく。

「あのときなにがあったのか！　本当はどんなことが起こって、私が死なねばならなかったのか！　──そして、なぜ私が今生き返ったのか……」

　ぐっとイザークの袖を引き寄せた。そのまま眉を寄せて、必死に涙をこらえている自分の様子を、イザークはしばらく無言で見下ろしていたが、やがて袖からリーゼの手を振り払った。

「あっ！」

「そんなに知りたいのなら教えてやる。あの日、俺の目の前でリーゼは処刑されて、遺体は焼かれた。それだけだ」

「そんな言い方はないだろう!?　せっかく生き返ったリーゼが訪ねてきているんだぜ!?　もっとほかに言うことが」

　後ろで怒鳴るアンドリックの様子にも、ちらりとしか視線を返さない。

「アンドリック。君がなにを知りたくて、リーゼにそっくりな娘を連れてきたのかは知らない。だが迷惑だ」

「なっ……！　てめえ！」

「これ以上、話すことはない。帰ってくれ」

「イザーク!?」

　思わずリーゼがもう一度手を伸ばしかけたが、こちらに向けられてくるのは刺すように冷たい視線だ。

「帰ってくれ！　君の顔など見たくもない。リーゼのことなど──思い出すのも不愉快だ！」

「貴様！　それが婚約していた相手に言う言葉かよ!?」

　怒ったアンドリックの拳が、イザークの胸ぐらを掴もうとした。瞬間、ぱんとイザークの右手で弾かれる。

「彼女との婚約は、生きている間に破棄した。だから、俺とリーゼとはもう無関係だ。これからは、俺の前に、二度とそのそっくりな顔を連れてこないでくれ」

　一息で言い切ると、そのまま歩き始める。

「待てよ、こら！」

　去っていくイザークを追いかけて、アンドリックがまだ文句を言おうとしているが、リーゼは今聞いた言葉を信じることができない。

（そんな……）

　体中から力が抜けて、敷き詰められた石畳の上に、がくんと膝をついてしまう。

（今のが、イザークの本音？）

　まさか、本当にずっと自分を嫌っていたのだろうか？　だから婚約を破棄した？　罪を犯したことを、最高の言い訳にできるから──。

　そんなはずはないと思いたいのに。涙でぼやける視界の中で、イザークの背中は、どんどんと遠ざかっていく。

（イザーク……）

　待ってよと叫びたい。だが、言葉すら出てこない。代わりに俯いた顔からは、ただ涙がこぼれた。ぽたり、またぽたりと、小道の灰色の石畳を濡らしていく。

（────やっぱり、私が邪魔だったの……？）

　社交界にいつまでも馴染めなかった自分。高価なドレスや宝石のデザインについての会話よりも、故郷を助けることができる技術を持った職人の工房や救貧院を巡ってばかりで、一緒についてきてくれるイザークにはいつも苦笑されていた。

　──だから、本当は退屈な娘だと思われていたのだろうか。

　一緒にいたときに、リーゼらしいと輝くように笑いながら言ってくれた思い出でさえ、今となっては信じることができない。あれほど嬉しかったのに……。

「リーゼ……」

　イザークを追いかけることを諦めたのだろう。怒りながら戻ってこようと振り向いたアンドリックが、小道に座りこんでいるリーゼを見て弱ったように声をかけた。

　そのときだった。こつ、こつと、いくつかの足音が、表の庭に続く方向から響いてきたのは。

　誰かが訪ねてきたのだろうか。近寄ってくる音に、涙に濡れた顔を持ち上げれば、その瞬間目に入ってきた光景に、息を呑んだ。

　前庭に続く薔薇の生け垣に沿った道を歩いてくるのは、三人の男女だ。二人の護衛が、前を進む緋色のドレスに深紅の薔薇をあしらった帽子をかぶる女性を守っている。冬の日差しに、豪奢な巻き毛を揺らしている女性は、得も言われぬ優雅さだ。しかし、その帽子から流れるストロベリーブロンドの輝きには、息が止まるかと思った。

（カトリーレ様……！）

　どうして、今いるのか。

　とっさには動けず、まだ座りこんでいるリーゼの姿に、カトリーレの翠玉色の瞳が留まる。

「あら？」

　目の前に座る人物の姿を捉え、ゆっくりと持ち上がっていく薔薇色の唇に、リーゼは身動きさえできなかった。





（６）現れたカトリーレ






（どうして、カトリーレ様がここにいるの？）

　こつこつという靴音は、まっすぐに、リーゼへと向かってくる。深紅の薔薇をつけた帽子は、すぐ手前まで来て、微笑みながら顔を上げた。まるで面白い生贄でも見つけたかのように──。

「あら？　懐かしい顔があるわね」

　こちらを見下ろしてくるストロベリーブロンドは、冬の日差しを受けて、まるで薄く血を浴びたかのように輝いている。

　翠玉色の瞳が、すっと座っているリーゼを捉えた。

（どうしよう。逃げなければ……！）

　思うのに、胸がしめつけられ息がうまくできない。立とうとした足も震えて、膝にすぐには力が入らないのだ。

（だめよ！　急いで、逃げないと──！）

　また、牢獄に放り込まれてしまう。今度はなにをされるのか、わかったものではない。前回でさえ殺されたのだ。また同じことになる前にと、震える膝を叱咤しながら立ち上がろうとしたが、わずかに遅かったせいか。護衛を従えたカトリーレの姿は、もうリーゼのすぐ前まで迫ってきている。

　逃げる間もなく、閉じた扇の先端が、鋭く刺すように顔に突きつけられた。

　嫌な汗が、体からどっと吹き出してくる。

「どうして、私が昔処刑した娘が、こんなところにいるのかしら？」

　刃物のごとく突きつけられた扇子は、息の根を止めようとしているかのようだ。そのままリーゼを見つめてくるカトリーレの翠玉色の眼差しは、苛烈なまでに容赦がない。とっさに俯いて隠そうとしたリーゼの顔を酷薄に睨みつけると、下げようとした顎の動きでさえも、扇を首に突きつけて止めてしまった。

「リー……！」

　気がついたアンドリックが、慌ててリーゼの側に戻ってこようとしている。遠くで思わず名前を叫びかけたが、急いで言葉を呑みこんだ。

（お願い。気がつかないで……。他人の空似だと思って）

　しかし、カトリーレの金で作られた扇子は、そのままくいっとリーゼの顎を持ち上げていく。強制的にカトリーレの正面に向かされた顔の前では、紅い唇がゆっくりと歪んでいくではないか。

「本当に忌ま忌ましい顔。死んでも私の婚約者につきまとうなんて──」

　緑色の目が、残酷に笑った。

「今度はどうやって殺してやろうかしら？　生きたまま四肢を馬で引き裂いて、亡骸まで粉みじんに踏み潰してやれば、少しはこの胸もすっとするのかしら？」

　綴られる恐ろしい言葉に、心臓の鼓動がどんどんと速くなっていく。

　──苦しい。怖い。

　声を出すことさえできないのに、どうすれば逃げられるというのか。

　脳裏に甦ってくる死刑の記憶に、息さえできなくなってくる。せり上がってくる恐怖を耐えるために、必死で目を閉じて、自分を保とうとしたときだった。

「カトリーレ」

　近づいてきたイザークの声がしたのは。呪縛が解けたように目を開くと、いつのまに奥から戻ってきていたのか。二人のすぐ側に立って、まるで労るようにカトリーレへと手を伸ばしているではないか。

「早かったんだね。約束の時間には、もう少しあるだろう？」

「ええ。でも今日は新しいドレスが届いたから。一刻も早くイザークに見せたかったのよ」

　言いながら手をふわりと広げたカトリーレが着ているのは、まるで紅い薔薇の花びらを重ねたように豪華なドレスだ。舞うような仕草に合わせて、リーゼの前から、すっと扇が離れていく。

　そして、襟と袖口にあしらわれた黒いレースを見せつけるかのように、少しだけ体を捻った。

「どう？　似合っているかしら？」

「ああ、とっても似合っているよ。いつも綺麗だが、改めてこんなに美しい君を見ると、心がとろけてしまいそうになるな」

「まあ──」

　嬉しそうにカトリーレの唇がほころぶ。

（イザーク！）

　目の当たりにした二人の仲睦まじい様子に、リーゼの手が震えてきてしまう。

（そんな……嘘よね？　だって、私には、一度もそんなふうに言ってくれたことはないのに……）

　リーゼが慣れない夜会で陰口を言われないように、せめて身だしなみだけでも王都らしくと、頑張っておしゃれをしても、いつもぶっきらぼうに見つめて『ああ』とか『かわいい』と答えてくれるのが、精一杯だったのに。

　しかし、今カトリーレを見つめているイザークの瞳は、まるでうっとりとしたように甘い。

　イザークの優しい視線を感じて、くすくすとカトリーレも微笑んだ。

「嬉しいわ。イザークのための装いですもの。ところで」

　すっと笑顔が消える。眼差しとともに扇を持った手首が、くいっとリーゼのほうへ折り曲げられた。

「婚約者様にお訊きしたいのだけれど。あの女はなんなのかしら？　どうして私に処刑された女が、またイザークの側にいるの？」

　その言葉に、再度心臓が、どきんと大きく鳴った。

「ああ────」

　ちらりと、イザークがリーゼを見る。わずかに向けられた藍色の眼差しは、今までカトリーレに注がれていたのと同じ瞳だとは思えないぐらい冷たい。

　素早く、アンドリックが、二人の目から守るようにリーゼの前に立った。

　とっさにとったアンドリックの行動を、イザークはまるで嘲るかのように見つめている。

「突然訪ねてきたんだ。アンドリックの縁者だろう？　リーゼの死について、知りたいと言っていたから」

「あの娘の？」

「ああ。そっくりな姿で俺を驚かせるつもりだったらしい。だが俺は、彼女がアンドリックのもう一人の従妹であるリリー・ウィンスギートだと知っている。以前、リーゼが自分によく似ていると言っていたからな」

　そして、アンドリックに視線を定めた。

「そうなんだろう？　アンドリック」

　ぐっとアンドリックの拳が握られる。睨んでから眼差しを一度カトリーレにやり、怒りに震えながら頷いた。

「ああ──そうさ。驚かせて、半年で婚約者を忘れた薄情なお前に、少しでも罪悪感を抱かせたかったんだよ」

「だとさ──」

　呆れたように、イザークが肩を竦めていく。

　おどけたような仕草に、くすくすとカトリーレが笑った。

「馬鹿ね。今さらそんなことをして、イザークが後悔するとでも思ったのかしら」

「まったくだ。悪ふざけには付き合っていられないよ」

「なっ──！」

　アンドリックが叫ぼうとしたが、後ろから伸ばされてきたリーゼの手のひらに、ぐっとこらえる。

　しかし、イザークはそんな二人の様子には気がつかないように、カトリーレの肩へと左手を置いた。右手を白い頬に添えて、そっと優しく囁いていく。

「リーゼは間違いなく死んだんだ。君まで驚かせて悪かったね」

「気にしないで。違う意味で、ちょっと驚いただけよ。あなたが、まだあの娘に未練があったのかと──」

　見上げながらそう言うカトリーレを、イザークが大きく笑う。

「まさか！　彼女が婚約者でいた間、俺はさんざん社交界の笑いものにされていたんだ。あんなので公爵家の妻が務まるのかと。それなのになんで今さら！」

（イザーク！）

　聞きたくはない言葉だった。

「観劇にも夜会にも興味がない。おかげで、俺まですっかり田舎者の物知らず同然の扱いを受けてしまうし」

　大げさに両手を持ち上げて、おどけている。

「だから、別れられて清々したぐらいだ。今さらリーゼのことなんて、思い出すのもごめんだよ」

「まあ──」

　カトリーレが口に手をあてて笑っている。

「それよりも、今日は観劇の帰りに、君が婚礼で身につける首飾りを見に行こう」

「あら？　イザークが選んでくださるの？」

「当たり前さ。花嫁が式で身につける首飾りを贈るのは、昔から夫となる者の務めだからね」

　囁きながら、緋色のドレスを纏うカトリーレの肩を柔らかく抱き寄せていく。

「今は、ただ君との結婚式が一日でも早く訪れるようにと、待ち遠しくてたまらないのに──」

「まあ」

　くすくすという笑い声が、イザークの手の内から聞こえてくる。楽しげに響く笑い声を、これ以上聞き続けるのは耐えられなかった。

　そのままリーゼは飛び出すと、今カトリーレが歩いてきた小道を遮二無二走っていく。

（嘘よ！）

　──あれがイザークの本心だなんて。

　今聞いた言葉が信じられない。ずっとイザークが思っていたことなのだろうか？　本当は嫌なのに、親の決めた婚約者の手前隠していた？　だから、リーゼを置いて、ほかの女性のサロンに出入りをしていたのだろうか？

（私のことをつまらなく思っていたから──）

　涙が、ぽろぽろと頬へとこぼれてくる。手で拭うことさえ思いつかない。視界が歪むままイチイの生け垣の間を走り抜け、切れる息にもかまわずに、ブルーメルタール公爵家の前庭まで駆け続けた。

「おい、ちょっと待て」

　後ろから、アンドリックの声が追いかけてくるが、足を止める気にはなれない。

（こんなことなら、イザークの気持ちなんて聞かなければよかった……）

　せめて、あのまま死んでいれば。以前のイザークとの思い出すべてまでもが、苦しくなることはなかったのに。

　少なくとも、今みたいな辛い思いをすることはなかったはずだ！

（どうして、私は生き返ってしまったの!?）

　どうして。なぜ──。

　石畳を駆けながら何度反芻しても、答えは出てきたりなどしない。

（どうして──！）

　だけど、何回目になるのかわからない言葉を心で叫んだとき、ふと別の恐ろしい疑念が浮かんできた。

　思わず、ぴたりと足が止まってしまう。

（どうして？　──私は本当に生き返ったのだろうか？）

　思い出すのは、リーゼは死んだと繰り返すイザークの言葉だ。

（そうよ……。本当に死んでいたのなら、イザークの言葉どおり、生き返るはずなんてないんだわ。首を落とされて焼かれたのだから……）

　だとしたら、今ここにいる自分はなんなのだろう？　そして、自分に残っているこの処刑の記憶は？

　これだけ生々しいのに、まさかすべてが夢だったとでも言うのだろうか。

（わからない──）

　今の自分の存在も、いや記憶でさえもが本当は幻なのではないかと疑ってしまう。

「おい！」

　思考の淵に落ちそうになったとき、木の陰で走るのを止めていたリーゼの肩は、後ろから急にぐいっと掴まれた。ずっと追いかけてきてくれたアンドリックだった。手は汗で濡れていて、こちらを覗きこむアンドリックの琥珀色の瞳も心配そうに揺れている。

「大丈夫か？」

　息が切れた顔は、ひどくリーゼを案じている。その声に、ゆっくりと体の向きを後ろへ変えた。

「アンドリック、お願いがあるの──」

　確かめたい。イザークが言うとおり、自分は本当に死んだのか。それならば、今ここにいる自分は何者なのかを。

　向き直りながらの突然の言葉に首を傾げているアンドリックへ、リーゼは俯いていた涙で濡れた頬を、はっきりと持ち上げていく。

「私の墓に──連れていって」





（７）リーゼの墓






　訪れた墓地には、もう薄い夕闇が迫っていた。

「こっちだ」

　リーゼの頼みでアンドリックが案内してくれたのは、貴族の墓が並ぶ高級墓地でも、領地にあるはずのシュトラオルスト家の墓地でもなく、都でも少し低所得の者たちの家が並ぶ一角にある共同墓地だった。

　遠くに見える山の陰に傾いた冬の太陽が、今日の最後の姿を浮かべている。もうまもなく夜になるだろう。

　陽が落ちれば、木枯らしが吹き抜ける墓地は真っ暗になる。すでに薄暗い墓地の中を、あちこちに茂ったまま枯れている雑草を踏みわけながら、リーゼはアンドリックのあとに続いて歩いた。ほかの墓から離れたさらに奥──まるで人目から隠すかのようにして建てられた小さな墓へと近づいていく。

「本当は、ちゃんと領地にあるシュトラオルスト家の墓に入れてやりたかったんだ。だが、罪人の体を都から持ち帰ることはならんと言われて──。子爵様も幽閉されることになり、バタバタとしていたから、とりあえず伝手を頼って、お前をここに仮埋葬させてもらったんだ」

　それはおそらく、貴族の墓地に入れるのを拒まれたということなのだろう。大抵の貴族は、自分の領地に専用の墓地を持っている。しかし、中には都で亡くなる者や、思い出のつまった都に埋めてほしいと希望する者たちもいる。都の貴族墓地は、本来そういう者たちを埋葬するための地のはずなのに、わざわざリーゼに限って違うところを探したということは、罪人だから埋めるのを拒まれたのに違いない。

　かさかさと、冬の梢に残った枯れ葉が、乾いた音を立てた。

　その下にひっそりと立つ白い墓は、まるでこれ以上傷つけられたくなくて、隠れているかのようだ。幾重にも折り重なった梢の下で、誰にも見られないように枯れた草の陰に白い姿をひそめている。

『リーゼロッテ・エルーシア・シュトラオルスト』

　墓の表面には細い文字で、リーゼの名前が彫られていた。

（確かに私の名前──）

　では、この下に、自分の体が埋められていたのだろうか？

　ごくりと喉が大きく鳴った。

「でも、リーゼ。自分の墓を見たいだなんて、突然どうして──おい!?」

　だが、次にリーゼがいきなりとった行動に、アンドリックが驚いた。慌てているがかまわない。土がアイボリーのドレスにつくのも無視して屈み込むと、両手で墓を掘り返し始めたからだ。

「なにをしているんだ!?」

　驚いたアンドリックが叫んでいるが、手を止める気はない。ざりざりと爪で土を掻き出しながら、顔も上げずに答える。

「確かめるのよ、本当にここに私の体が埋められているのかどうか！」

「なんでそんなことを!?」

「もし、ここに今でも埋められた体があれば、殺された私の記憶が嘘だったということになるわ！」

　そうだ。今でも中に、顔もわからないほど焼け焦げた体があれば、子爵家に送られた遺体は間違いなくリーゼの身代わりだったということになる。誰かが、リーゼに嘘を思いこませ、死んだように見せかけた。これならば辻褄も合う。

　だけど──。

「でも、もしなければ、やはり私は殺されていたことになる！」

「おい！　だからって墓を掘り返すなんて！」

「嫌なのよ、私は──！　なにが本当で、なにが嘘なのか！　もうなにも知らないまま騙されるのはたくさん！」

「リーゼ……」

　叫んだ勢いで涙がぽろりと出てくる。先ほど受けたイザークの冷たい言葉が、まだ心に残っていたのだろう。涙と一緒に、自分に向けられた冷めた睨むような眼差しも思い出す。

（イザークが言うとおり、本当に私は死んだの？　だったら今生きている私はなんなのよ！）

　わからないことだらけなのだ。イザークの本心も、自分の身に起こったこともすべてを知りたい。

　泣きながら一心に墓を掘り、頬が濡れても手を休めないリーゼの気迫が伝わったのだろう。

「──道具を借りてくる。だから、ちょっと待っていろ」

　くるりとアンドリックの踵が、今来た道の方角へと返された。

「アンドリック……」

　だけど、二歩進んですぐに止まる。急いで赤毛の髪を翻すと、まっすぐにリーゼを指さしてきた。

「いいか！　誰がなんと言おうと、お前はリーゼだ。だから、指先といえど、二度と俺のいないところで勝手に痛めつけるんじゃねえ！」

（それは、無茶をするなということ？）

　口は悪いが、いつも自分を大切にしてくれる従弟の優しさが言葉の端から伝わってくる。思わず、くすっと笑みがこぼれた。頬はまだ涙に濡れているけれど。

（変なの。私は殺されるところまでいったのに）

　指先のささいな傷一つを気遣ってくれる幼馴染みの優しさに嬉しくなってくる。

　そのままアンドリックは背中を向けて入り口のほうへ走っていったが、リーゼを一人にしておくのがよほど心配だったのか。すぐに父が御者に扮してつけてくれた、執事のツェルギドレと墓守から借りた道具を持って帰ってくると、墓の側で切れた息を整えるようにして肩を上下させた。

　はあはあという荒い呼吸が、薄闇の中から聞こえてくる。

「本当に墓を掘り返すのですか？」

　アンドリックの横で、いつも冷静なツェルギドレが、ためらったように白い墓を見つめている。しかし、リーゼが頷くのを見て、アンドリックも首をこくりと縦に振った。

「ああ。リーゼのことを確かめるためだ。協力してほしい」

「ならば、やむを得ませんね。まさか人生で墓あばきをする日が来るとは思いませんでしたが」

　わざと少しおどけたように言ってくれる。肩を竦めながら片目を瞑る仕草には、少しだけ空気が和んだ。だが、すぐに、静まり返った墓場に響き出した音に、誰もが神妙な顔つきになっていく。

　ざくざくと土を掘り返す湿った音だけが、暗くなり始めた墓場の梢に木霊している。太陽はもうすっかり西の空に落ちたのだろう。道具と一緒に、アンドリックが持ってきてくれたランプの光を頼りにして掘り続けているが、周囲はどんどんと闇の中に呑みこまれていく。

　誰の姿も見えない墓場に、ただ土を掘り返す低い音だけが響いた。周囲に植えられた木のどこかでは、梟ふくろうが止まって夜に動くネズミなどを探しているのだろう。どこからともなく、ほうほうという鳴き声が聞こえてくる。

　リーゼが、二人の手元を助けるために掲げたランプの下にある墓の土は湿っていて、とても最近掘り返されたようには見えない。

（──だとしたら、やはり私の記憶が嘘なのかしら……）

　中に埋められているのは、偽物で、自分はどこかに一年間記憶を差し替えて監禁されていた。これならば、話が合わないこともない。

　考えながら息を呑んで見つめたが、やがてアンドリックの動きが止まった。

　スコップの先が、かつんと白い箱にあたったからだ。

「──出てきた」

　一メートルほども掘っただろうか。獣に荒らされないようにと、深く埋められていた先から出てきたものに、掘っていたアンドリックとツェルギドレが、慎重に周りの土を掻いていく。上にのった土を取り除き、穴を広げると、出てきたのは白木の棺桶だった。

　普段ならば黒く塗られる塗装も、貴族の棺によくされている神に捧げる花の装飾もない。本当に、ただ切った木を組み合わせただけの白木の棺だ。しかも、土の中で湿った泥水が染みこんだのか。今は、木の表面にまだらな黒い染みができている。

　土の中から出てきた棺に、リーゼはごくりと息を呑みこんだ。

　アンドリックも緊張しているのだろう。穴の上にいるリーゼを振り返ると、確かめるように声をかけてくる。

「開けるぞ？」

　いいんだなと最後の確認をしてくる視線に、唾を飲んで頷く。

「ええ」

　リーゼの覚悟を感じたのだろう。本当ならば、死者の棺を開けるなんて恐ろしいことなのに、アンドリックとツェルギドレは二人して白木の蓋に手をかけてくれる。狭い穴の中では、地上よりも力がいるのだろうか。

「せーの」

　掛け声と同時に力を入れると、並んで、隙間に指先をかけた棺の蓋を跳ねるようにして持ち上げた。

　途端に広がる腐臭と腐りかけた遺体に、誰もが顔を強張らせる覚悟をしたのに。がらんと音を立てて蓋が外れた棺の中には、なにもなかった。

「──ない」

　地上にいるリーゼがランプを掲げて覗きこんでも、棺の中は空っぽだ。ただ、赤い光で照らされたところどころに、黒い粉のようなものだけが残っている。

「──どういうこと？」

　やはり、自分は殺されていた？　呆然と呟けば、驚いていたアンドリックも手で汗を拭いながら、空の棺を見つめている。

「誰かが以前に掘り返したということか？　リーゼの遺体を墓から出して、そして生き返らせた」

「お嬢様のお葬式は、急だったということもあり、副葬品も満足なものではありませんでした。ましてや、斬首での埋葬ということは人々の口にも上っております。とても墓泥棒が狙ったとは思えません」

「だとしたら、誰かが、以前にこっそりとリーゼの墓をあばいたということだな」

　ふうと、アンドリックが困惑したように息をつく。

「──誰かが、なにかの目的で私をここから連れ出した？」

　そして、生き返らせた？　一体、なんのために？

　わからない。思わず混乱してしまうが、墓穴から上がってきたアンドリックは、ぽんとリーゼの肩に手を置く。

「しっかりしろ。墓守のところに行って、墓が荒らされたりした様子はなかったか、訊いてくるから」

　言い聞かせて、あとから出てきたツェルギドレを振り返る。

「リーゼを頼む」

「はい」

　しっかり者の執事が頷くのに、安心したのだろう。確かめたアンドリックは、振り返ることもなく急いで闇の中の道を走っていくが、残されたリーゼはまだ混乱したままだ。

（私の遺体を、誰かがこの土の下から連れ出した？）

　なんのために？　どうして死んだ者を生き返らせたのかがわからない。いや、そもそも首を落とされた者を生き返らせるという、生死の理から外れたこと自体がなぜできたのか──。

（どうして？　なんの目的で!?）

　なぜあの一年前の夜から、自分の身に次々とこんなにも奇妙なことが起こるのか。

　思わず口にあてた指が、震え出してくるのを止められない。

（一体、なにが私に起こったの!?）

　心で叫んだそのときだった。目がくらむほどの閃光が辺りを包む。闇を貫いて瞳を射る白い光のあまりの眩しさに、目を開けていることすらできない。

「知りたいか？」

　しかし、光の中から響いてきた声に、リーゼは閉じた瞼を思わず開いた。





（８）知らされた命






　眩しくて、辺りがよく見えない。先ほどまで瞼を閉じていたはずなのに、まるで網膜まで焼き尽くされてしまったかのような気がする。

　声のほうを見ようとしても、うまくできない。ほんの少し目を開いただけでも、差し込んでくるおびただしい白い光の中からは、先ほど聞いた女性の声が、再度空間を揺るがしながら響いてくる。

「──汝、求める者よ。どうしても真実を知りたいのか？」

「真実!?　なんの？」

　思わず叫ぶと、あれほど眩しかった光が静まり、きらきらと銀の粒になって空から落ちてくるではないか。

「──誰？」

　その中に、微かに人影が見えたような気がした。問いかければ、相手にもリーゼの声が聞こえたのだろう。

　さらにもう一段光の明度が下がると、白ばかりになった世界の中に、ふわりと女性の姿が浮かんでいる。髪は銀。瞳は燃える火の色、その中心にある虹彩は青と金が微細に混じり合っている。人ではありえないその瞳で、女性は空中からリーゼを見下ろしているではないか。

　神話的な白い衣装で空中にふわりと浮かぶ姿は、リーゼと同じ年頃のようにも見えるのに、醸し出す雰囲気はあまりにも神々しい。

「あなたは──」

　思わず息を呑んで問いかけたリーゼに、相手は火が瞬くような瞳で笑い返した。

「わらわは、女神ラッヘクローネ」

「ラッヘクローネ!?」

　突然名乗られたその名前が信じられない。思わず叫んだが、人では持ち得ないはずの光彩を輝かせる女性は、とても人間だとは思えない。

　それになによりも──今、目の前にいる女性は、神殿に飾られている女神の像にそっくりではないか。

（神官様たちは、女神様の姿を直接見ることができるはず……）

　そこで、はっとした。さっきまで側にいたはずのツェルギドレの姿が見えない。慌てて周囲を見回せば、少し離れたところで、地に伏すようにして倒れているではないか。

「ツェルギドレ!?」

「安心しろ。気を失っているだけじゃ。この会話を、お前以外に聞かせるつもりはなかったのでな」

　ごくりと息を呑んだリーゼに、ラッヘクローネはくすくすと笑っている。

「なんじゃ？　わらわのことが信じられぬのか？」

「いいえ──」

　世界を光で包み、宙に浮かびながら喋る。さらに、人を昏倒させるまでを、すべて瞬時に行った女性は、やはり本物の女神なのだろう。

　だから、リーゼははっきりと顔を上げた。

「でも、どうして女神様が私のところへ──」

「汝が求めたからじゃ。知りたいのであろう？　自分の身に起こった真実を」

「ご存知なのですか!?」

　はっと弾かれたように見つめた。

「教えてください！　どうして私が今ここで生きているのか」

　慌てて近づくリーゼの前で、ラッヘクローネの表情は面白そうだ。少しだけ瞳が、いたずらを告白するように瞬いた。

「簡単なことじゃ。わらわが生き返らせたのじゃからな」

「ラッヘクローネ様が？　どうして──」

　ラッヘクローネは、この国で広く信仰されている神だ。都の家々には女神のシンボルである花が装飾されているし、中央大神殿には毎日捧げられる供物が絶えない。

　もちろん、リーゼも神殿を訪れたことは何度もあった。しかし、神の姿は一度も見たことがなかったのに──。

　怪訝そうな瞳に、ついにラッヘクローネが声を上げて笑った。

「そう不思議がらずともよい。最高の貢ぎ物と引き換えの願いだったからじゃ」

「貢ぎ物……？」

　それがなにを指すのかはわからないが、願った者は最高の供物を女神に捧げる代わりに、リーゼの甦りを望んだということなのだろうか。

「そうでなければ、首を落とされて焼かれた体が、生き返ったりするはずがあるまい！　神の力以外ではの！」

　首を落とされて焼かれた──改めて突きつけられた事実に、ぞっとする。

（やはり私はあの穴の中に入っていたの!?）

　黒々と掘られた墓穴。今はラッヘクローネの力で光に染められて白いが、先ほどまで見た地獄に通じるような暗黒の色をした穴を思い出す。湿った土に埋められて、誰にも会えない世界。

　震える体を両手でかき抱くが、リーゼが思わずしたその仕草にも、ラッヘクローネはくすくすと笑っている。

「──死ぬのは怖いか。すでに一度死んだ身なのに」

「……一度死んだからこそです。私には、その間の記憶がなく、家族が苦しんでいたことさえ知りませんでした……。もう二度と、あんな土の中に戻りたくはないのです」

「ならば、そなたは代わりに誰かを殺さねばならぬ」

「えっ!?」

　驚いて見上げたが、ラッヘクローネは面白そうに空中で膝を抱えている。

「それはどういう──!?」

「人の世において、生死は絶対の理じゃ。命には限りがあるからの。使い尽くせば消えて、金や物で買えるものではない。わらわは、神じゃから約束どおりそなたの再生には力を貸してやったが、命の定量まで変えることは無理じゃ。今は、体を治したときに入れた力の残りで生きてはおるが、仮初めに吹き込んだ命の炎はあとごくわずか。燃やして使い尽くせば、そなたはまた死体に戻る。いわば、死人形よ」

「死人形──私が……」

（そんな……）

　手をあてた胸の奥にある心臓だって、確かに動いている。息だってしているのに。それなのに。

（私はまだ生き返ってはいないの!?）

　衝撃で唇が震えるリーゼの姿に気がついたのだろう。ラッヘクローネが、すっと銀色に渦巻く髪を持ち上げた。

「本来人が生き返るとは、誰か一人の命を奪ったぐらいで足りるものではない。だが、わらわは敗者への慈悲をも司る女神。特別に、その剣で誰かの命を差し出せば、代わりに、その命をお前に吹き込んでやろうではないか」

　ふわりとラッヘクローネの銀の髪が渦巻く。そしてリーゼの前に伸ばされた髪からは、まるで房が一つ抜けるかのように、銀色のナイフが落とされていく。

　からんと、乾いた音が響いた。柄に、白い百合にも似た可憐なカサリエンタの花が装飾されたナイフは、隠し持てるほど繊細な作りだ。きっと誰が見ても、護身用だとしか思わないだろう。

　華やかな細工でも、聞いた事実が恐ろしくて、手を伸ばすことさえできない。

「そんな……誰かを殺して、その命で生きる……なんて」

（そんなこと、できるはずがない！）

　殺せと言うのか。鶏さえしめたことのないこの手で、誰かの胸を突いて。唇が震えてしまうその様子を、ラッヘクローネは、空中で円を描くように銀の髪を流しながら見つめている。

「誰かを殺して生きるのも、そのまま死ぬのを選ぶのもそなたの自由じゃ。そなたの命じゃからの、選ぶ権利を与えよう」

「待って！　お願い、ほかに方法はないの!?」

　手を伸ばしても、白い光はだんだんと弱くなっていく。同時に、中に浮かぶラッヘクローネの姿も、光とともに薄くなっていくではないか。

　必死にリーゼは手を伸ばしながら叫んだ。だが、もう輪郭しか見えなくなった空間からは、容赦のない言葉だけが響いてくる。

「甦りは一度だけじゃ。神からの奇跡をどう使おうが、そなたの自由。わらわはただ楽しむだけ──」

　そして、ふっとすべての光が消えた。

　あとには、ただ闇の中で木立を揺らして吹き抜けていく風の音だけが響く。ざわわわっと騒ぐ風は、リーゼのクリーム色の髪をも夜に揺らした。

　激しい風の中、リーゼの目は、自らの墓穴の前に落とされた銀色のナイフから逸らすことができない。

　──これを取らなければ、またその穴の中に埋められていくことを暗示しているかのように。

　ほうほうと梟の鳴き声が、どこかの木立から聞こえてきた。ぽたっと涙が、頬から流れ落ちていく。

「そう──私はまだ生き返ってさえ、いなかったの……」

　なにが悪かったのだろう？

　カトリーレの恋を邪魔してしまったことなのか？　それとも、つまらないと思われていたのにも気がつかず、イザークに恋をし続けたことなのか？

「どうして……私は生きることすら、許されないの……？」

　ぽた、ぽたっと雫が、頬から膝へと流れ落ちてくる。涙のこぼれたドレスを、ぐっと握りしめた。

（それとも──。親の決めたイザークとの婚約を承諾したこと自体が、そもそもの間違いだったと言うのか……）

　わからない。今となっては、なにが悪くてこうなってしまったのか。

　ただ悔しかった。体はまだ生きることさえ許されてはいないのに、心の中では思い出したイザークへの複雑な恋情が、今も暴れている。

（私は、ただイザークを好きなだけだったのに……）

　涙をこぼしても、脳裏では自分を殺した女とともにいるイザークの姿が甦る。

（私を殺したのは、カトリーレ様なのよ……！）

　だが、今のイザークは、そのカトリーレを選んで笑いかけているではないか。

（あなたは、カトリーレ様が私をはめたことを知っているの？）

　答えは返ってはこない。ただ、まだ生きることさえできない自分を捨てて、幸せに笑っている二人へのたまらない惨めさが、涙を流すリーゼを襲い続けた。





（９）家路への決意






　どれくらいの時間が過ぎたのだろう。

「リーゼ!?」

　暗闇の中からざくざくと走ってくる音がする。よほど急いでいたのか。すぐに「うわっ」という声が聞こえると、闇の中でなにかに転ぶ音が響いた。

「なんで、ツェルギドレが倒れているんだよ!?　おい、なにがあった!?」

　アンドリックが、いつも真面目な執事の頬をここぞとばかりに叩いている。すぐに辺りを見回して、座りこんでいるリーゼに気がついたのか。急いで駆け寄ると、墓穴の前で座りこんでいる肩を掴んだ。

「おいっ！　どうしたんだ!?」

「アンドリック……」

　呆然と顔を上げれば、濡れた瞳でリーゼが泣いていたことがわかったらしい。一瞬アンドリックが息を呑んだが、すぐにぎゅっと逞しい両腕で抱きしめてくれた。

「大丈夫か、なにかあったのか？」

「あ……」

　抱きしめてくれる太い腕の温もりに、心がこちらの世界に戻ってくる。広い胸から伝わってくる体温は、生きている世界の温かさそのものだ。

　だけど、なんて言えばいいのだろう。

（私は、まだ生き返ってはいないって？）

　そして、完全に生き返るためには、誰かの命が必要だと告げるのだろうか。

（そんなこと……どうして言えるっていうの!?）

　ここまで自分を心配してくれている優しい従弟に。包んでくれる腕の温もりに顔をくしゃっと歪ませると、リーゼはただ小さく首を振った。

「なにも……。突然、ツェルギドレが転んで気を失ってしまったから、びっくりして……」

「そうか。こんな暗い墓場に一人だったんだもんな。怖くなったって、当たり前だ」

　リーゼの言葉に安心したのだろう。アンドリックの見つめてくる表情が、明らかにほっとしたものに変わると、やにわに上着を脱いだ。

「あーあ、体も冷え切ってしまって。触ったら氷のようだぞ、お前」

　笑いながら、だぶだぶの上着をリーゼの肩にかけてくれる。

「でも、これを脱いだらアンドリックが」

「俺は平気。盗賊退治とかで薄着は慣れているしな」

「……ごめんなさい……」

　謝りたいのは別なことなのに、アンドリックは上着の話と勘違いしてくれたらしい。ぽんとリーゼの頭に手を置くと、琥珀色の瞳でにかっと笑ってくる。

「気にするな。こんなところで寂しい思いをさせた詫びだ」

　服から伝わってくるアンドリックの体温が温かい。こんなにも体が冷え切ってしまっていたなんて──。心が怯えていたせいで、体にまで気が回らなかった。

「とりあえず帰ろう。墓守の記憶だと、墓が荒らされた気配はなかったそうだ」

「そう──」

（これでまた、誰がなんの目的で、私の甦りを願ったのかはわからなくなってしまった──）

　でも、今はそれを追求する気にもなれないほど疲れていた。

　寂しい墓地の道を、心配するアンドリックの逞しい腕に肩を支えてもらいながら馬車に戻っていく。後ろからは、頬を叩かれて起こされたツェルギドレも頭を振りながらついてくる。墓場の入り口まで辿り着くと、リーゼの様子に、アンドリックが止めてあった馬車の扉を急いで開けてくれた。二人が乗ったことを確認してから、ツェルギドレがすぐに御者台に乗り込んで、馬に鞭をあてる。

　軋みながら馬車の車輪が、暗い墓地から離れ出した。

　外れとはいえ、元々都の一角にある共同墓地だ。いくつかの通りの角を曲がり、人家がたくさん並ぶようになると、暗い墓地はあっという間に見えなくなってしまった。あとには、人が生きていることを示す橙色の光が灯った酒場や店が並んでいる。

　酒瓶を抱えて歌う男たちの声。夜でも泣き止まない赤ん坊に困ったのか、家族のいる家から出て、街頭であやしている母たちの子守歌。どこにでもある──人々の日常の風景だ。

　なんとなく外をぼんやりと眺めていると、向かってきた馬車が窓の向こうを通りすぎていく。帰りが遅くなったのだろう。暗がりを怖がって膝に乗る子供たちに笑いかけながら、走りすぎていく夫人の姿が見える。皆、生きている人間たちの生活だ。

　目を閉じることさえ疲れたようにそれらを眺めるリーゼを乗せて、やがて馬車は都でも貴族たちが住む高級地の一角へと曲がっていった。端に近い通りに入ると、御者は並んでいる邸宅の一番隅へと進んでいく。

　ぶるると馬が鬣を振り、馬車の車輪が止まった。

　同時に屋敷の扉が開き、待ち構えていたように玄関から人が飛び出してくる。

「リーゼ！」

「姉さん！」

「お父様、エディリス……」

　転がり出てきた父と弟を、馬車から降りながら見上げる。その瞬間、突然その二人の肩が後ろからどんと押された。

「リーゼ！」

　そして、一番後ろから飛び出してきた母が二人を追い抜くと、駆け寄ってリーゼを強く抱きしめたではないか。

「よかった……！　無事に帰ってきてくれて──！」

「お母様……」

　リーゼを抱きしめる母の顔には、涙がぽろぽろとこぼれている。どれだけ心配させていたのか──。

「母さんは、姉さんの帰りが遅いから、何度も玄関まで行ったり来たりしていたんだ」

「そんなことを言っているお前も、一分置きに窓の外を見ていたがな」

　にやりと父が笑う。

「ばらすなよ！　父さんだって、何度も門まで見に行っては、溜め息をついていたじゃないか！」

（──皆、私が帰るのを心配して待っていてくれたんだ……）

　帰りを喜んでくれるのが、こんなにも嬉しいものだったなんて。

　思わず目頭が熱くなってしまう。けれど、微かに光ったリーゼの涙を誤解したのだろう。抱きしめていた母が、驚いたように顔を上げた。

「なにかあったの？　もしかして、誰かに見つかったとか、また捕まえられそうになったとか」

「いいえ」

　不審そうな顔に柔らかく首を振る。これ以上心配をかけてはいけない。

「ただ、墓地に行っていたの。本当に埋められたのが、私だったのか知りたくて……」

「まあ──」

　思わず言葉を失った母に今日のことをどう説明すればよいのか迷う。悩んでうまく言えないリーゼを助けるように、横からアンドリックが驚いている家族の顔を見回した。

「──リーゼの墓を掘り返したんだ。結果、中は空で、誰かが掘り返したあとだった」

　一斉に、家族が息を呑んだのがわかった。

「誰がなんの目的で、リーゼを掘り返して、生き返らせたのかはわからない。墓守の記録に荒らされた気配のものはなかったし、周りの草の様子からしても、昨日今日のこととは思えなかった」

　気味が悪いのかもしれない。罪人として死んだはずの娘なのに、なぜか怪物のように墓穴から這い出して地上をうごめいている。女神ラッヘクローネのことを話さなければ、きっと自分は魔物も同然の存在だろう。

「そう──」

　けれど、母の手は、ふわりとリーゼの柔らかなクリーム色の頭を抱きしめた。

「では、感謝しなければね。誰かは知らないけれど、私にもう一度娘を返してくれたのだから」

　──理由も訊かず、それでも自分を愛していると言ってくれる家族。どれほどこの存在が嬉しいか。

「お母様……」

「そうだよ。どんな理由であれ、姉さんが帰ってきたのなら、それが一番だ」

「ああ、もう二度と私たちの前からいなくならないでくれ」

　──言えない。また死ぬかもしれないなんて。

　だけど、頬を伝う涙は今までとは違う温かさで、リーゼの喉を何度もしゃくらせる。

（探そう。なんとかして、生きる方法を）

　二度とこの愛しい家族を傷つけないためにも。

　感じる優しい母の温もりに涙が止まらない。自分を愛してくれる温かな思いを受け取りながら、涙はとめどなく頬をこぼれ落ちていった。








第三章　伸びてくる罠




（１）代わりの命






　翌朝、起きたリーゼは、エディリスと一緒に朝日が白く照らす食堂に入っていった。

「おはよう、お父様。お母様」

「おはよう。リーゼ、エディリス」

　柔らかな珈琲の香りをくゆらせながら、父が少し目を見開いている。

「ゆっくり──眠れたかね？」

　訊いてくる間も、目はぱしぱしと瞬きを繰り返している。

「ええ、おかげさまで」

　父が驚いた表情をしているのは、リーゼの後ろについて入ってきたエディリスのせいだろう。人間ってここまで甘い顔ができるのかと、呆れるほどにこにことした表情で、今では同じくらいの身長になってしまったリーゼの背中に、くっつくようにして歩いてきたからだ。

（一年前は小さかったから、かわいかったけれど……）

　いや、今でもかわいいのだが。中身が成長していないようで不安になってしまう。

「なんだ？　お前まさか、またリーゼと一緒に寝たんじゃないだろうな」

　からかい半分、呆れた声半分で尋ねるアンドリックに、エディリスは「もちろん」と笑顔で応じた。

「せっかく生き返った姉さんが、夜中に、もし具合が悪くなりでもしたら大変だもの。つきっきりで、様子を見ていたほうが安心だろう？」

「いいか、エディリス。世間では十三にもなって、姉と一緒に寝る弟は、間違いなくシスコンと呼ばれるんだ。お前、とっくに怖い話を聞いても眠れない年は卒業しただろうに」

「夜中に姉さんが一人で苦しんでいるかもしれないなんて、これ以上怖い話はないからね。一番近くで見守っていてあげたんだよ。従弟ではできない弟の特権だよねー」

「なんだと！」

　向かいの席でフォークを持ったアンドリックが、舌を出したエディリスに叫んでいるが、とても仲裁する気にはなれない。

（でも、本当に助かった……）

　昨日はあまりにもいろいろなことがありすぎて、ベッドに入ってからも、暗い天井を見つめながら頭の中がぐるぐるとしていたのだ。

　殺された記憶、突然現れた女神の言葉。そして再会したイザークとカトリーレの様子。

　考えないようにしようと思っても、頭の中では二人の笑い声とともに見つめ合う姿が甦り、気がつけば涙がこぼれそうになってしまっていた。

　だから、こんこんとエディリスが扉を叩いてくれたときには、本当に救われたのだ。昔と同じように枕を抱えて廊下に立つ姿には、伸びた背とのギャップで、思わず笑いそうになってしまったけれど。

「はいはい、二人とも。今日のパンは、特別に林檎とミックスナッツを入れて焼いてありますからね」

　香ばしい焼きたてのパンを白い皿に取り分けながら、母が喧嘩をしている二人の間に和やかに入ってくる。表面をパリパリに焼かれたパンの香気が、二人の腹を刺激したのだろう。

　すぐに視線が動くと、目の前に並べられた食事へと取りかかった。

　おかずは、こんがり焼いたじゃがいもに肉とチーズを混ぜて煮込んだもの。ゆで卵は、半月にぎざぎざを入れたかわいらしい飾り切りにされて、赤いトマトと並んで置かれている。もう一つの皿には、いくつかのハムとチーズが並び、好みによって自由に組み合わせて食べられるようになっている。最後にことんとリーゼの前に置かれたのは、大好きなブルーベリーを入れたヨーグルトだ。どうやら、リーゼが好きだったことを覚えていてくれたらしい。

「ありがとう、マナーネ」

　並べてくれた乳母でもあるメイドに礼を言うと、嬉しそうに相手も顔をほころばせた。

　ずっと食べてきた、領地キアリヒの郷土料理だ。田舎料理と揶揄する貴族令嬢もいるが、リーゼは昔からこの素朴な味わいが好きだった。

　ぱくりと食べると、懐かしい味が口に広がる。

「さて」

　家族全員が食事に取りかかったことを、父は見回して確かめた。マナーネの手伝いを終えて席に座った母をちらりと見ると、母が頷いたのに同じように返し、リーゼへと視線をやる。

「実は、昨夜ディジーレと話し合ったんだがね」

　なんだろうと首を傾げると、父はリーゼ、そしてエディリス、アンドリックへと順に視線を向けていく。

「早いが、領地に帰ってはどうかと思うんだ」

「キアリヒへ？」

　驚いたエディリスの様子に、父は深く頷く。そのまま、まっすぐにリーゼを見つめた。

「ああ。都は人目が多い。せっかくリーゼが生き返ったんだ。故郷ならリーゼの素性さえ隠しておけば、ここよりも安心して生きていけるはずだ」

「でも……」

　かつんと、フォークを皿に置いてしまう。

「まだ、都での出仕期間では……」

　領地を持つ貴族は、定期的に宮廷への出仕を求められる。この間に領地の報告、税金などの申告や宮廷から要求されていることの相談などを、多岐にわたって行うのだが、だいたい毎年秋の終わりから春までがその期間になっている。

　リーゼのそんな心配に、父は柔らかく首を横に振った。

「うちは今、基本謹慎期間だからね。いつもとは違い、宮廷には求められたときだけ出仕すれば大丈夫なんだ。社交の必要もないから、お前たちを先に領地に帰して、呼ばれたときだけ私が宮廷に向かえばなんとかできる」

「だけど……」

（お父様は、領地にさえ帰れば私が無事に生きていけると考えているようだけれど。私の体は、本当はまだ生き返ってさえいないのに……）

「俺は賛成だ。一刻も早く、領地に帰ったほうがいい」

「僕も！　また、カトリーレ様に見つかって姉さんになにかあったら……！」

　アンドリックやエディリスは口々に賛成を唱えているが、どうしても頷く気分にはなれない。

（このままではどこにいたって、生きてはいけないわ……。誰が私をこんなふうにしたのかわからない状態から抜け出せるのかさえ怪しいのに──）

「リーゼ。父さんたちは心配なんだよ。もしお前が生き返ったことをカトリーレ様に知られて、また、嫉妬でなにかされたりしたらと思うと」

「それは……心配ないわ。カトリーレ様はイザークと婚約したのだし、彼は私を捨てたのだから……」

　自分で言いながら、胸がひどく痛んだ。

　昨日の言葉を聞かなければよかった。ナイフを見つめながら考えてしまう。

（昨日のあれはイザークの本心？　それとも、イザークが冷たかったのは、私が本当はリリーで、イザークを騙していると思われたから？）

　嘘を言われたと思ったから、腹が立って怒鳴りつけたのだろうか。

　そうだと信じたい。心の半分では、あのときイザークがカトリーレに話した言葉は、でまかせなことを願っているのに、死ぬまでに突きつけられた婚約破棄という事態が、違うと心のもう片方で囁き続ける。

　本当はずっとつまらない娘だと思っていたのだろうか。だから婚約を破棄したのか──。

　そんなはずはないと首を振ろうとしたが、処刑場でカトリーレの側にいたイザークの姿にそれができない。

（本当は私を嫌っていた？　だから私を殺したかったの──？）

　そこまで嫌われていたとは、思いたくはないのに。

（だけど、それならばどうして、私にうんざりとしていたようなことを言うのだろう……）

「リーゼ？」

「あ、はい」

　いけない。父との会話の最中だった。かけられた声に慌てて顔を上げれば、皆が今にも泣きそうな表情になっているリーゼを不安そうに見つめている。

　返事をしなくてはと思ったが、すぐには答えが見つからない。

「少し……考えさせて……」

　瞳を逸らして、家族の視線から逃げることしかできなかった。

（領地に帰ったって、私は、誰かの命を犠牲にしなければ生き続けることができないわ……）

「リーゼ……」

　だけど、故郷のなんの罪もない人たちを巻き添えにはしたくない。

（誰かを代わりに殺すだなんて──）

　恐ろしい。目を閉じた瞬間、なぜか脳裏にはカトリーレの姿が浮かんだ。憎いと思うのと同時に、怖いという感情が膨れ上がってくる。

（いいえ、だめよ。あんなことがあったあとで狙えば、また家族が疑われてしまう──）

　ましてや、家族の幽閉がようやく解けて、都に来たばかりだ。心をかすめた憎しみから無理矢理目を逸らしたが、まさか、このまままた死んで、家族を悲しませるわけにはいかない。

　ならば──。

　ぎゅっと、ドレスを握りしめた。

「わかった。急がせすぎて、困らせたな。お前の気持ちの整理がつくまで待つよ」

　ふと気がつけば、微笑みながら見つめてくる父の眼差しが優しい。泣きたくなるぐらい温かい気持ちで、和やかな朝食を終えると、ついにリーゼは心を決めた。食堂の席を立ち、扉を出たところで側のアンドリックへと向き直る。

「アンドリック、お願いがあるの」

「うん？　なんだ？」

「行きたいところがあるから、一緒に来てくれるかしら」

「おお、いいぜ！　俺でよかったら、どこへでも一緒についていってやるよ」

　急にお願いをしたのに、昔と同じように笑顔で応えてくれる。

「で、どこに行きたいんだ？」

「救貧院──」

　自分でもこんなことを考える日が来るなんて。そう思いながら、陽が昇っていく窓の向こうの空を見上げた。





（２）救貧院の女神






　都の大通りは、今日もたくさんの人々で溢れていた。

　初冬とはいえ、かなり寒くなってきたからなのだろう。皆分厚い外套を着こみ、手袋をはめているが、柔らかな冬の日差しの中を歩く人々の顔は穏やかだ。

　白い光に照らされた馬車の外を眺めてから、リーゼは隣にいるアンドリックを振り返った。

「ごめんなさい。二日も無理を言って……」

「リーゼがそれだけ元気になったって証だろう？　全然かまわないさ」

　自分より背が高くなったのに、座っている従弟は昔と同じように、気楽に手を頭の後ろで組んでいる。

「それで、今日はまた新しい人材探しか？　前にリーゼが見つけて連れてきてくれた連中は、キアリヒで新しい製品を生み出すのに毎日楽しそうだぞ？」

「今でも、皆残ってくれているの？」

（私のことがあったのに──）

「ああ。職人なんて、とにかく物作りが好きな連中の集まりだからな。いつもどうやったらよい製品を生み出せるのか、工房を覗きに行けばそればっかりさ」

「そう──」

　一年も前に、自分の見つけた人たちが、今も故郷の発展のために頑張ってくれている。そう思うと、やはり素直に嬉しい。

「だから、俺も一度はお前と一緒に職人のスカウトをやってみたいと思っていたんだ。だけど、いつもイザークが一緒で、俺の出番はなかったから──あ……」

　慌てたように、アンドリックが口を塞いだ。きっとリーゼの顔色が変わったことに気がついたのだろう。

（イザーク……）

『帰ってくれ！　君の顔など見たくもない。リーゼのことなど──思い出すのも不愉快だ！』

　頭の中で、昨日のイザークの言葉が甦ってくる。

（だめよ。今考えては──）

　思考を止めようと思ったのに、脳裏ではまた別な言葉も甦る。

『領地のために、リーゼは本当に頑張り屋さんだな。それなら社交が苦手でも、安心して公爵夫人を任せられるよ』

　いつだったか、救貧院へ一緒に行ったときに、微笑みながら話してくれたイザークの言葉。

（だったら、あれはなんだったの？　そんなに私といるのがつまらなかったのなら、付き添いなんて頼まなかったし。一緒に行くときは、もっと公爵家にふさわしい場所を選ぶように頑張ったのに──）

　一体どちらの気持ちが真実だったのだろう。

「リーゼ？」

　考え込んでしまったが、横からかけられた言葉に、はっとして首を振った。

（いいえ！　今は悩んではだめ！　どちらにしても、私にはこれしか生きる方法がないのだから！）

　イザークのことは、今は忘れよう。鞄の中に忍ばせているカサリエンタの花が装飾された銀のナイフを、皮の上からそっと押さえて確かめてみる。

（これで人の命を奪うなんて恐ろしいけれど。ほかに方法がないのなら……）

　せめて、命がもう長くない人を探してみよう。病に侵されている人ならば──と考えたとき、通りを曲がった先に現れてきた救貧院の赤い屋根が目に入った。

　からからと馬車は響きを上げて、通りを少し入った先にある煉瓦造りの建物へと近づいていく。だんだんと大きくなってくる建物は、貴族の邸宅を見慣れたリーゼからすれば質素な造りだ。どこか病院を思わせるような形の両棟が広がり、馬車が入った庭には、たくさんのシーツや洗濯物が冬の明るい日差しの中に干されている。

　痩せた何人かが、庭の端に集まり石を砕いているのは、石屋から依頼された仕事なのだろう。あまり高い賃金の仕事ではないが、ここでは貴重な現金収入源だ。

　ほかにも、使い古した縄をほどいて、繊維に戻す仕事をしている人たちもいる。

「皆痩せているな……」

「そうね。お仕事がなくなって、流れてきた人が大半だから……」

　ぽつりとこぼすアンドリックに頷きながら、玄関のベルを鳴らす。

　すると、立派な馬車の到着に驚いたのだろう。急いで走ってくる音が響き、木の扉が開けられた途端、相手の顔が固まるのが見えた。

「こんにちは、フェルカール卿」

「リーゼロッテ様……」

　本来富豪の出でありながら、強欲な父の商会が多くの職人を潰したことを恥じて、この救貧院で働いているというフェルカールだ。多数の職人の再出発を助けた功績が認められ、一代限りの男爵位を授けられた人物でもある。過去に訪ねたときには、何度も優秀な人材をリーゼに紹介してくれた。それだけに、彼の中でまだリーゼの面影が忘れられていなかったことに、少しだけほっとしてしまう。

「私は、リーゼの従妹のリリー・ウィンスギートです。従姉が生前、よくこちらに人材の勧誘に伺っていたとお聞きしていましたので」

「ああ──」

　死んだ亡霊が現れたわけではないとわかって、ほっとしたのだろう。フェルカールの顔がはっきりと緩むと、すっと手を横に出して中へ招いた。

「確かに、リーゼロッテ様には、よくこちらで、生活に困っている職人を領地に雇っていただきました。皆腕はよいのですが、材料費の高騰や、友人の借金などで店を奪われたりした者たちだったので、こちらでは彼らの再出発に力を貸してくださったリーゼロッテ様は、女神のように敬われていたのです」

「へえ──」

　後ろからついてくるアンドリックが、少し驚いた声を上げている。リーゼもまさかそんなふうに自分の行為を受け止められているとは知らなかった。

「いえ……リーゼは、彼らのおかげで故郷が発展するのが嬉しいと、そればかりを言っていましたから──」

　そんなたいそうな考えではないと柔らかく否定したつもりだったのに、フェルカールは笑顔でそれを吹き飛ばす。

「それがありがたいのですよ。貴族の方々は、食い詰めた者には金と食料を与えればよいとお考えですが、彼らが本当にほしいのは、それまでの自分の経験を生かせる仕事です。領地で新しい製品を開発してほしい──生活費の面倒は見るからと。これほど職人にとって嬉しい話があるでしょうか」

「ふうん」

　後ろから、アンドリックが、にやにやとリーゼの顔を覗き込んでいる。

　だけど、リーゼにしてみれば、嬉しいのと同時に、ぎゅっと心臓を掴まれた気分だ。

（私は、そこまでの考えではなかったのに──）

　ただ故郷に新しい産業を興せて、住んでいる人たちの暮らしが楽になればいいと思っていただけなのだ。

　感謝の言葉を耳にすればするほど、今持っている茶色の手提げ鞄の中に忍ばせたナイフがあることを思い出して、胸がぎゅっと痛くなってくる。

（私は、今日はここに、代わりに命をくれる人を探しに来た……）

　いくら自分が生き延びるためとはいえ、誰彼かまわずに命を奪うことなどできるはずもない。

（ならば、もう長くはない人なら──）

　もちろん、相手に心残りがあるのなら、叶えられるだけのことはしよう。残される家族が心配ならば、できる限り生活の援助もするつもりだ。

（だから、ごめんなさい。でも、こうするしかないの！）

　心の中で詫びながら、アンドリックを振り返る。

「アンドリックは、元気な方たちが集まる右の棟に行ってくれるかしら。そこで、珍しい技術や、よくあるものでも一流の技を持っている職人さんを探してほしいのよ」

「了解」

　にかっと笑うと、フェルカールから案内を一人借りて、背を向ける。

「あ、でもなにかあれば大声で呼べよ？　すぐに行くから」

「ええ」

　笑顔で手を振りながら、フェルカールへと向き直る。

「それで、あの、今日は……」

（どうしよう。重病の人のところへ案内してほしいなんて言えば、怪しいと思われるかしら）

　でも、ほかに方法がない。悩んでいる間に、先に口を開いたのはフェルカールのほうだった。

「そうそう。実はご令嬢にぜひ、会っていただきたい方がいるんですよ」

「え？」

「とても精緻な金細工を作る職人なのです。工房を開いていたんですが、火事に遭いましてね」

「まあ」

「運悪く病も患っていたことから、一文なしになってしまい、こちらに預けられたのです。でも、働きの悪くなっていた心臓を治す手術も無事成功したので、あとは本人の気力次第なのですが……」

「つまり、私にその方を励ましてあげてほしいということでしょうか？」

　ははとフェルカール卿は頬を掻く。

「そのとおりです。一文なしになって、家族もいない。でも、雇ってくれる仕事があると言えば、きっと本人も頑張ろうという気になれると思うんですよ」

　身寄りがなくて、なんとか一命を取り留めた人物。

（適任だわ……。申し訳ないけれど）

　きっと、その金細工師が死んでも、誰もリーゼのことを疑わないだろう。

「ここです」

　案内されるがまま、リーゼは大部屋のカーテンで区切られた一角へと入った。

　中には、消毒薬の匂いと、わずかな薬品の香り。目の前では、初老ぐらいだろうか。ベッドの上で体のあちこちに包帯を巻かれた人物が眠っている。

「お薬はどんなものを……」

「あいにく、ここで手に入るのは痛み止めと消毒薬。どうにかトリフォニカンを少し投与できましたが、それで精一杯で」

「そうですか……」

　トリフォニカンは、心臓薬の一種だ。確かに貧しい者を受け入れて治療している救貧院では、使える高価な薬はそれで限界だろう。

「眠っておられますね。起きられるまで、少しだけ側についていてもいいでしょうか」

「ええ！　どうぞ。せめて言葉だけでも励ましてくださるとありがたいです」

　ベッドの側の椅子に腰かけるリーゼを見て、フェルカール卿は喜んで二人きりにしてくれた。

　周囲とベッドを区切る白い麻のカーテンが閉められていくのを見届けてから、静かに患者のほうへと向き直る。

（今なら──誰にも不審に思われない）

　茶色の鞄の中に手を入れて、そっと銀色のナイフを確かめる。カサリエンタの花を描いたナイフは、誰にも見られないように、白いレースのついたハンカチの内側へと隠してある。

　今ならば、そこから出して振り上げたとしても、気づく者は誰もいないはず。

（ごめんなさい──）

　ベッドの上で、荒い呼吸を繰り返している男の顔を見つめる。少し皺が寄り始めているが、まだ老人というほどではない。だが、普通ならば、もう十代後半になる息子がいてもおかしくはない年だろう。

　幸い手術をしたあとなので、リーゼが命をもらうためにこっそり彼の心臓を刺したとしても傷が開いたというぐらいにしか、皆思わないはずだ。

　特にここは救貧院。手術道具だって、一般の病院に比べればまともにあるわけではない。

　鞄の中に忍ばせたナイフを、静かにハンカチの上から握っていく。

　ごくりと、喉が渇いた嫌な音を立てた。

（ごめんなさい！　もし、あなたの身内が見つかったら、どんな償いだってするわ！）

　だから、もう消えかける命を私にちょうだいと、リーゼはハンカチごと取り出したナイフを、おもむろに患者の上へと掲げていった。





（３）自分らしく生きる道






　銀色のナイフは、ハンカチに包まれたまま、患者の上へと持ち上げられていく。

　わかっている。このまま振り下ろしたのでは、すぐにリーゼの仕業とばれてしまうだろう。気づかれないようにするためには、患者の胸に巻かれている包帯を緩めて、そこから縫われた傷口の合間を刺さなければ──。

　わかっているのに、左手が震えて、うまく包帯の結び目を解くことができない。ほんの少し緩めて、そこから刺すだけだというのに──！

　怖々とリーゼの左手が、包帯の結び目にかかったときだった。

　今まで目を閉じていた患者が、苦しげに口を開け、切れ切れに言葉をもらしたのは。

　はっとリーゼは持ち上げていたナイフを下ろした。見れば、患者の指は、いつのまにか縋るように、リーゼのドレスを握っているではないか。

「たす……け、て……く、れ」

　患者の乾いた唇からこぼれてきた言葉に、雷に打たれたように目を見開く。

　きっと自分を救貧院の看護師と勘違いしているのだろう。縋りつくように持たれた指は、しっかりと服を握りしめ、まるで泣くように声をもらしているではないか。

「死にたく……な、い……。まだ、死にたく、はない……んだ……！」

（私はなんてことを──）

　とんと、持っていたナイフが、ハンカチごと患者にかけられた布団の上に落ちていく。力なく落ちた刃物は、綿の上掛けに刺さることもなく、ただ跳ねて止まった。

「ごめんなさい……」

　もう少しで、カトリーレと同じになるところだった。

（処刑台で、あれほど無実の罪で死にたくないと、願っていたのは私なのに……）

　今度は自分が、なんの罪もない人を、自分の欲のためだけに殺すところだった。

　気がついた事実に、とめどなく溢れてくる涙を拭いもせず、縋ってくる男の手を静かに握ってやる。きっと長い間、仕事一筋に打ち込んできた手なのだろう。脹れた関節と手のひらに刻まれた細やかな皺で、彼がどれだけ長年この手だけで生きてきたのかがわかる。立派な──職人としての魂を感じさせる手だ。

　だから、服を掴んでくる手を、力をこめて握った。長い間、炉の近くで作業をしていたせいだろう。赤く焼けた肌は、職人としての歳月を感じさせる。

「あ、あんたは……？」

　リーゼが力を入れたことで意識が戻ったらしい。苦しそうに、薄く目を開いた男を見つめると、リーゼは、さらに強く手を握りしめた。

「フェルカール卿からご紹介を受けました。一流の金細工職人だそうですね」

　言えば、男の目は辛そうに歪んだ。

「そうだ。いや、そうだった。だが、火事で工房も道具も全部なくしちまって、もう依頼を受けることなんかできはしねえ……」

　声にひそんでいるのは、悲しみだ。捨て鉢に呟きながらも、今まで自分が培ってきたすべてがなくなってしまったことに、絶望しかけている。

　だから、わざと包むように両手で男の手を握りしめた。

「なにを言われます。まだあなたには、この手という技があるではありませんか？」

　男の目が驚いたように見開く。

「我がキアリヒでは、領地の発展に役立つ技術者をいつでも募集しております。私が領主への紹介状を書きましょう。ですから、治ったらぜひ我がキアリヒに、リリー・ウィンスギートの紹介だと告げて訪ねてきてください」

　名前は従妹から借りたものだが、父に事情を話しておけば、リーゼが見つけた技術者だということは、すぐに理解してもらえるだろう。

「もちろん、衣食住の面倒は見ます。あまり高額なお給料はお支払いできませんが、領地でやり直すのに十分なだけはあるはずです」

「あんた……女神様かい？」

　まさか、そんなことを言われるとは思わなかった。

「違います」

「へっ。そうだよな。神殿の女神様はなにもしてくれねえもん。俺はあんたに会えて幸運だ」

　まさか、そんなふうに言ってもらえるなんて──。

（そうよ。生きるために、私らしさを捨ててどうするの）

　きっとこれは自分が選ぶべき方法ではない。そう思うと、落としたナイフをハンカチに包んだまま、鞄から取り出した封筒と入れ違いに、静かにしまえた。

（きっと、ほかにも方法はあるはず──）

　いくら自分に残された命が少ないとはいっても、まだ生きられる時間はあるはずだ。それならば、少しでも自分らしく生きられる方法を探そう。決めると、心がひどく明るくなった。

　だから、ほかに何通かの紹介状を書いて救貧院をあとにしたときも、心は爽やかで、足はスキップを踏むのに近い軽やかさだった。

「よい技術者が見つかったみたいだな」

「ええ。一流の金細工職人よ！　治ったら、必ずうちに来ると約束してくれたわ。アンドリックは？」

　あとで心臓によく効く薬を届けさせようと考えながら馬車に乗ると、続いて側に座った従弟も、にかっと笑う。

「俺もよい人材を見つけたぜ。腕っ節が強くてさ、聞けばずっと傭兵として活躍していたらしい」

「傭兵？　でも、今は、戦争はしていないけれど……」

「戦争がなくったって、領地では盗賊や流れてくる荒くれ者を取り締まる連中が必要なんだ。いくらうちが平和でも、ほかからわざと田舎を狙ってやってくる奴もいるしな」

「そうなんだ」

　──いつのまにか、アンドリックがこんなにも成長している。

　伸びたのは背だけではなかったらしい。見上げるほど大きくなった従弟は、一年の間に、リーゼの気がつかないところまで考えられるようになっていた。

　赤毛の姿を見上げて、思わずくすっと笑う。

「そこまでは気がつかなかったわ。ありがとう」

　そう言うと、明らかにアンドリックの頬が赤くなった。髪と合わせて、まるで全身が蛸のようだ。気恥ずかしいのか。ふいっと琥珀色の瞳が逸らされる。

「ま、まあ──俺もキアリヒでは、子爵様のところの騎士団に入団したからな」

「えっ!?　アンドリック、騎士になったの？　いつのまに──」

「おう、俺は騎士になるのが夢だったからな！　だからここ一年、騎士団のウィンスギート隊長やノイスハム隊長たちに頼んで剣以外も徹底的にしごいてもらって、やっと三か月前に正式な騎士として認められたんだ」

　その甲斐あって、今回都に行く子爵様の護衛を命じられたんだと話すアンドリックの顔は、本当に誇らしそうだ。

「そう──」

　どうして、一年前に騎士団に頼み込んだのか。きっと、アンドリックもあの事件で、血反吐を吐くような苦しい思いをしてきたのだろう。

（だけど、きっと乗り越えようと頑張ったのだわ）

　どんなに苦しくても。

（それなら、私もいつかは、きっと乗り越えられるはず……）

　今は辛いことがあっても、前を向くしかない。

　ふと、思い出しそうになってしまったイザークの面影を慌てて打ち消す。今思い出せば、きっと暗い顔になるだろう。今でもイザークを思い出すだけで、泣きたくてたまらなくなるのだから。

　だけど、ここまで付き合ってくれた幼馴染みに心配をかけたくはない。だから、わざと明るい声でおどけて誤魔化した。

「でも、アンドリックは昔からピーマンが嫌いだったから、今でも騎士団の食事では泣いていそうね？」

「ピーマンは人間の食べ物じゃない。だから、いつもこっそりと馬にやっている」

　苦いピーマンの実を与えられた馬が、どんな顔をしていたのか──。

　きっと飼い葉を食べながら、文句の嘶きをしたのに違いないと思うと、知らない間に笑みがこぼれてきてしまう。

　くすくすというリーゼの優しい笑い声が、馬車の中に満ちた。

　そのまま、馬車は都の大通りに戻り、やがていくつかの通りを越えて、貴族街に並ぶ子爵邸の庭へと入っていく。

　だけど、まだ笑いが収まらない。

「お前が、とうもろこしをまだ食べられなかったら、同じぐらい笑ってやるからな！」

「おあいにく様。私は、缶詰にされていなければ平気ですよ──だ」

　ぺろっと小さな舌を出しながら、先に馬車を降りたアンドリックが差し出してくれた手のひらを取る。昔と同じように重ねたが、大きな手のひらになった。生き返る前は自分と同じくらいで、よく大きさの比べっこをしては、勝ち負けを競っていたのに──。

　男らしくなった従弟の手のひらを感慨深く見ていると、急に正面にある玄関の扉が開いた。そして、弟のエディリスが息急き切って出てくる。

「姉さん！　大変だよ！」

　嫌な予感がしたのは、エディリスの顔色が真っ青になっているからだ。そのまま、エディリスは玄関を飛び出すと、馬車の側にいるリーゼへと駆け寄ってきた。青い顔で、手に持った白い紙を掲げる。

「カトリーレ様から、手紙が来たんだ」

「カトリーレ様から!?」

　なんのために──。

　不吉な予感に苛まれながら、リーゼは震える手つきで弟の持つ手紙を受け取った。





（４）カトリーレの招待状






　開いた手紙からは、ふわりと薔薇の香りが漂った。きっと香水をつけた手で書かれていたのだろう。紅い薔薇をワンポイントのように上部にあしらった便箋からは、王族にふさわしい気品と洗練された気遣いが感じられる。

「こちらのお嬢様にと、使者がわざわざ言づけていったんだ。だから、これはひょっとしてと思って……」

「当たりよ。これは私宛だわ」

　封筒の宛名も、便箋に記された最初の名前も、リリー・ウィンスギートになっている。だが、本物のリリーは、シュトラオルスト領の騎士隊長に嫁いだ叔母の子供で、カトリーレとはなにも面識がないはずだ。それならば、これは昨日会った自分に向けて送られてきたことになる。

（どうして、私に……？）

　リリーとして会ったのは、昨日だけ。なのに突然の連絡──。さすがに不気味なものを感じてしまうが、読まないわけにもいかない。意を決して、リーゼは視線を、流麗な文字で綴られた文面へと落とした。




【リリー・ウィンスギート嬢。

　昨日は突然のことに驚き、失礼をしました。

　つきましては、令嬢に働きました無礼をお詫びするため、三日後に私が主催するお茶会へとお招きしたく存じます。

　どうか、先日の非礼を水に流し、ご参加いただけますよう】




　読んでいる声が震えていく。

「これは──！　もしかして、カトリーレ様はあのときリーゼが生き返ったことに気がついたんじゃないか!?」

　側で一緒に文面を追っていたアンドリックも、書かれていた言葉に突然叫んだ。

「どう見ても、これはリーゼを呼び出すための口実だろう!?」

「どうしてカトリーレ様が、姉さんにこんな手紙を!?　それにどうして、リリーの名前で!?」

「昨日……イザークのところで会ったから……。そのときにリリーと名乗っていて……」

「なっ！」

　震えながら答えた言葉に、エディリスが目を開いて固まっている。奥にいた両親も、強張っているリーゼの様子に急いで駆けつけてきた。

「どうして、そんな大切なことを言わなかったんだよ!?」

「混乱していたのよ……！　昨日はいろんなことがありすぎて……」

　突然生き返った自分。自分を嫌っていたというイザーク。墓の中になかった自分の遺体。

　さらに、告げられた女神の言葉で、すべてが混乱して、もうなにもきちんと考えることができなくなってしまっていた。

「すまん。子爵様には夜に話したんだが……」

　困ったように頭を掻くアンドリックに、ああだから父が今朝あんな話を言い出したのかと納得してしまう。

　きっと疲れ果てたリーゼが寝室に入ったあと、改めて話し合ってくれていたのだろう。だから、父と母が、今朝になって急に領地に帰ることを提案してきたのだ。

「危険だ！　今すぐ領地に帰ろう！　もし姉さんが生き返ったことに気がついたのだったら──」

　きっとカトリーレは容赦をしない。首を落として焼いたのでさえ生ぬるいと言っていたのだ。今度は決して蘇生などできないように、粉々に全身を砕いて、元の形などなに一つ残さないのに違いない。

「そうだ、リーゼ！　今すぐに隠れよう！」

「先にお前だけでもどこかに隠れなさい！　あとはなんとでも言い訳ができるから」

　慌ててリーゼに駆け寄る父と、すぐに身仕度を調えるべく使用人に命じようとしている母。

「いいえ！」

　その姿に、リーゼは鋭く叫んだ。

「いいえ……。だめよ」

　読んだ次の文面から目を離すことができない。

　そこには、今までと同じ巧みな文字で、まるで紙の奥から笑うように綴られているではないか。




【もちろん、都のお茶会に不慣れでご心配ならば、社交界をよくご存知のシュトラオルスト子爵夫人をご同席いただいてもかまいません。シュトラオルスト子爵夫人は、現在謹慎中の身ですが、私が陛下にかけ合いましょう。まさか、夫人も国王陛下の認可をいただいた私の言には逆らわれませんでしょうし】




（私が行かなければ、お母様を反逆罪に問うということ──！）

　そして、リーゼがした無礼のすべてを、母の責任にするつもりなのだろう。

（これは──脅しだわ。いつでも、お母様を処刑台に送れるという……）

　手がわなわなと震えてくる。自分だけではない。母まで無実の罪に問おうというのか──。

　あまりのことに唇を噛みしめた。ぎゅっと噛んだ唇は痛いが、生きている証拠だ。

　だから、心を決めて頭を持ち上げる。

「私──行くわ」

「危険だ、リーゼ！」

「そうだ！　カトリーレ様はなにをするかわからないよ！」

　口々にアンドリックとエディリスが叫ぶが、きっと前を見据える。

「だからこそよ。カトリーレ様は、次はお母様を処罰すると、この手紙の中で脅しているわ。私が行かなくても、お母様を反逆罪に。一緒に行っても、非礼を働いたと断罪の理由にするつもりならば、私が一人で行ったほうがましだわ！」

「でも！」

　言いかけて、アンドリックが手を握りこんだ。きっと今のカトリーレの立場ならば、罪のない母の投獄など簡単だということに気がついてしまったのだろう。握りしめられた拳が震え、やがて絞り出すように声がもらされた。

「わかった……。だが、俺も行く……。二度とあんなことにはさせやしない。そう俺は誓ったんだ──」

「アンドリック……」

　真っ青になりながらリーゼを見つめてくる従弟の顔は真剣だ。琥珀色の瞳が、まるで射貫くかのように、力強く注がれてくるのを頼もしく見上げる。

「うん、ありがとう……」

　この言葉は信じられる。




　その三日後。リーゼはカトリーレに会うために、馬車に揺られていた。向かうのは、都でも王宮のすぐ近くにあるルクストリール地区だ。ゆっくりと近づく大公家の壮麗な建物は、まるで宮殿かと見まがうばかりに美しい。陽に照らされた黄色の壁が黄金さながらにきらめき、いくつも並んだ柱と窓が、近くを通る者を威圧するかのように見下ろしている。陽に輝く紅い屋根が、どこかカトリーレを思わせる雰囲気に、リーゼはごくりと息を呑みこんだ。

（これから行くのは、私の戦場──！）

　負けることは許されない。今度こそ生き残るために。

　馬車を降りると、これからお茶会が行われる豪奢な建物を強い視線で見上げた。





（５）お茶会の罠






「こちらでございます」

　屋敷から出てきたメイドが、リーゼたちを案内したのは、広い庭を見渡すように造られた棟の一角だった。

　金で装飾された扉は、白くてもひどく重厚だ。見上げた天井にも、さまざまな金の装飾が施され、醸し出す豪華さが、まるで威圧するかのようにリーゼたちの上にのしかかってくる。

　扉を見上げ、一度ごくりと唾を飲みこんだ。

（大丈夫よ……。これで合っているはずだわ）

　身につけているのは、薄紫色のドレスだ。少し広がった襟元には、細やかな刺繍が施され、繊細なレースで作られた裾は、まるで夜明けの空のように軽やかに体を覆っている。

　昔──まだイザークが冷たくなる前に、聞いたことがある。

『カトリーレのお茶会は、季節によってドレスの色を変えるんだよ』

『まあ、ドレスの色を？』

『ああ、春ならピンク。今の冬なら紫。おかげで、よく似たドレスばかりで、ただでさえ思い出すのが大変な女の子の名前を、さらに思い出しにくくなって、いつも困る』

『あらあら。イザークでもそんなことがあるのね』

　くすくすと笑ったが、そのときに、ふとイザークが言ったのだ。

『そう言えば、リーゼはあまり紫色って着ているのを見たことがないな……』

『言われてみれば、ないわね。気品のいる色だから、なんとなく似合わないような気がして。気後れしてしまって』

『そんなことはないと思うけれど……』

　シナモンを入れたお茶を飲みながら、ぽつりと呟いたイザーク。その数日後だった。このドレスが、公爵邸から届けられてきたのは。

　見た瞬間あまりにも綺麗でもったいなくて。だから、着ていったのは、公爵邸にお礼に伺った一度きりだけ。

　見てもイザークは、「ああ、かわいい」とぽつりと言っただけだったので、やはり自分には釣り合わなかったのかと、社交の場には一度も着ていかなかったのだ。

（だけど、これならば、カトリーレ様に私とはばれないはず──）

　イザークのことを思い出せば、やはり胸は痛むが、今は悩んでいる場合ではない。

（とにかく──身につけているもので私とばれたり、揚げ足を取られたりすることがないようにしなければ）

　きゅっと唇を噛みしめると、側にいるアンドリックを見上げた。濃紫こむらさきの上着を纏ったアンドリックにも、言いたいことが伝わったのか。緊張した表情で頷いてくれる。

　意を決して、メイドが開いてくれた扉の中へと、一歩進んだ。

　広い公爵邸の庭が見えるガラスの大窓を背にして、カトリーレは優雅に深緋こきひ色のソファに座っている。後ろに数人の護衛を従え、赤紫のドレスを優雅に着こなしている姿は、まるですでに女王様のようだ。見回した周囲にも、色とりどりの紫のドレスを身につけた令嬢たちが座っているが、誰の顔も入ってきたリーゼの姿を見て青ざめている。まるで見てはいけないものに出会ってしまったかのように、顔色が白くなり、唇はわずかに震えてさえいるではないか。

「ようこそ。ウィンスギート嬢」

　だが、カトリーレは優雅にリーゼへと手を伸ばした。見つめてくる視線に、失礼を咎められないように気をつけながら、丁寧にお辞儀をしていく。

「本日はお招きくださり、ありがとうございます」

「こちらこそ嬉しいわ。皆さん、こちらはリリー・ウィンスギート嬢。シュトラオルスト領を守るウィンスギート騎士隊長のお嬢さんですわ」

「シュトラオルスト領──」

「ええ。リーゼロッテ嬢の従妹とお聞きしているわ」

「ああ──」

　ようやく周囲に、ほっとした空気が流れた。

「そうだったんですか。あんまりそっくりなので、私ったらてっきり──」

「てっきり幽霊でも見たって言いたげな表情だな」

　ぼそっとアンドリックが、リーゼにだけ聞こえるように呟く。

「陰湿ないじめをしていたから、死んだあとまで亡霊に怯えることになるんだ」

　確かに。リーゼを愛している父や母、エディリスはリーゼに似ているというだけで、生き返ったのかと喜んですぐに屋敷の中に入れてくれたというのに──。ほっと安堵している令嬢たちの顔を見ると、なんとも言えない人の弱さを感じる。

「そう言えば──」

　続けて投げられたカトリーレの言葉に、はっと意識を引き戻された。顔を少し上げれば、座ったカトリーレが、リーゼを見つめたままくすっと笑っている。

「お茶会の服のこと。書き忘れていましたのに、よくわかりましたわね？」

「え……？」

「それとも誰かに聞いたことがありました？　例えば、イザークとか」

（やっぱり──私がリーゼだと疑っているの!?）

　だからここに呼んだのか？　疑いを確かめるために、わざと招待状にドレスのことを書かなかった？

「いえ……偶然です」

　心を隠して、にっこりと笑い返す。その言葉に、くすくすとカトリーレは笑った。

「偶然！　あの田舎令嬢の縁者にしては、気の利いたデザインの品を持っているわね。まるで都の最先端ブランドか、公爵家お抱えのデザイナーが作ったかのような──」

（間違いない！　私のことを疑っているんだわ！）

　さっと顔色が青くなる。だけど、カトリーレのくすくすという笑い声はまだ続いていく。面白げに部屋に広がり、そしてやっと収まった。

「まあ、いいわ」

　すっと扇を持ち直す。

「では、新しく来られた方の役目として、皆にお茶を淹れてくださるかしら？」

「なんで！　それは侍女の役目では──」

　アンドリックが叫ぶが、カトリーレは涼しい顔だ。ゆっくりと扇を広げると、口元を隠して薄く笑う。

「あら？　侍女扱いしたとお怒り？　でも、私のお茶会では新参の方には、親睦を深めやすいように皆さんへお茶を淹れていただくのよ。ねえ──」

　くるりと振り返った緑色の瞳が射貫いたのは、先ほどリーゼを見て幽霊かと怯えていたあの令嬢だ。

「え、ええ……そう！　そうでしたわ！」

　手を叩いて頷いた令嬢の隣に緑の目が動く。次に座っていたのは、あの日の夜会で、カトリーレとイザークが似合いだと呟いていた侯爵令嬢だ。

「そうですわ！　お茶を淹れることで、皆さんと話す機会が設けられますし」

「きっかけは大事ですものねー」

　あのときも側にいた伯爵令嬢が豊満な顔で頷いているが、どう聞いても、とってつけたようにしか感じられない。

「お前たち……！」

「いいの、アンドリック」

　怒りに耐えかねた従弟が飛び出しそうになるのを、急いで肩に手を置いて止める。

「お茶ぐらい、家で何度も淹れているわ。だから──」

（お父様お母様のせいにする口実を与えないで……）

　小さく首を横に振れば、言いたいことが伝わったらしい。

「お前がそう言うのなら……」

「では、淹れさせていただきます。お茶はどちらに」

　こんなことはなんでもないとカトリーレに向き直ると、ふっと面白そうに笑う。

「あちらのテーブルに。お好きな葉を選んでくださいな」

　言われたほうを見れば、確かに白いクロスがかかったテーブルの上には、さまざまなお茶の葉が並べられている。

　近づいて、陶器の蓋をぱかりと開けると、芳醇な香りが漂ってきた。

（これは、高級なセリタニナ茶ね。隣の少し甘い香りは、アールニハイリー茶。だとしたら……）

　蓋を次々と開けて、中に入っている茶葉を匂いで確認していく。

　ふと小さい壺を開けたときに、鼻をついた香りに首を傾げた。

（これは、着色や香辛料に使われるサララニア。確かにお茶請けのお菓子の材料にはよく使われるけれど、食べ過ぎたら毒になるのに……）

　最近はお茶の色や香りを変えて、元のお茶を当てる遊びもあるという。見れば、ほかにもシナモンやミントといった香辛料も並んでいるから、そのための品なのかもしれない。

（危ないから、触らないようにしましょう）

　手を離して、一番香りのよいリプルリール茶を取ると、ティーポットの中に、人数分の茶葉を入れた。そして、さらに一匙を加えてから、ゆっくりとお湯を注ぎ、葉を蒸らしていく。

「どうぞ」

　用意されていた中で選んだのは、東洋の絵つけを真似た高価なセーブリア磁器だ。社交界で笑われるたびに、頑張って覚えて、終いには自分の領地でも特産品として作れないかと、工房の見学にまで行ったのだから間違いがない。

（これならば、失礼にはならないはず──）

　きっと大丈夫と思って出したのに、カトリーレはお茶を受け取らなかった。

「そう」

　すっとカトリーレの扇が伸びると、隣にいたメイドの一人を指し示す。

「あなたに、お願い」

「なっ──！」

　淹れさせておいて、飲みさえしないどころかメイドに下げ渡すなど、あまりにも非礼。一瞬アンドリックが色めきたったが、受け取ったメイドは匙で掬って口に含み、しばらくしてから飲みこんだ。

「大丈夫です。毒は入っていないようです」

「なっ──！」

　リーゼもアンドリックも言葉を失うが、カトリーレは優雅にメイドからティーカップを受け取っていく。

「あら、ごめんなさい。最近、よく命を狙われるのよ」

「そりゃあ、これだけ根性が悪いことをしていればな……」

　ぼそりと呟くアンドリックを、必死で袖を引っ張って止める。

「前にも私の毒味役が倒れたの。ましてや、あなたは私を殺そうとした娘の縁戚ですもの。念のために用心をするのは、当たり前でしょう？」

　念のための用心!?　だったら、なぜお茶の側に、入れすぎれば毒になるような香辛料を置いておいたのか──。

（カトリーレ様は私を疑っている！　ここに招いたのは、私が本当に生き返ったリーゼか見極めるため）

「あら、おいしい」

　顔が強張る前で、カトリーレは上機嫌にお茶へと口をつけている。

「残念ね。まずかったり、なにか違うものを入れたりでもしていれば、あなたか子爵夫人を罰する口実にできたのに──」

　そして、さらに破滅させる気なのだ。今度は自分のみならず、子爵家の家族たちまで──。

（どうすればいい？　どうすれば、家族の皆をカトリーレ様から守れるの!?）

　嫌な汗が、じっとりと握った手のひらを濡らしていく。どうすればよいのかわからない。

「なにをしている!?」

　けれど、そのときだった。突然響いた声に振り向けば、扉から部屋に入ってきたイザークが、怒った顔で近づいてくるではないか。

（イザーク!?）

　急いで駆け寄ってくると、イザークの手はぐいっとリーゼの腕をねじり上げた。





（６）思い出と今の言葉と






　痛い。きっとイザークは、ただ持ち上げているだけなのだろう。だが、不自然な姿勢で持たれた腕は手首を軋ませ、リーゼの体に逃げられない痛みを伝えてくる。

「なんで、お前がここにいる！　ここはお前みたいな身分の者が来る場所じゃない。さっさと出ていけ！」

　そのまま腕を掴んで、扉のところまで連れていこうとした。

「待てよ！」

　その姿に急いで駆けつけてきたアンドリックが、リーゼの腕を持つイザークの手首を横から握り、制止する。

　文官と武官。位の高さでは差があっても、中央で王太子の補佐をしているイザークと、地方の荒くれ者を相手にしているアンドリックでは、やはり腕力が違う。

「俺たちは、この茶会の主催者に招かれてやってきたんだ。いくらお前の身分が高いからって、そこまで好き放題にできる場所ではないはずだぞ」

「なに──」

　横から睨むアンドリックに、一瞬でイザークの瞳が冷たくなる。

「ふん。ご立派にナイト気取りというわけか。一年前には、大切な女も守れなかった役立たずのくせに──」

「なんだと！」

　とっさにアンドリックが、イザークの胸ぐらを掴んだ。女性たちから高い悲鳴が起こる。

「お待ちになって」

　殴ろうと拳を振り上げた瞬間、まるでトランプのルールで揉めている様を仲裁するかのように、カトリーレが口を開いた。

「驚かせてしまったようですわね、イザーク。お気に召しませんでした？」

「趣味が悪すぎる──。こんな身分の低い田舎娘を君の茶会に呼ぶなんて……」

　ほほほと、上品な声で笑う。

「それは申し訳ありませんでしたわ。でも、懐かしい顔でしょう？　誰かによく似ていますし」

　誰のことを指しているのかわかって、周り中がイザークの挙動に息を呑んだ。その中で皆の視線を受けたイザークは、ふいと顔を横に背けて、見たくもないかのようにリーゼから逸らしていく。

「思い出したくもない。今さら、あの頃のことなんて──」

（イザーク……！）

　投げつけられる言葉の一つ一つが胸に突き刺さる。イザークが思い出したくないのは、あのときのことが辛かったからだろうか。それとも、本当にリーゼにうんざりしていたからなのか？

「まあ、そう仰らず。せっかく皆さんで、リリー嬢のお茶をいただいていたのです。イザークもぜひ召し上がってみられたら？」

　勧められても、イザークは頷かない。立ったままの姿に、カトリーレは微笑んだ。

「意外とお上手なのよ、彼女。きっと、イザークにもおいしいお茶を淹れてくれると思うわ」

　そのままイザークの返事を待つこともなく、リーゼのほうに視線をやる。

「私の婚約者にお茶を。今までの中で一番おいしくお願いしますわ」

　──私の婚約者。

　カトリーレの言葉に、さらに胸がずきんと痛んだ。しかし、両親の命を人質に取られている以上、今は頭を下げるしかない。

「はい……」

　礼をして、また並べられた茶葉へと戻っていく。葉を選ぶ間も、先ほどの言葉がどうしても頭から離れていかない。

（イザークは、本当にカトリーレ様が好きで婚約したのかしら……）

　もしかしたら。これは賭けではあるけれども。リーゼが生き返ったことを、まだ本当に気がついてはいないのかもしれない。

（もしもあのとき、たちの悪い冗談で、からかわれたと思って怒っているのなら……）

　今ここにいるリーゼが、本物だと気がついたら、カトリーレとの結婚も考え直してくれるのだろうか。

　わかっている。たとえここにいる自分が偽物だと思っているのだとしても、イザークは、リーゼのことを心の底からつまらない婚約者だと感じていたのだろう。だから、婚約破棄をした──そうでなければ、話が合わない。

　だけど、もし少しでも違うのならば。

　あのときなにか事情があって、婚約破棄をしたのなら。今イザークの目の前にいるのがリーゼ本人だと気がつけば、もう一度あのときのような二人に戻れるのかもしれない。

（今さら──カトリーレ様がいるのに、私を思い出してくれるのかはわからないけれど……）

　自分の処刑の瞬間、カトリーレの横にいたイザーク。あれがどういうことだったのか──。まさか……と湧き起こってくる黒い疑念を、首を横に振ることで追い払った。

（とにかく、このままイザークが、カトリーレ様と結婚するのをただ見ていたくはない……）

　だから、リーゼは淹れたお茶を、ことんとイザークの前のテーブルに置いた。

「どうぞ──」

「……ああ」

　淹れたお茶は、アールニハイリー茶。落日のような色に、甘めの香りが強いお茶だ。赤い水面に、少しだけシナモンの粉を入れた。この甘いお茶と独特の香りがするシナモンは相性がいい。香りの甘さが倍増し、わずかな辛みも孕むのだ。

　救貧院で、シナモンは体を温める効果もある薬草の一種だと聞いていたので、イザークが風邪を引いたときに入れて以来、すっかり彼のお気に入りになってしまった。

（このことは私と公爵邸の者しか知らないはず……）

　彼の瞳の色に似た藍色の絵つけがされたカップに入れて渡すと、最初はためらっているようだったが、しばらくしてイザークは手に取った。

　ゆっくりと口元に持っていき、飲む寸前で驚いたように動きが止まる。

　ふわりと漂う香りに混じるシナモンに気がついたからだろう。

（私はリーゼよ……！　お願いだから、気がついて！）

　イザーク！　心の中で念じて、見つめる。

　紅茶を手にしたイザークの目が、一瞬緩んだように感じた。

（イザーク！）

　わずかにほころんだようにも見える唇に、両手を合わせて祈りながら見つめる。しかし、次の瞬間、お茶はリーゼのドレスに、ばしゃっと投げつけられたのだ。

「え……」

（な、なぜ!?）

　今まではどんなにまずいお茶になってしまっても、こんなことをされはしなかったのに。

　動きを止めてしまったリーゼに、イザークの藍色の瞳が突き刺さる。

「こんな臭いお茶が飲めるか！」

「え……」

（そんなはずは……。だって、あれはイザークが気に入って、ずっと飲んでくれていた味なのに……）

　よく公爵家でも飲んでくれていた。それなのに、どうして──。

　だがイザークは立ち上がると、驚いてよろけた弾みに床に手をついたリーゼを、冷たく見下ろしてくる。その指先で、空になったカップを回した。

「本当は、俺はこんな薬臭いお茶は大嫌いなんだ。それをおべっかで一度うまいと言ってから、家の連中も信じ込んで──。どこで、俺がこのお茶を飲むと聞いたのかは知らないが、追従を信じ込まれても迷惑だ」

　追従。放たれた言葉に、目を見開く。

（そんな……）

　でもと、ぐっと指を握りこんだ。

（あなたは、今私がリーゼだと気がついたはずよ……！　あなたにもらったこのドレス。それにお茶。どちらも私しかありえないのに……）

　泣きそうな顔で俯いても、お茶で濡れたリーゼを見下ろすイザークの視線は、ひどく冷たい。

「だいたいなんだ、そのドレスは。都の最先端にしては、着こなしが泥臭い。洗練された着方を知らないから、そんな野暮ったい姿になるんだ」

　ぎゅっと指を握る。

「ましてや、お客に対するお茶の淹れ方一つ知らない。侍女のまねごとをしても、侍女にさえ劣るから、物知らずな田舎娘と恥を掻くんだ」

「おい！　無理矢理やらせておいてそんな言い方！」

　とっさにアンドリックがイザークの肩を掴もうとしたが、ぱんと片手ではねのけられる。

「本当のことを言ってなにが悪い。ならばはっきり言う！　その田舎くさい仕草が気に入らないんだ！　泥臭いことしかできないくせに、変に努力家ぶって、上流の世界に入ろうとする！　それが忌ま忌ましいと言っているんだ！」

　怒っている。目を見開いてこちらを睨む姿は、嘘や偽りではない。

「目障りだ！　君の顔を見ているとイライラする。二度と俺の前に姿を見せるな！」

　──イザーク！

　本気だ。リーゼの前で仁王立ちとなり、憤怒の視線で睨みつけてくるイザークは、明らかに、ここにいるリーゼを疎ましいと感じている。

「おい！」

「イザーク」

　しかし、アンドリックが殴ろうと構えるのよりも早くに、カトリーレがゆっくりと奥から声をかけた。

「ごめんなさい。あなたの気に障ったのね」

「ああ、カトリーレ」

　すると、イザークは、今までリーゼに見せていた顔が嘘のような笑みで、カトリーレへと近づいていくではないか。甘い顔で、恭しく白い手を取った。

「ただ、心配なんだよ。君は昔、殺されかけただろう？　同じ顔をしたその犯人の縁者が側にいるなんて」

　なんて甘美な声だろう。今までリーゼに見せていた怒りが嘘のように隠れ、細めた藍色の瞳で愛おしそうにカトリーレを見つめている。

「あなたの気持ちを考えていなかったわ。ごめんなさいね」

「いいんだよ。君が無事なのなら──」

　しかし、まだショックで床に膝をついたままのリーゼに、カトリーレは目をやると、くすりと笑いかけてくる。

「あら？　私の婚約者が悪かったわね。でもそのドレスでは、さすがに恥ずかしいでしょう？　もう下がってもよろしくてよ」

「失礼……しま、す……」

　確かに、この場に居続ける気持ちにはなれなかった。

　だから立ち上がって、裾を広げて挨拶したのに。涙はぽろりと頬にこぼれ落ちてくる。裾を持つ手でさえも、抑えることができないほど震えてきてしまうではないか。

　これ以上は我慢できない。ぽろぽろと頬にこぼれてくる涙を、リーゼは一度手の甲でぐいっと拭うと、あまりのいたたまれなさに、そのまま茶会の部屋を飛び出した。

　ばん！　となにかを殴るような激しい音が後ろで響き、廊下にまで女性たちの悲鳴が聞こえてくる。

「リーゼ!!」

　直後追いかけてきたアンドリックの声にも振り返ることはなく、リーゼはただそのまま走り続けた。





（７）白椿の庭で






（やっぱりイザークは私を嫌っていた！）

　カトリーレの茶室から飛び出しても、先ほどイザークに投げつけられた言葉は、ぐるぐるとリーゼの頭の中を回り続けている。

　イザークが自分を疎んじていたなんて、絶対に信じたくはなかった！

　だから、必死に嫌われている以外の可能性を探し続けてきたのに、さっき投げつけられた言葉で、心の堰が一気に切れてしまった。

　どんなに涙を止めようとしても、あとからあとからこぼれてくる。投げられたお茶で汚れてしまった高価なドレスも、泣き続けている自分の姿も、すべてが惨めだ。泣いているのを見られないように顔を隠しながら回廊から飛び出すと、そのまま誰もいない庭へと走り出た。

　この広い庭のどこかの端に、リーゼたちが乗ってきた馬車も止まっているはずだ。捜すように遮二無二走ったが、広すぎる庭園ではどこに馬車が止められているのかさえわからない。ただ今は、できることなら家から連れてきた御者にでさえも、自分の泣き顔を見られたくはなかった。

　誰もいない場所を探して、庭に咲く椿の一角へと走り、そのまま顔を見られないように葉の生い茂った木立の中へと飛び込んでいく。

「おい！　リリー！」

　アンドリックが慌てて追いかけてくるが、とても今は彼の慰めを聞く気にはならない。

　緑の枝の間から伸ばされてきた手を、強引に振り払った。

「一人にしておいてよ！　今は──誰とも話したくはないの……！」

「リーゼ……」

　困惑したようにアンドリックが、肩を掴もうとした手を空中でさまよわせている。リーゼの様子に、しばらく迷ったあと、浮かせていた手を握りこんだ。

「そうだな──すまん。だけど、危ないから……」

「わかっているわ！　でも、無理なの……！　今だけは、誰とも会いたくない──」

「わかった……。じゃあ、俺は叫んだら聞こえるぐらいの場所まで離れているから」

　とめどなく流れる涙で頬を濡らしているリーゼに気がついたのだろう。一瞬息を呑んだように見つめていたが、リーゼが入った椿の一角から踵を翻すと、大公邸との道の間に立ってくれた。きっとリーゼを害する者が近づかないように、見張りをしてくれているのだ。

　わかっている。アンドリックが慰めに来てくれたことは。

　ただ、今はとても誰かの言葉を聞ける状態ではなかった。

　こぼれてくる涙の奥で、何度も何度も、さっきのイザークとカトリーレの様子が回り続けている。

（本当に嫌われていたなんて……！）

　絶対に違っていてほしかった。でも、そうだったから婚約を破棄したのだ。死ぬ前にあんなに冷たくなっていたのも、つまらない女だと思われていたから────。

　今はただ、悲しくて悔しくてたまらない。見てしまった仲睦まじい二人の様子に。自分をはめたカトリーレに、イザークを奪われてしまったことが！

　裏切られても、捨てられても！　まだこんなにも、イザークが好きなのに！

（どうして私を殺した人を選んだの!?　いくら私を嫌いになったからといって！）

　自分と正反対だから？　優雅で洗練された社交界の花だから？

（だから、私をはめて殺したのがカトリーレ様だと言っても、まだ彼女がいいの!?）

　これ以上の涙をこらえようとして見上げた空からは、静かに白い椿の花が降ってくる。散り椿なのだろう。小さな白い花びらが降る様は、まるで雪が泣いているかのようだ。

「違うわ……。私は、イザークに死んでもいいと思われていたのよ……」

　だから、あのときカトリーレの側で自分の処刑を見ていたのだ。

　助ける価値もないと思われていたから！

「馬鹿ね、私……」

　ましてや、リーゼが罪を犯したせいで処刑されると思っていたのなら、なおさら……！

（それなのに、イザークのことが、まだこんなにも好きだなんて……）

　空からは、はらはらと八重咲きの椿の花びらが落ちてくる。

「あなたが憎いわ、カトリーレ……」

（私の代わりにイザークに愛されている、私を陥れて殺したあなたが……）

「本当ならば、イザークの隣にいるのは私だったわ……」

　それなのに、カトリーレの罠にはまったせいで、イザークに捨てられるきっかけを与えてしまった。

　もし、もう少し時間があれば、イザークの離れていた気持ちにも気がついて、やり直すことができたかもしれないのに。

「あなたを────殺したいわ、カトリーレ……」

　殺して──自分の命の糧にできたらどんなにいいだろう。

　わかっている。そんなことをしても、もうイザークは帰ってはこない。

　それどころか、愛した女を殺した者として、自分はイザークに生涯憎まれるだろう。

　本来ならば、自分こそが彼にそう追慕されるべき位置だったのに──。

「だめよ、リーゼ。それに家族がいるでしょう？」

　目の前に降る白椿の花弁に、必死で唇を噛みしめる。

　それでも、落ちてくる涙は止まらない。

　今、自分がこの衝動のままカトリーレを襲えば、謹慎にまでようやく処分を緩められた家族も、ただではすまないだろう。一年前に暗殺を企てて処刑されたと思われている娘の一族だ。カトリーレを殺せば、真っ先に疑いを向けられるのはわかっている。

「滑稽ね、私。こんなことをされても、まだイザークが好きだなんて──」

　灰色の空からは、白い花びらが雪のように落ちてくる。はらりはらりと。リーゼの悲しみに寄り添うかのように。

　舞う花びらでさえも美しいと感じられない。

　ただ、あまりにも愚かだった自分が情けなくて、涙がとめどなくこぼれ続けてくる。

　──どうして気がつかなかったのだろう。

　冷たくなったのが、リーゼに興味をなくした印だったのに。

　そうだ。誰だって幼いときと同じではいられない。昔は優しかったとしても、いつのまにか、見えないなにかが、二人の間で変わってしまっていたのだろう。

　曇った空から白椿の花びらが、ふわりとリーゼの上に降り注ぐ。

　そして、胸にふと落ちたときだった。

　ずきりと、リーゼの胸を刺すような痛みが貫いたのは。

　花びらは、ただ胸にのっているだけなのに、まるで矢で心臓を射貫かれたかのような痛みが走り抜けていく。

（え……、今のは、なに……？）

　思わず右手で胸を押さえた。だが、痛みはどんどんと大きくなってくる。次いで、心臓を止めるかのように、ぎりっと胸の中央が軋んだ。うまく息ができない。

　胸を握った指の隙間から、白い椿の花びらが落ちていく。

　掴んだドレスの下では、痛みに抵抗する心臓が必死で鼓動を打とうとしている。抗おうとしても、心臓は、まるで鎖でがんじがらめにされたかのようだ。

　口をぱくぱくとさせるが、息さえもうまくできない。

（まさか……）

　まるで、心臓と肺の動きが止まろうとしているかのような────。

　嫌な汗が、額に浮かんだ。

（もしかして、私の仮初めの命ってこんなに短かったの!?）

　まさか、ラッヘクローネの言っていたように、もう自分の命が尽きるのだろうか？

　だから、息ができない？　もう心臓や肺を正しく動かす力がないから？

（嫌よ！　こんなところで、もう一度死ぬなんて──）

　まだ生き返ってから、なにもしていない。悲しませた父にも、母にも。慕ってくる弟にも別れさえ言ってはいないのに。またこんなところで、人知れず命を落としていくなんて──！

（絶対に嫌！）

　助けを求めるように、椿の枝の間から手を伸ばす。指が引っかかったのか、触れた赤い椿の花が、ことんと首からリーゼの腕に落ちた。

「たす……け、て……アンドリック……」

　遠くに見える従弟に手を伸ばしたが届かない。こんなくぐもった声では、離れたところにいるアンドリックには聞こえないのか。

「おねが、い……誰、か……」

　切れ切れに呼んでも、声に応える者は誰もいない。

（このまま死んでいくの──？）

　また、すべてが虚無のあの世界へ。

（お母様、お父様……エディリス……、アンドリック……）

　息ができないまま、意識は急速に遠くなっていく。その底では、ひどく冷たい暗黒が、リーゼの意識を呑みこもうと待ち受けているではないか。

（嫌！　あの中に落ちたらもう戻ってはこれない──！）

　あれは、処刑される最期の瞬間にも見た虚無の深淵だ。あの中に落ちれば、意識は完全に消えて、もう誰の声も届かない黄泉の世界に入ってしまう。

（嫌、助けて──！　誰……か）

　必死で抗う。深淵に呑みこまれ急速に消えゆこうとする意識の中で、ふと自分を抱きしめる温もりを感じた。

（誰だろう……）

　わからない。だが、今はこの温もりだけが、薄らいだ意識の中で縋れるたった一つのはかない糸だ。

　頬に触れる優しい温もりを必死で追いかけた。どこかでいつか嗅いだような匂い。

「リーゼ……」

　呼びかけられた声に、ふっと息が軽くなる。

　何度も何度も。リーゼの柔らかなクリーム色の髪を撫でてくる優しい手から伝わる温もりで、支えられているような気さえしてくるではないか。

（誰──？）

　どうして、自分をこんなにも優しく抱きしめ続けるのか。

　知っているような指の感触を追いかけるうちに、ふっとリーゼの意識は途切れた。
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